
凡 例

1.本腸は固や沛宝林貯局の事栗に資する目的を以て置かれたる關係上自から共試竅 

も實地的なるを本旨ミす。

1.試逾華項にして未だ完了せざるもの;5雖も速かに共成就を?S表して斯業に利益あ 

りm・むる貪糾は本誌に揭載す。

1•本試:验野項は大正十二年七月第三回全國林梁試驗|&浇會に於て元坦長林學!¢士和 

H圓次節氏の協定爭項に爲・浦局に於ても亦共必嬰を認め技師子屛三好東一をし 

て招當せしめ本年完了せしものなり。編本試驗遂行に當り北海道廳林業試驗埸が 

道內の供試材を寄與せられたる好意を激す。

昭和四年十二月

帝室林野局林業試験場長

技師 中村賢一郞
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氣候的影響が同一樹種の材質に及はす關係調査

三 好 東一

緖 言

北海道産潤筆・瑚材の伸縮度は内地phi.ii-樹種より强しさ稱するは展«聽・く所なるを以て分 

依虞邑朋極成は仲席度を明かに沽得べ普ものに就き共伸縮度及び强度を比段調査し氣候的影 

稼が同一樹圖の射質に及ぼす關係を岡明ならしめんさす。

本詞査は大正拾忒年七月北海道岖に於て開催せられたる笫三回林業試驗協果含に於て北海 

沮愁林業試驗場の捉案に係るものにして其實行方祛の協定さ共に是れが洌査すべ訓面®はエ 

ゾマッ,トドヾツ・シラ,q々ウヒ,ナラ,センノキ,シホダ,ブナの八樹種さ定められた 

るものなり。E

抑4木材の孙ひの程攬及ぴ纸度の大小は乾爍の程座に依り著しき殆異懸稲を生ずるは既往 

の调存パ驗成績に微し明瞭ない雌も資材を辟成する粗織の精札瑕疵の有無も亦木材性質 

の比絞上極めて必須なる氈項なり。然るに各榭祁を構成する組織に對・し差異を惹起せしむる 

喉素を忌察すればI•:さして氣候觥土戒は林況,地況の異なるが為に必然的結果ミして現はす

材賞の茬異に依るもの瞼からずして又林木各個備さ雖も生者中立地の環墳に順應しつ、固有

の性龍を|'|然に賦興せらも、ものなるが芻殴临なる意味に於ては隣接する同一樹税ミ雖も全 

く均晋なる性質を貝・備す〇事少・は吾人の經驗に基き足を推知する爭敢へて燧からざるべ 

し。故に木詢査の主眼ミなす同一樹種の材質の比較調査に於ては林木各個体の材質に及ぼす

試付を採集し以て兩若の材質を比校せるは又各個体の性質を祥査する上にも峻も適常なろ方 

法さ・からる。然ろに柘!胰に協定せられたる供試樹種に就浄共分布せる概況を大觐すれば

同一樹仙・に關しては:化海道に於て北部に該當するを被められ,本州中部に位する木曾師料地 

は其南部に相當するもの多きミ見做され,尙ほ其間各地に於て可及的廣汎に直り採集せられ 

得べき盘眾Vの櫟合上兩者に試驗地を設定せ如

»呉林省林業’试阪飛報第十二甄



效に誤;査安旨ミして供試材俗個体の我現する外馭的商造を淌在し以て琪境を呢にせる立地 

に生1?せし同一樹種が包蔵する的凋並に不彩調なる組織が顷ひ1及び就度に及ぼす必幣を・ 

究するものなり。

命比皎窪考さしてヒノキ,サハラ,モミ,ツガ・パラモミ,カツラ•水、ノ、［ヅメ彳 

の九期種を加へて其性質を比較弱査し始終充ケ秘餘の星霜を經て昭印四年四月,周査試韻を完 

了せしを以て玆に報吿す。

>•調査試驗方法

3

1調査ガ針

木林のI珏ひ 炊椚竟資材の乾燥,吸濕に律ひて生ずろ不均等なる收縮,敏股に依りて生ず 

ら现象にして北程阳よ旭飾,資团を採血せし林木の部分,含水破の弟異,股躍の有無ふ視雑な 

る!附節的因子の峪辰に依りて岩しく異なるは旣に發我せられたる試驗成弑を以て业概況を湖 

め符べく資彷の强度む亦樹WUこ依りて苫しき差異あるは衆知の孚實な <)。然りさ推も同一樹 

極の「狂ひ迎に强度の差％に影標を及ぼす主爪因中h拓肝要なる木餅の組織,構造さの圈偲 

［就ては獄牌企すべ台もの多會に係らず是が研究涂議せらる、もの少なきは題博さする慮な 

.')〇凡七我网林業程捋に於て益々集約的作業法を考究,實掘し利へ材質優戻なる資材の生産 

を目的fすヾ9現況にありては唯に現存する林木の性質比較調査のみに甘んずる事なく各樹 

洋に就9材賞優足なる資材を生床せんがために林木各個S3の具備すべき組織牌造を指摘する 

ixlftも肝>な6事項なりざ信ず。故に木渦芥は共端緒を開某する息味に於て貢!欧する所融か 

• , :•るを傑ひ耕方針は各供M材・の外翻的㈱設の調査を主11I技なし,「気候的影供」さは本邦 

産・同一樹楝の分布せる植物限界內に於て地方的氛侦の羔異・しぎ備所より供試材を採集し各 

£',1招の生育中自然的に賦與せられたる性質が「狂ひJ及び强度に及ぼす「影辟」ざなし各個節の 

性貿の比絞對照に資するミ共に現存する林木の工藝的利用のび將又將來mi商楝療育上の冬 

初二資せんさす。されば泳:調査に於ける供試材は便宜上北海道磨囲仔林內及び本州中部に位 

:・る木竹師料地內より採集するものさ定め,猶兩地域に於て環境の著しく相違せざる近接地 

此よOlnl-Wf'Rに就き五本の供試木を選定し諸性質の樹仙毎に地方別平均値を求むるものさ 

せり。偷佐供試材は一一定せる雅準に依りて採集するを根本要項Sなすを以て各地に於ける伐 

採防期を大正拾瑟年冬月さなし共大さは中央血径四拾再椀以上長さ述米六拾柝の皮付造材さ 

定命,造材末口に於て水分测定供試材さして序さ五梆’の临盤点攵を木取りたり。而して供試 

材は直ちに「狂ひ」及ぴ收縮就驗に供せら6、供試材片を木取り長明間屋内自然乾燥法に依り 

、、疝狀態に誘導し氣乾材箱啓に於ける「狂ひ」の程度並に原因を詳夜し・なる後同一供試材よ 

り抗脈强,負推强及び抗張强に就き林桨試驗場協定要項に基き强弱試酸を施行し•各調査事 

項に依る成績を綜合,批判し以て環境によも内外の諸因子が同一樹秫の材質に及ぼす要素を 

探究せんさす。



2供試木の選定

供試木は同一樹種の分布する植物限界の範幽內に於て環境を異にす6竹怀ノ,腸合に就当選 

定するを適當:S烈めらる、も本調査に於ては便直上砲旬地を北海道あ出仃林及び當用木"'J 

料地內に設定し是を蒐集するものさ15し又各訊:玩地內に於てし各地にHり立地の相達す方坦 

境に生育せし林木を採集するは同一樹飯の材質比蛟调笊圳浊なる裝素な〇ら徒に廣汎にH 

るは却つて相互の比較對照上繁雑を來す嫌ひ無さに非ざるを以て各試啜馳内に於-〇］•及的近 

接する地域にて各樹極別に就S井充木を標準さして供技木を選定するものミせり。猶木調弁 

の要旨に基き供試木は大さ,立地等诃及的に同一條件をJI・備する資材を選定する必耍あるを 

以て次の要項を標準:S僞す。

1, 供試木は物斜比敬的緩にして南血・せる林内に於て採集すろ折

2, 供試木は生育・中廊にして樹保也通し可・及的に瑕洗を包蔵せさる立木にして胸高仇花E 

拾五柝以上のものを選定する事

斯の如くにして各試駿地に於て選定せし樹種別木數を示せば次表の加し〇

第一我 供試木樹毬別本數

园種毒賊 樹(fi名 本散 j用版番號 i桝称名 恭數 甜M密捎 樹M名 財數

次 ft 材 北 海游材

r ピノキ 7 IX デ ナ 5 XVI エソマッ 5
〇 サハワ 4 X ナ う 5 XVII トド3 ： 5
in アスナロ 5 xr ハ7 ¥ヽ) 5 xxnii ブ ナ 5
IV モ ミ 4 XII ミブメ 5 XIX ナ ,1 &
V パラモミ 2 XIII シ >1； r りI XX ハyヤリ 6
VI ッ " G XIV 水、ノキ 5 XXI '•チグQ 1 6
vn く XV カッラ 5 XXII 山、ハ1 5
VIII シラペ

5 I
XXIII カッラ: 5

其成絕に依れば木甘御料地産材はヒノキ外拾四樹種に就き七拾忒本を姓定し北海道庭國有 

林産材はエ/マッ外七樹亜に就m四拾本を選定し合計百拾忒本を示せり。而して兩試掖地に 

就タ植物分布の狀況を大觀すれは木旨部料地內ミ雖も商山地帶にHり局部的に寒帶林に质「 

る植物限界熙きに非さ’ろも主さして温帶林の南部を占む、るに對し北海道は共中央に於て温帶 

林の北都泉界さ寒帯林の南部限界相接する狀態を呈すろを以て従って木調査に供すべ5樹種 

の舗てを兩帶中より求むも事困難なるは理の當然なろな以て針葉用中エソ‘,•ツな以てタウ 

ヒ,バラモミに比段し,トドマツを以てモミ,シラべに比俊するものミなし潤菜村:!中同・樹冉 

を兩者に於て採您し得二 «)し> •寧チ・はヤチク•モさ比絞するものさなし.叙上せし如く特にな 

卷ざして加へたるヒノ F,サハラ・アスナ“•ツガ・ミヅメ等は木竹函］料地內に於てのみ迅 

’定し協定せられたる樹種に對する材貿の比枝调査に資するものさせり。

:;供試木の溢地並に林況,地況の概況

北海苑鹿國有林に於ける供試木の撰定に關しては北海道鹿林業試驗揚に依賴して供試材の 

供沿を受けたるものにしてエソ-ヾツを除く他の樹就は何れも野帽國仃林内に於て採集し,エ 

ゾマッは北海道に於ける分布の狀況に鑑み特に中央部に位理する置戶國有林中より選定せら 

れたり。課し同地方は北海道に於けるエゾ、•ツ分布の狀況より考察し敞も優良なる資材を生 

產する地域に册し林相も亦優艮なるを以て供試材を選定せし位蹟さして最も適當なるもの;5 

為I理流オミして木件卻料地内より採聚せし各供試木は當揚に於て咨邮Rに就き最も適・渚 

三認めたる地械を選ぴたるため其範囲比較的廣汎に亘り.所胡表木竹街］料地全般に及べ〇〇 

冬供試木の産地並に林況,地況の抵況を示せば必二表の如し。

・卷,印に後進せんミラち«wi：raし各供5木な選定せしメ!驗地は便宜上北海道磨同・倉林座树"北 

诲iit材」,木件脚料地床村は,木曾材」改は關係出眼所名か冠する｛«のこす。

•I供试木の伐採時期,樹齡及び大さ

伐採聊節の差異が材質に及ぼす影剛勅からざるは旣往の成紡に微し明かにして.主さして 

含有水分の堆減に起因するものさ稱せらる。本調査に於ては其成額を瑟照し是を一定するは 

材質の比絞上址肝妾なる根本的要素S認められたるを以て何れも大正拾三年三月に伐木造材 

を?T行するものミせり。斯くして供試木は樹酔迪直にして胸髙I任径四拾五籾以上の中庸木を 

爲準さなし,伐採に際しては各個戲に就泠樹髙,枝下高,枝條の多少,阪直徑等:を食測し 

孩め物心に對,する方位を明示する僞に北而する樹幹部に樹皮を剝落して(北)印を記入す。樹 

齢は伐根の横跚而に現はる、炸愉吸を以て示し,供試材伐採爲は地況或は根狼り等の狀態に 

依り多少の相違を生じた6も協定事項に塞ぎ地上四尺を以て標準高さなす。

斯くして各試驗地に於て採集せし供試木の伐採明II並に樹齡,大さを示せば共成績第三表 

に示すが如し。
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分三表 供試木伐採畤期,樹齢並に大さ

««
ェ

I

n

III

IV

V

VI

〇

匕ノ与

サノ、ラ

アスナ"

せ ミ

パクモミ

ツ jr

R試材は我t 
・役地名

3 4

】奈R井
2裁Ki
3 :E瀧 
•!上松
5野W
6変箭
7湯舟湯

ド均

8王源

9 5f W 

】〇・籠
】1湯舟滓

平均

12王溫 
13上松

14 野 DL
15 55 籠
1G湯府滓

平均

17譲訪
18 "
19鼓原
20楠

平均

2】奈良I井
22 〃

平均

23 41 S).

24奈只丹
25 藪 K' 
26® e
2T 〃 

28'15

乎灼

R採月11樹高枝下
<大めく來>ぐ来、

5 6 7

13. 3.12 16.4 3.6
13. 2.28 23.6 7.3
13. 3.1 29.2 6.4
13. 2.1V 30.6 20.0： 
13・ 2.23 21.8 3.0
13. 2.19 30.9 9.1
13. 2.29 27.3 12.4

257 88

13. 2.22 30.9 14.2
13. 3.1 32.7 3.0
13. 2.29 32.7(12.1
13. 2.25 26.1 7.3

306 9.1'

13. 2.37 22.7 8.2
13. 2.21 25.5 1-1.5
13. 2.23 26.6 2.2
13. 2.10 28.0 5.2
13. 2.20 21.2 10.7

24 8 8 2

13. 2.19 19.】 10.9
13. 2.29 18.2 10.0
13. 2.28 27.3 10.4
13. 2.26 30.3’ 7.0

237 111

13. 3. 3 20.0 3.£
13. 3. 4 20.0 -1.1

200 4 1

i 13. 2.27 17.3 7.(
、13. 3. 9 18.2 4.(
113. 2.29 21.8 12.1
1 13. 2.27 24.6 7.(

13. 2.27 26.4 4.(
I 13. 2.23 20.0 (に

2L4 7・:

枝の 
多少

S

多
〃

少
グ

稽多
业

少

〃

施

多

〃
少
多
旭

1业
〃

少
多

多

!並

i多
4业
・少

►多
!少
［带少
>

徑變’

9 10

92 36.0
165 46.4
246 51.5
212 4S.5

116 54.5
125 48.5

* 113 54.G

153 48.4

198 -18.5

115 57.6
123 45.4
138 51.4

144 507

242 51.5
212 51.6

164 51.5
* 183 45.5
* 211 48.6

203 497

220 57.G
188 48 よ
125 45.4
201：69.7

184 55<

133 48<
167 39.4

150 44(

279 5L(
183 39上
230 39.4

240 47.1
218 48.：
203 43.1

227 45」
-・ ・・ i ■ " ' ～～

くめ

11

127

100
121

120
24

137
121

108

242

24
136■
121

131

121
120

24
136
121

104

121

91
91

20G

127

18S

121

152

12J
1 152
1 13C

20?
> 121
)i8i

「 w

備 雲

12

"印は推定年駐げマ

•印は推定"・齢ミす

!

1
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眇備

123

均

昉

37

劉

印は加跆Wさす

印は拙应邮鈴と す

松

2.22
2.29

13.

13.
IX
13.

原
島

供試材株渝4WH U 
备號地名丨<大上)

43王

44上

判 
的

13.

13.

2.17
2.17
2.29
2.2(

33 41
34

印は推定年歸厂;
ff

2〇>訪 
30 /Z

3】蔽
32絡

酣王

89上
40好
叫・変

杞湯舟滓

均

2.17
2.26
2.2-
2.28

3.1

13.
13.
13.
13.

13.
M福fi

〃

13.
13.
13.
13.

13.

樹毬 ?frBS 豺彼

1 〇

VII * tr u

VIII レラベ

/
!X ブ ナ

X

4

ナ 9

XI

q

ハリVリ

xn

平

ミジメ

V

2.27
2.15

財あ 
«来)
黙翳 虹懶 伐棣鬲 

<瞼

G 1 ”i - 9 10 11

23( i1 10.9 业 2U 182
24.( i 12：i " 21(；-18.C 91
2弘 i J4J•多 9：；45.C 121
24.1 由 > 〃 I8C * 54.3 1S2

24 5 1H 1 177 48.5 144

23.6 12・;I业 2K 51.5 303
21.8 10.1 〃 22Q 45.fi 121
20.0 7.(-粉多 152 53.6 腕
24.5 5.f 多 117 54.5 121
23.6 5.5 少 112 42.4 W
227 85 163 49 5 268

28.2 7.6 少 硕 45.6 12J
29-1 16.4 並 156 54.5 120
20.0 1.5 多 110 48.5 24
20.0 3.9 〃 )98 51.6 1211
23.6 10.3 亜 * 109 -15J 121 *

242 7.9 147 49.1 101

20.0 5.r) 多 159 45.5 ]21
25.6 14.5 少 204 51.5 120
20.0 3.0 多 212; 51.5 15
23.り G.q 少

* 17(>' 45.6 136*
26.6 13.0 飽 * 22% 45.5 121

22.9 8-4 196 47.9 103

27.3 9.1 少 225 51.5 121
27.3 12.7 多 151 54.5 120
20.0 3.0 〃 77 51.5 15
14.5 3.0 79 45.5 〇
23.6 8,8； 並 142 57.6 121

225 73 135 52-7 77
31.8 10.0 少 150 51.5 182
25.5 16.4. 〃 131 51.5 120

20.0 当 216. 48.6 16

21.8： 5.8' i 多
155* 34.5 152

21.8 5.5 並. ロ 208 45.5 121*

242 86 172 50-3, 118

2.24)
2.10

•15野
4G変

尻
箭

13.
13.

2.24
2.22

47湯舟并 13. 2.24

均

血 漩 13. 3. 2
41 上 松 13. 2.15

50 野 1)1 13. 2.20

51 浅 箭 13. 3.1

62湯府滓 】3 2.26

均

53王 混 13. 2.26

64上 松 13. 2.15

55野 尻 13. 2.24

5G我 籠 13. 2.23

2湯舟滓 13. 2.26

均

21

考術

2 11 12

12!

XIV

XVI

Will r

XIIIジホ

NVカッ

エヅマ

XVBトドマ

151
121

121
182
121
121・印は推定年齢さす

133

121
121

15
1843
182

115

WW紺m

165
127
163
291
233

196

1S6
242・印は推定年齢ミす

134
［湛北導道材は枝の多少Q
19,部逆な戲く

93
309
181
251

206

107
242

121

昭
160

供工村
<1?孰

::

地名

4

倪擇月I1 
く大疋)

•-

枝下 
c*2

任?
多少 岫 例枷

<?«>

6 7 s 目艾

5S 増舟澤 13. 2.22 28,1) 10.6 他 157 51.5,
59 〃 13, 2.23 30.3 15.4 〃 164 57,6

60 13. 2.23 27.9 11.8 131 51.5；

61 〃 13. 2.2<5 28.2 0.1 U4 .岫

G2 13. 2.2G 30.9 fi.5 * 1GS 48.6]

千均 292 105 147 503

幅 3•流 IX 2.29 18.2 5.5 多 156 45.6
叫上松 13. 2.21 29.1 Ifl.-J 200 60.6

5F况 13. 2.2-1 20.0 3.0 少 212 &1.K

G駐範 1：L 2.21 21.8 じ・】 並 107 51.6

<17 13. 2.27 22.7 皿i 123 51.5；

平均 224 72 16〇, 52」

> GS 王緩 13. 2.29 29.1 15.4 少 86： 48.5
09 上松 13. 2.13 23.6 12.7 多 221 57.G
7() ?f尻 13. 2.23 27.3 9.1 208 57.6
71 发籠 13. 2.22 22.7 5.2 业 so 45.6
72 湯ノ嘛 13. 2.2S 27.3 12.1 多 * 18G 57.6

平均 26.0 10-9 156 53,4

73北港道 13. 2.IV 27.6 10.2 — 165 52.5
74 13. 2.19 24.0 6.6 一 200 61.6
75 13. 2.20 35.5 0.0 — 170 62.3
7(1 〃 13. 2.21 23.5 g 一 173 54.0
77 〃 13. 2.20 32.3 G.3 ；— 270 60.0
灼 29.7 75 196 56.1

ソ 宣 北海道 13. 2.15 20.7 8.2 71.11
7f 13. 2.15 27.1 G.G — 58.9
8C 〃 13. 2.15 29.1 7.3 - 71,0
81 /• 13. 2.16 22.i 7.5 ・〇・ 68.3
8i 13. 2JG 24.f 9.3 fifi.7

弔必. 26C 78 67-4

ナ 8： 北海湧 13. 2.20 IS.f 5.7
■

71.0
8- 1 // IS. 2.2C 19.( 6.3 的。 G1.。
81)" 13. 2.2(： 顺 7.2 - 17& 仙

W3 " 13. 2.2(： 19.( 9.0 1 190 58.0
8* r 〃 13. 2 2< 18.( 6.3

<
一 18。 54.0

平a 1 18i 7C 186 59,6
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樹種
番5? 槌« 存號

歓験伐採月H 
地名(火止)

樹漓 
ベ・)

枝ド
’来)

枝の 
多少 制船 狗离宜世探疾 

［微很)(.W) 値参

1 〇 3 4 5 6 7 S 9 10

65.1 
68.1 

69.7 
68よ 
G3.C

67C

69.7 
09.7 
74.：!
62.1 
69.7 

69.1 

60.fi 
65.2 
62.1
60.6 
65.2 

627 

(15.3 
5(3.】 
G1.8
57.6 
57.6 

577 

<»C.7| 
06.71
68.2 
66.7 
00.6 

65.8,

11 I________ ,3________

XIX

XX

XXI

XXII

xxrn

ナ ク

ハd

ヤナグモ

泓、ノキ

カッラ

88 
sa 

ao
91
92

千均

93
94 
95 
9G

卒均

08

100
101
102

平均

103
104
105

106
107

平均

108
100
110
111
112!

平均
1

北海道

1 〃

〃

北诲道

r
〃
〃

北滲済
〃
〃

〃

北海遂

〃

北诲道

〃
〃

ff

13. 2.22
13. 2.22

13. 2.22
13. 2.23
13. 2.23

13. 2.17
J3. 2.18
13. 2J8

13. 2.18
13. 2.19

18. 2.20
13. 2.20
13. 2.21
13. 2.21：
13. 2.21!

13. 2.24

13. 2.24
13. 2.25
13. 2.25
13. 2.%

13. 2.17
13. 2.17
13. 2.19
13. 3.19
13. 2.20

23. ]
24. C 
23.1： 
20.2 
23.0 

24.0 

23.4 
23.9 
23.8 
23.2 

M.2 
235 

24.2 
26.8 
25.5 
20.0 
26.3 

256 

2-1.9 
24.7 
21.-1
21.1 
20.6 

225 

24.7 
24.9 

20.4 
23.2 
24.2 

23.5

C.G 
,12.7

—
10.3 
13.7 

108 

11.7
12.-1
9.8

10.2
12.9
114

14.6, 
15.6 
13.0 

15.0
»28：

142

8.9 

10.0
5.8 
叫

11.5：

9-2

7.1
10.!'
11.6
8.8’

13.21 

103
1

«・〇

Z

—

_ 1

—1
1

22C 
340
34U 
370 
3(X1 

314 

130 
130 
17(

140 
130 
140

140 

135 
14ft 
150 
200
154：

130 
180- 
165； 

汽 
175

165

H6： 
130： 

蛍 

141 
門

!13C
311 
327 
28£ 
2W： 

25C 

30C 
227 
250 
14H 

161 
219 

|询 

264 
2：｛〇 
285

: 

121 
2«1 
139 
539 

236 

212 
300' 
264 
258

1北海道材は枝の多少の 
測定な缺<

其成絨に依れば各試駿地を通じ供減木伐採期日は自大正拾尝年城月拾日至同年会月JftBCIl 

以内に伐木造材を終了し,樹あ’枝下康,樹齢,胸髙诙径及伐採麝零は第四表に示す如く總平均に 

於て胸高依胡四拾五椀,伐採高せ米六拾朮極にして協定事項に該當する供試木を菟集し得た 

るも試僉地奈盛井産ヒノキ材は適ななる供試木の採染困雄なりし爲比較的幼齡木を採集せり

22

舟 叫 我 供試木の大さ平均値比較能

樹«!ゆ布 KI 甜离010 , 枝下(来) 樹 的 IWitSifiH 
CW)

伐採寫
(就)

1 2 3 4 n 6 4

I U ノ ヽ 255 8.S 153 48,4 108

11 サ ハ 9 30.6 9.1 144 50.7 131
111 ア スナ ロ 24.8 8.2 203 49.7 104
IV 噴 ミ 23.7 11.1 1S4 55.3 127
V バ 9も ミ 20.0 -1.1 150 •14.0 162

VI ツ 虻 21.4 7.2 227 45.7 164
VII 夕 勺 U 24.5 11.3 177 48.5 144
VIII シ •) ぺ 22.7 8.5 163 49.5 268

木种•針葉枷 平均 24.2 85 175 490 150

IX T ナ 24.2 7.9 147 49.1 101
X ナ う 22.9 8.4 196 47.9 103

XI ハ り ¥ ゝ) 22.5 7.3 135 52.7 77

XII a ゾ メ 24.2 8.6 172 50.3 118
XIII シ 29.2 10.5 1-17 50.3 133

XIV 31： ・ ノ 22.4 7.2 1<>0 52.1 115

XV 方 ツ つ 2G.0 10.9 1M .53.4 134

木曾潤菜樹 平均 24-5 87 159 508 112

木や 材 總 个均 243 86 168 49.8 132

XVI ェ x y ツ 29.7 7.B 196 50.1 206

XVII 卜
■ 

、• 7 ツ 26.0 7.8 146 67.4 196

北i«道針樂樹 平均 27.9 77 171 61-8 198

XVII! プ ナ 18.7 7.0 1SG 59.6 165
XIX ナ 9 24.0 10.8 314 67.0 250
XX X* リ ギ fl 23.5 11.4 140 89.1 219
XXI ヤ »グ 毛 25.6 14.2 154 02.7 224
XXII 永 ・ ノ キ 22.5 9.2 165 67.7 236
XXIII 力 ツ 23.5 10.3 J3S 65.8 255

北海道濫絮樹平均 230 105 183 637 224

北 泪 道 材 徳 平 均 242 98 180 63-2 218

試W 4:純. 平均 243 90 172 54・5 162
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財種
布臨 柵共•他の股疵

5 6 7 8 10 1112 13

2.5' 中材

岫 4.0

3王 3.0

4上 3.0

6野 尻 2.47 3.5

旭 2.446姿 3.0

67.6 47.3 偏心

47.0 43.7 中央

】奈艮ジト2.42 34.6 30.3中歩と

原 2.5〇’ 47.0 40.J〃

:
流 2.42 52.4 47.6 〃

松 2.04 -18.8 44.I〃

測时磐懿・細 脚%展"展

11(

7 iS/f®. 2.42 50.6 49.3 (U心 3.8

平均 2 47 49-1 432 32

サハラ 溫 2血:45.5 43.9 25

‘野 尻 2.57 53.(； 49.9 中央 3.0

10僕 籠 2.4!： 45.5 42.3 " 2.5

H 湯舟澤2.42[47.0 43.。 〃 3.0

平均 1 2-47 47 9 44 8 28

アスナロ 12王 2.42 50.。 49.9 皿心 2.6

13上 2.67 51.8 46.。 中央 2.5

野 2.44 47.0 43.8僞心 3.0
16妻 2.42 47.0 41.6.〃 3.0
i咿舟澤 2.39 48.5 48.3中央 2.5

平均］ 247|5。」 44.9 27

3

3 〃 2 樹心な剛ずる丁・割な・右す

a 上材 2

3 中材 2 樹心4-ffliTる于割おリ式多少榴な甫 
す

A 4 財心な通す吏沪加あリて年脸不整撕*
なり、多少權あり

Bi〃 6 柵％・右寸

12中材 〇 樹心な心る于割か丿、平価不整叫 
なリ

4 〃 0 同 上

8 6 邊材に于割めり

11 2 年輸不聲調にして槍な冇す

5中材
1 1

7 馨水にし式樹心4・通すZ于割なむ

4 〃 〇 "島不整調にしく糖な右す

5 下材: 〇 换れ木にして年齢不整週なり、橋か fjす
4 上材 4 樹心の附近に甚しさ構を仃す
3
4
下材 1 宋口に目割めリ

5.供H材,の大さ並に枪姉經泅の概況

供試材の大さは長さ低米六拾帽ミ定め伐倒せし各供M木より地上高四尺を棟準ざして仇ら 

に皮付造材宣本を造材し,啓め供H木の樹附ニ附せし方位［(・化)印ごを其元urwii.kに移し後 

述せんさする木血法の爲準さし同時に試駿地名及び供試材祈城を記人す。

我採當時含水測定試材さして採集せしJ?:さ五梅のM鮮は長さ述米六捨柝の供試材を造村 

せし末口に接して宛木取りi仃ちに現場に於て巾吊:を測定し供狀材5共に當場宛送附する 

ものざす。

富以・に到苫せし各供試材原木に就寸共大さ並に品位を檢す6は裕ひJE他の性質副企上她も 

肝要なる会考要素た6を以て飾,樹皮のパさ並に瑕斑の有無さ共に足を調査せ。 0共成結を 

示せば第五表の如し。

第 沉 表 供,试材の大さ並に品位:
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柵典他の瑕斑樹忡名

10 11 12 13

i1"4(周!!.睥件・〇",中央 

" 2 小I’晩.】43& 〃
-

IV 10巾材

)0

叫蔵M 2.53 40.1- 41.2 N 8

18

12

奈R井 2.45 47.921 3中材

巾央 10 //〃

んけ 2.G0 47.3 •10.9VI :二’ 俯心 3.0 10 %材の災i们:凹凸な有す中材V
30.4出奈火井 2.42； 34.( 3.5 6 上材 屮卩險不件调なリ

济> 城原 40.1 36-9中央 〇,權な布す3.5 中材

26 細応 2.45 J5J -12,9 冊心 3.0 1()

37 2.45 14.- 44.4 3T

42.5 中央

29 H 勃 2.60 43.V 38.0 中央 G上材

30 2.G0 45.5 39.3 局心 5中材

成31 W 2.51 47.9 40.4 W "

32 福 a 2.44 53.0 50.3 5；〃
平均 254 476 421

。未口ビラ’利な谷マ31 2.60 41.8 37.G:中央3： 朗 9中材

2.97 43.9 37/

2.68 42.9 34.1鮮心 S;上材

3( 辂烏 2.45 61.6 49. 6甜心附近に腐れた•冇L虫密あり中材

37 2.48 46.1

甲均 2.64 45-2

3S 制 2.36王 50.0 45.7 中央 2仝及に注する干剂わり上材

2.6231 上 松 2末口に干割4•生じ多少の报れあ、)〃

2.42•10 !元口及末n「干削あザ好 冗 舟下材

41 節 2.44 〇［元口に干割あ、J

湯府诏 2.44 50.0 42.7 3元口及朱口に干剖あけ

2.46 51 9 44.7

mu

以

平均

睥・】

35.2

2K

平巧

37."

393

«・多少の振れを右す

。揺な冇寸

°術心か晅する干綱な生ビ抵れむリ6上材
8：

2柑心な逝すろ干劑あリて!11*4•有す 

〇j

2.45 31.0

2.45,41-0

ヽ111シ

3.45 72.1

2.56 53 8

51.5 50.2

气中材

5 «

1 1• ".「蘇

n邱紙不祭调にして欄冬有マ、于割な 
生す

*

4朔心waitn割な右I棉入皮めリ

3.r

34

47.9142.6 収心

51.2 42.5 "

恭fiU丄12
2.47

供成
辭勰

3 4

的思乃

47.C

43.2 39.7

ミ・"(為

3元【1「于割か有す

；8.3 〃
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橋共他の欢桃

13

2.71 47.3 38・q(H心X 43王 ；,«!> .« u振れ木にし式米【1に于割ノハJナ

4上材

5下物

46 2.0 5中材

47 2.0 8 〃 〇损れな多少右・ L元口に干側4•生す

平均 2-5

XI 48 47.1 M 心王 S中材 〇榭心にII割めリ

49上 46.2 丄〇松

曹50 44.6 5.0

51 2.45, 48.5 42.3 8.0

52湯舟涔2.47时】 49.0 5.0 (. 末日に干剂あリ

平均 248 510 45.8 50 12

幅心 1〇上材流XTT 53 2.39 51.2 46.9 8.0

2.62 49.4' 43.8 中央 15.0

2.44 52.4 44.J 〃 7.0

54 上 松 3

閃 野 尻 10中材

56 姿 籠 2.45 51.5 末口に于割あり43.8 9.5 13 〃

67 湯舟滞 2.42 4(5.1 44.1 12

11平均 246 501 44.5

湯舟禪xm 58 2.31 &3.0 49.0僞心 中材

59 2.46 49.4 54.7

6.060 2.45 43.9 43.5

61 2.42 41.5 37.8 6.0 末口元门より于割な生す

G2 2.41 57.0 48.6 5.0〃 〃

平均 49.1242 467

XIV 03 洩 2.48 50.3 43.7 樹心附近に11刻むリ上材
G4上 2.64松 59.1 46.8 10

2.44 52.7 48.6睨 侃心 7中材

節. 2.45 50.6 42.2

・湯府海! 2.46 49.1 41.4 〃

46平均 44.5

樹極
番就

1

松 2.67, 50.。 50.4 〃 

尻! 2.57 48.5 49.4 〃

元口に虫害あり

心より全施に思する于割めリ

2.49 52 4

叫 
地名

"上

%上材

S中材

7下材

10 〃

9.3

3〇
4.5：

語

偏心

財心な通する于3Pi^iii：i£-r
財心に腐れめリ、元F13雷わり、
交鎌水理ん示す
元口及末口に于割めリ

浅施

湯舟溺

5.7

中喪7.0

4.〇|

末口に干割ibり

由心な通ずる火割あリ

末【1に于割4•生じ捌心部じ.照れわり

2.57 43.9 37.9 中央

2.45 43.6 38.9 緝心

2.59 46.7 43 0

溫 2.42 53.(

2.6U 52.1

2.45 49.1

ホ・ ノ

。元n及末口に干割あり
°仝長に泣する于刘約:J式报れ本なり 
交節木理を泌で

〇

10 〃

(［元口及末口に干割おり
〇粉心にII剤な生じ元口、末口に干側

〇

枝｛經名

5.5

2.5

27

Ml fX
囲径名材冷

在就 健

3

掉
地名 麗離心竺 節 

<個・>

5 G 7 8 9 10 1112

檔其他の秋洗

13

XV f,ワリ! 稣王% 3.39 50.。 42.6 中央 10.0 〇上叫

叫・ I： 2.67. 51.5 .13.9 〃 5.0 1()中村

やW 2.42 00.3 <16.7 〃 5.5 ,〇 上材
7%箭 2.45； 40.9 37.3 10.0

4
〃

72 凝財 2.41 59.1&心心 7.0 12:中材
L

2.47 50.4 447 75 9

XVI エソマッ 73 此海道 2.92 49.5 45.3中央
1 —: 8 上甘

74 2.91 53.0 43.5旧心 —: 10 〃

75 2.91 55.5 54.0中央 s

76 2.91 49.0 47.0:偎,じ — 8 中材

T7 2.02 53.0 48.8中央 — 8 上材

平均 291 500 4L7 8

XVH トドマッ 78 北海道 2.89 <H.r が 中央 — 1< 上材

79 〃 2.88 67.6 51.0 〃 — 10 中材

80 〃 3.92 60.6 56.1 — 8 上材

81 ff :此 59.0 55.2 〃 — 10

82 3.91 63., 57.6 〃 — 8 中材

千均 2-9C 61.1 55.4 9

XVIII ナ ナ 83 就過 2.V-I 68.1 54.6 («心 G 中材
S・1 2.9-1 54.r 52.】 〃 一 6
85 2.94 53.0 48.5 G 〃

8(i t' 2.9C 54.6 48.5 •-— 〃

87 2.9< 64.E 45.E 僞,心 — tf
平以 29 1 54ど 498 6

XIX >・ ラ 88;北海!f 2.8( Gl.i 53.1 3.C)1€ 上材
81I〃 2.9- 1 (冶・1; 59.7’〃 2.1►If 中材
”()〃 2.81)63.( C0.( 2J > 24

9： ! 〃 2.81i 03.( 59.1 2.(» t
9!X 〃 2.81i 〇〇.( 55J 〃 2.( > 1( * "

1以 1 2.85 63.1 571 1 公

〇元口、末口に干割4•生す、材,而に凹
厂

(」末口に干割おり、横・し交箭木理 
な・示す

〇

0由心4"通する于割全

7

2元口に于割な生ど柵1•右す

〇

«元口及末日に于割お生す

8元［1甥心附近に目剧あ河

1振れな仃す

〇元日に于割を宥寸

〇 ,

1甜心に目割おりて末干’剧あり
〇樹心に目割4•冇し耕心な遮する于割 

めリて全長に達す
〇

!全長に逢する干鹉な・生す

• 同 上

I)

。全曲:達する于割な右L振れ木心J

2余長に逹する于割あり
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Ki 權共他の収洗

12 13

1

〇元n末口に干’,切ん・生す

()’元n末日に干剂な生ず

〇末口に干割末リ

!元口に干制わりて末口じ腐れ干付ーj

〇元口1末III:干割な生「

0未口に干割切Iげ

2元口に干割全生す

材而に凹凸4•右L干削枝し

】樹心な・並す方干削仝:JLに戒す

〇普口未口な通じて迎れ5 III割あ

!元口に干割抑て虫害4•右彳

1明心お脱する「刘全長に注IWifii：
1凹凸多し

〇末口に干割な右す

尙号 元口克徑,未n吏徑,邊材の德及的文の再:さ節は供或材橫廓而の四方イ士に於ける•元平武敏 

あ以て兩し樹心の位設は用横晰面に現ihl号狀況に依り中央,俯心の二挿I小;別す。品位 

は是iを上,中,下に慎別し節及股發の右無(I何口 C外匐!的沏直方法に棊く 〇

末口に虫害あリ

q元111二于割4-<iL末11(L«UIあリ

〇元口宋口に于割なん-〔.末口に目割れ 
んイ・し多少换れ本なリ

°元口末【1に干割あり

1 同 上

樹種
希號

供試
樹强名材番

秋

試隊
地名

今卩元1】求ロ 
%,旅用 
5ノ(程バ叫)

桝心
曲

邊#桝皮 
心 品位

1 2 L 4 ・ヽ
1 - *

〇 7 8 V 10 77

XX

XXI

xxn 

xxm'

ハイ E

ャナタ电

ホ、ノキ

カッラ

93

94

95

9G

97

千灼

98

99

100

101

102

平均

103 

1M 

105

10G

107

平約

108

109：

"〇

111

112

平粉’

,

北滲払2.92

〃 2.88

〃 2.9]

" 郷

〃 3.00

2.92

北海道2.88

〃 2.89

•'. 2.91

〃 2.88

"M

北為避2.91

〃 2.91

〃 2.91

〃 2.88

〃 2.94

291

北海泌2.91

〃 2.89
1 [1
"2.92

"2.88

n 2.88

2.90

fiO.G 56.I的心

G6コ39.】中央

63.6 59.1"

59.1 53.。 "

65.2 59.0 倡心

63 0 57-3

54.0 52.4 中央

59.1 30.7 偵心

67.6 53.3 屮央

55.2 53.0 "

57.0 53.9 心心

56.8 53.9

55.1 50.0； M 心

50.1 48.5 中央

51.9 50.6 〃

50.1 47.6 〃

49.1 46.4 的心

54.3 48 6

60.fi 53.0 中央

5!'.1 53.(i〃

C0.6 51.6 偏心

57.6 53.0 中央

64.6 51.5 偏心

58 5 53-1

3,5

3.0

5.0

2.5

4.0

36

2.5

25

5.5

2,5

3.0

32

5.()

0.0

4.5

3.5

3.0

4-4

8.0

8.0

9.0

7.0

5.0

7-4

33中村

S上材

23 〃

2〇中材

18 〃

21

20中材

20 〃

20上材

20中材

17 〃

19

9上材

8 〃

11中材

10 〃

15 〃

11

眇上材

24 〃

25屮材
20 〃

30 〃

24

其成績に依れば供試材の樹種別平均値に於て全長は最大2.94米,技小2.46米の範幽內に包 

含せられ元口れ径,末口而徑は北海道産ナラ材の6.31柝を最大さなし木件街)料地産パラモi 

材の36.2柝を最小さなす。沏オの帽は樹秫に就言路一定するを觀るも心材邊材の麻別不明

29

峰なるもの存在するが故に;ft供試材に就帛診究する事を得ざるもナラ‘木、ノ中,カツラ部 

に依れば同一樹邳はH*i々均用なる幅LLを有するを舗る.又ヒノキ,サハラ,アスナロ,ッガ 

•・中の沒材の"HIに關しては健に样若が生Tf中折にして樹齡百五捨年以上の木竹師料地産天然 

林木に就9渦花せし成沾に依ればヒノキ材は平均3.う柝,サハラ及びアスナ"材は平均3.0 

粽,ツガ村は平均3.5柝にして本渦位成徵に極めて近似せる成統を示せるを以て觀れば他の 

樹極に於ても亦平殉透材机心を示せるものさ習察する事を得べし。

南皮の外観的將造は樹純に依って翌しく異なるは衆川の事實にして其"さが樹眸横新面の 

外周の形狀に依り局部的にI『薄海兆あるを認めらる、は耶竟生育中樹反脫落の經過さ密接な 

る!湧留を有するものなるも本调査成讀に墓き共平均値を求むれば局ー樹神に夜りては北海道 

诧源魇樹村・は木曾材•に對しー•般に樹皮の厚由頤向あるを阚めらる。

從に供M材の火さ並に逢材の怖｛A,樹女のJ『さに關して樹段別平均値を示せばあ六表の如 

し。

第 六｝< 捌種別供試冃・の大さ,邊材前及ぴ樹皮の叩さの比较

樹称毒就 樹 長 5• II 元 口CUI 末 ロ cm 通村幅 cm 树皮ゆさ IIMII

1 2 3 4 5 <• 7

XV! ェ ン・ づ ッ 2.91 50.0 •17.7 —! 8

VII 夕 ウ U 2.54 47.6 42.0 7

V パ う並 w j 2.45 , 41.0 35.2 — 7

XVII 卜 ドVッ 2.90 61.1 55.4 —T ! 9
1ヾ e 

こ1 2.56 63.8 50.0 — 12

VIII 1シ ? Y 2.64 45.2 3»；｛ — 8

XVIII ゾ ナ31 2.94 64.5 •19.8 6

IX ブ ナ 2.46 61.9 44.7 — 5

XIX ナ •K北) 2.811ハ »<- > •» 1 03.1 57.8 2.4 14

X )• う 2.59 40.7 43.0 2.5 5

XX
L

')ギ、)c北) 2.92 • 63.0 67.3 3.6- 21

XI ハ ')年、) 2.48 51.0 45.8 5.0 13

XXI •V 1・タ毛<北, 2.89 56.8 53.0 3.2 19

XIII シ 小 ・尸 2.12 49.1 46.7 5.7 6



:MJ

樹技希就 ff) 長 さVII 元 n cm 宋 n¢111
1& M M 樹皮取さ imn

1 〇 3 4 5 <> 7

XXII 右・ノ キ<北) 2.91 51.3 48.6 4.4 11

XIV ホ・ ノ キ 2.49 52.4 •H.S 4.(5 7

XXIII カッ うく北.>! 2.y<) 58.5 53.1 7.4 2-1

AV カッ •) 2.47 mi 44.7 7.5 〇

I B ノ キ 2.47 49.1 43.2 相 9

J1 サ ハ •) 2.47 47.9 •14.8 2.8 9

in 7 x ナR 2.47 5U.1 •14.9 2.7 4

VI ツ 力・ 2.47 •13.2 :辨.7 :;.4 8

xn ミy メ 财6 50.1 44.5 9.3 . 11

检送に關しては周到なる注意を以て振出し特に町盤は伐採當時含水此の測定に資するを以 

て楡送中の損矢並に浸水に對しては特に之を避け”及的速に當場宛送付すろものさせり。各 

試験地より發送せられたる供試材は距維の遠近に依り所要fl敵に担與を生じたるも概略木竹 

御料地澹材は会拾H,北海道産材は百日以内に到者受領せり〇

級出,輸送の方法は芥試驗他の地況並に輸送拨關の設備,万法に依りー樣ならざるも木件 

御料地に於ては伐木遞材以後直ちに供試材及ぴ旧盤は菰包みミなし木馬,馬巾,仰装軌道成: 

は森林鐵道に依って沿道に搬出し鐵道輸送に依りT中央線・阅II界を經て當揚に送附す。又北 

海道材は伐木选材地に於て乾燥を防ぐ!3試驗材・の兩木口に「ペンキ」を塗布し我包みさなし馬 

背,9插に依りて域道沿線に撤出し何れも鐵道輸送を以て當場宛送附せり。

當場に到??せし竹供試材は点ちに損傷の有無を檢しー鮮當埸構内倉旅內に貯蔵し,は 

到布明(i蠢測定の後實酸室内に放く。

31

。 供试材の木取方法

本曲査は•齊剛,關に伐採せし供株材・に就m生材時狀態を那準さして乾燥に伴ふ「狂ひ」の 

程度を比較調査するを主11Iはなすさ共に强度週査試駿片片は可及的同一なる方法に基き採集 

Mもの三なす探,供M材の木取並に取扱方法に胳して是を一定せしむるを肝要さす。故に 

本淌査に於て(よ放め次の要項を定め之に準據するものさせり。(笫一！KI發照)

第一閻 木 取 闇(初口)

(三好略睥>

< 1)供,试材の元口斷面に紀入せしガ位(北)印を』娜さなし樹心を通する南北線に從っ 

て大;财す。

<2>大’削せし供試材の西部に威する部分より先づ南北綿に平行して厚さ您純の枉板立 

松を木取り,更に之より樹心線に平行して堂椀角材,を樹皮に逹する迄出來得る阻 

り舰材木取〇してI狂ひ」に觸する供試材片ミなす。

('；)椎•仮を採策せし供詞:材の四部に屬する残讨よりは樹心を通じて方位四に涉當する
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方向に四枚の枉板を採樂し板材に闢する「疑ひ」調衣供找材さす。

(4 )尙共殛材より共一邊が供試材の元口に於ける南北線に平行する/淅角材を出來得 

る限り枷り,角材に關する「州ひ澗査供试材さす。

(5 )供試材の束部に成する部分は物戈の上現狀の儘15川成㈣倉林内に貯敍しJ削、比 

に大材ざしての狂ひ剝査試驗材・に當て,気笹:狀態に到達するに及ぴ强拥试玩資N 

さして使川するものざす。

(6 )强弱試殴用材は供试材の束部に樹する都分より共元口に於ける南・化礫に平行して 

出來得る限り五梅角材を採取し其一部を使川するものミす。尙適當なる資材に就 

寺拾椀角材を立本宛採集し大材の「亦ひ」•N査供試材に充つ。

(7 )是等各航駿材片の木取に際しては各供航:材の包我する節,劉I:他の瑕祝に何紗丿 

泥する舞なく凡て供試材の元口,水口兩斷俪に現はれたる樹心を結ぶ而線を必準 

さなし,足に平行せしむるものさす。

(幻 各供試材はK［ちに樹種番號及ぴ供試材希號を血接材・血に記入し倉庫內に特設せる 

棚上に逾當なる間隔を置なて桃戒さなし漸次気乾狀感に誘甜するものミす。

(9) 备凋査試驗に供せらる,M驗材の木収に關しては木材の性質比校調査上誤底を生 

ずるを考濾し何れも短時］Iを以て一齊に實行するものさす。

(10) 供試材中伐採當時より腐朽せし部分は其程度を澗査し足を除外す。

斯くして供試・材より大割せし西側部に關する第闵可製材木/作業は大正拾每华七月闵Iよ 

り同月拾忒日に至る拾忒日間に之を終了し大割材の東側部に關する第述回製材木取作楽は 

大正拾五年七冃充Hより同月拾七日に至る拾七日間に終了せ〇。而して採集せし供試材は供 

試材番號記入の上木取閲を調製し各產地及ぴ樹秫別に制也内に待設せし棚上に侃列炉我す。

7供試材片の製作及ぴ形狀

(1) Iあひ」謳査試敗供試材片

各樹苗に關する「狂ひ」凋査供試材片の形状は軽訓•业に亢柝角材を使用すろものざなし共艮 

さは住供試材原木の全長を襲用す。是等の供試材片は何れも生材畤を基準さして調査に齐手 

するものなるを以て第一冋製材作業の際木取りせしものにして特に飽削を施さず県形の儘I" 

ちに「狂ひ」測定に供するものさなす(：

(2) 收縮統驗供試材片

33
各樹極に就き供试材.の四則より採集せし四枚の桩板はや:さ!K梅にして幅は原木の半據に依 

りて相違する&艮さは原本の全長に等し,尙採集せし四枚の枉板中忒枚は錦削を施さず原形 

の佞倉源內に貯袞してな乾狀應に誘導し他の忒枚の拯板は收縮率並に「狂ひ」に關する幕準調 

俊供・试材片に資する!3血ちに兩血を飽削し節典他の瑕戒を有せざる部分より長さ冬^桐,幅 

忒拾粗,Mさ立椀半の板材胎枚以上を採集す。

(3)水分浏定供試材

公供試木伐採為・衅に採堡せし機枚の回盤は原形の儘水分測定供試材さして使用し時日の經 

過に作ふ含水此の減少率測定に供す。偷「狂ひ」,収縮並に强弱試験供责材片に就きては共都 

度關係的に含水htの測定を行ふものさす。

'4)强熱试驗供試材片

强度並に比应調査試騎材片は笫二回製材・作桨に於て木取せし五槌角材を使用するものさな 

し何れG”及的瑕巡を包裁せざる部分より木取り加工・錦削す。供試・材片の大さ及び形狀は笫 

回森林懲流育に於て協定せられたる規定に基くものさ定め負推强供試材片は際面五梅平 

方,時さじ拾五柝さなし,抗紙强找验材片は五桐立方さ定む。

但し抗決强に關しては未だ協定せられざ6がism»iu於て使用せし形狀,大さを便宜上靈 

川す。



H.供試材含水置測定試験

水材の「狂ひ」並に强度は同一樹郁ざ雖も各個缺を供成する組稀の差见 暇戒ノ仃無,*“ 

て差異あるは窺加し得べ当現象なろし 資材中に含ハせらる»水分の坦彼は乂其杓度を左右 

する誘用的疋要因子なりさ浏ふを得べし。故に實扱的兄!也より考究すれば木付・の性欧比較 

綱有になりては各航材の含仃する水分は其部度之を測定し试材乾聚の狀況並に程度を明示す 

るさ共に,可及的に均莎なる含水代を指示する状慫を狮性して相互間の性貫を粘作するは 

最も肝要なる事項なり。之を實壊的姑地より觀れば木材を實HJせんこするに際し各樹種に飲 

詞狂ひ」並に强度に飼する實欧的成芯を金照するに當〇ては資材の材黄を考慮すると共に’;':' 

燥の程度を詳充すべき•ものなり。

然れミも木材乾煤の經過狀況は資材を貯材せし位置に依り地方的気候の絨化に.彩圳せられ 

縁絵不同なるを以て唯物剥こ要せし時日のみを以て之を藤定する辨は不充分にして•又全’： 

氣乾狀態に到達せし資材で雖も共の含有する水分は四季の気候的變化就中大気中の濕度に差 

異變動を生ずれば,之に接する木材・は共程度に№1てI任ちに水分の増減を惹起する性質を 

有するは旣に算・者が木像御料地産ヒノキ材に就む調夜せし成紡に依りて窺加する串を得ベユ 

を以て地方的氣候因子も亦考力救すべヨ妾素たるなり。

本調査に於ては其目的に資するため各供試材の伐採造材に際して供试材を木取りたる造材 

末口に接し更にMさ五椀の旧盤を忒枚宛採集し,I仕ちに共匝Mを測定し以て伐採當浙(生柯 

時)含水危の測定に供せり。斯くして井伐採地より蒐集せし總吸血百忒拾四枚の回盥は損傷 

を防ぐため渡包さなし供試材さ共に當・場宛送附せられたるものにして,到着Mfi序に從ひ「" 

に血！後測定し輸送中に生じたる水分減少率を第出す。

猶各［(盛は鹼形の儘屋内自然絶燥法に依0て氣乾狀態に誘導し共明間中に生ずる會水成我 

災の狀況並に乾燥に依る干割の程度を調査するbのミなし調査明間中(门大北拾会年至昭和 

四年)に於ける氣象狀慫は當賜稱内に設政せられたる氣象眺測所の成:績を映HJするものミせ 

り。

共成績に依れば同一樹即の範闡內に於ては含水拭の差異苫しから］るを以て便宜上湖R地 

を木仟及び北海道に大別し,樹種別平均値を以て生材時に對する含有水分減尖の狀況を示モ 

ば第七表の如し。
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作試験地に於て採樂せし回養は松送!S距離の遠近多様な〇しも可及的速に當揚宛洛附せし 

E;叫到な迄に要せし功川中には住有水分の減尖嵌めて僅少にして木柵U料地床材中飾蕖樹 

は制棄樹さ共に生材時に軒し丄5 %の減少率を示し.北海蠣材は剑・萊樹に於て4.9 %,潤 

遂樹にありては3.9%の減少率を示し・拝し§差異を忽めざりしは本・曲査に於て關證到着時 

な以て姥準さなし同•方法に依り水分溯定試驗を施行し共成詞を比假するに好郡合たるを得 

たり。

尙大正拾您年述月中に採集せし団盤は昭和四年戏月拾七日に至る經過H數約1,790日岡に 

於ける經過狀況を觀れば530 II以降は薔し汙増減を器めずして氣乾狀態に達す。

次に生材仰に對する如:畑诚少率の樹神別平均値を其成削［(池に基會て之を配列すれば共成 

桢第八表の如し。

第八衣 生材•時に到・する如・:減少率比胶表

駅 位 樹 柚名 減少敝％) K 位 樹極名 減少激％)

1 2 3 4 5
1. 二三:

6

I 針 楽 樹 材

1 サ ハ ラ 40.2 (1 トドマッ 40.4

2 タ ク じ 45.2 7 エゾ〇 ッ 39.8

3 パリp W 44.5 8 ソ »• 39.6

4 モ ミ 43.0 9 u 2 38.9

5 レ リ ベ 41.0 10 アスナロ 37.0

n 制 葉 樹 材

く木 曾 材) (北海道材)

1 カ ック 47.4 1 カ ッ リ 48.1

〇 ハ V 年リ 46.6 〇 ハ ・ V V 45.2

3 プ ) 41.8 ブ ナ 45.0

4 ホ ・ノキ 40.1 4 ホ・ノ・ 41.4

5 ナ う 35.6 5 ま う 38.8

() ミ ヅ メ 32.5 G 、・ナグ七 36.8

7 材’>H ゲ 30.6
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斯くの如く1,79oh餘の長明間を妾し知乾狀態に導洋た中の各々弟口號に該’當す 

6ものを以て絕封物燥時T對する生材!^含水依を篇出せんがため昭却四年げ月件岡鮭を東 

西,南北方向に四分し,其咨供試材・片より適當なろ大さの試材拾側宛を採集し‘心鼠乾燥器に 

依り全國林案試驗場協定方法に基m絶對花燥狀悠さなし以て絕對乾燥時に對すろ牛材時村水 

确並に氣笆材咕含水依を算出せり。其成結の加位に依り是を配列すれば共成浦第九我•第十 

表に示すが如し。

第九表 絶對"乾煤峙に舟する樹種別生材時平均水分6有率(-)

願 位 拼術名 含右率(对 知 位 樹耗名 含布率好

1 2 •> 4 S (1

CID 初 葉 阳 材 E)潤 葉 耕 材

术會材

I サハラ 112.7 1 カ ッ う №.4.

2 々 ク 匸 111.3 3 ハリ ¥ リ 111.5

n パワ毛ビ 106.4 3 ブ ナ 94.1

4 シラ Y 101.4 4 ホ、ノキ 88.8

5 m 99.8 6 ナ う 78.7

a ッ が 90.3 6 ミ ニ メ •17.9

7 エゾマ少く北) 87.6 7 シ ホ ・r 63.0

8 じノキ 86.5 北海道材

g 卜!•マ次北) 82.8 1 カ ッ ラ 113.1

10 アスナロ 77.5 2 ナ ナ 104.0

3 ハリ年リ 101.0

4 m ・ノ ふ 110.2

5 ■)• 9 83.0

G Y十ダY 74.7

術！•我 絕対乾燥珪に卉する樹種別氣乾材時平均水分含有率3)
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K 位 甜 Ifi 名 含有 酔(知

1 2 3

CV)«!• 華 構 材

1 シ う ベ 11.4
«> パ 9 £ 耳 14.3

3 七 ミ 135

4 ハ 9 13.5

5 ツ V 13.5

G U ノ キ 13.4

7 T スナ n 13.3

8 & ウ U 13.1

9 ェ ゾマ ツ(・北> 11.9

脾 卜 ド7 X北) 10.4

期 位1 那 M 名 含冇用(％)

4 1 5 6

cin 潤 禦 樹 材

冰書材

1 ナ う 13.5
• • シI1< ザ 13.4
•» '・・ 定 ズメ 13.2

4 カッラ 12.9

5 r ナ 12.8

G ホ、ノキ 12.6

7 八いやI) 12.0

北海道村

1 r ナ 12.0

2 ナ ラ 11.9

3 ホ・ノキ 11.2

4 ハ、)v弓 10.6

5 キナダモ 10.2

G カッラ 9.8

執:に於て俗試验地並に樹種别に供試材が生材叶より氣舷狀態に到達せし期間中に生じたる 

合有水分の減少狀況を比較府照する防は自ら相關的性貿を表現するを觀るべし。即ち卸八表 

「爪すが如く生材卩牛に對する氣乾材時に於ける正依の诚少率は仞•葉㈱に於てサハラ宓…位を 

占め16.2%の減少率を示せり。是に反しヒノキ,アスナ“は最:小の诚少率を保ちエゾマッ, 

トド、・ツは其中伉を占めモミ,シラペは極めて類似の傾向を示すを識る。然るにa験樹に於 

ては疋拈•被少率カツラ第一位を占めシホデは最小の位置を取り其1111に於ける他の樹種の配列 

の敬位は木件材.並に北海道材共に全く同一なる結果を示せるは各樹種の包含する特性を表現 

するものさ闸ふを得べし。

終るに笫十/に示すが如く絶對乾燥峙に對する氣乾材時水分含有率は共順位に於て前村さ 

用反する傾向撫言に非ざるも生材•時より1,790 日餘の經過【I數を氈(,同一條件に基净て氣乾 

狀慝に誘那せしに起因するものミ圈めらる、も共成績は咨榭種に就湧基舉値を標示するもの
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さ爲し得べくして以て前者即ら生材昉より1.(乾材時に到逹する£;に發散波少せし;イ仃水分刀 

fit是を換言すれば生林時に到・する血止の減少甲は樹那別に特敬ある惜曙示す事實を碇忠 

するものなりW混ふを得べきなり。斯くして其京因な考究すれば・多大の謝住歸究を吸すペ 

くして著者は吨ちに玆に场定するを憚るも後述せんざする木时の纽締,稱造さは密接なる闇 

係を仃すべ溝は推察するに级からさ’るも尚各期繡が内外の因子・に顺捲:しつ・生育を保谴せし 

期間中に自然的に賦典せられたる特性は又抵’姿なるI例係因子ミして考究すべき妾拜なり。乂 

木會御料地產材さ北海道産材ミの水分減少率の程度は切策掛に於ては比较對照すべa樹種代 

充分なるが爲め不明班なるもの多ゆも潤葉即に住りては北海道產材・は水(陣御料地産材に舛し 

冬樹種何れも水分減少率大なるは材慎の比胶的皆上卻忌すべm安・なり。

猶第九&に示す成績の如く絕封乾燥珪に對すろ生材時樹秘別平均合水ほを觀るに斜葉樹に 

於てはサハラの112.7 %を最高さなしアスナ"の77.5 %を最小さなし北海迥產材エゾー•・ツ・ 

トドマツはヒノキの殴5 %に近似せる成結を示せり。訓萊樹に於ては竹試驗地共にカツラ 

は第一览を示しシ水ヂ‘,ヤチケモを最小ミ爲し其他の樹種の岫えは第八表の試喩成粘に一致 

し生材時に對する含有水分の發妝減少拈:に關係を仃するものな膈叙上.せし成糾 原,木" 

卸料地産材及び北海道産材の水分合有冷:の平均値を比俊する明よ斜葉期に在りては木件部利 

地産材は比皎的大にして濶葉崩に於ては反って北海道産材比較的堆大せる侦向を仃し更に创 

葉樹及ぴ詡葉樹別總平均値に於ては潤嬢樹材は針葉囲材よ。生材・侍:V行水分小なるを示せ

り。

雑往の成議中針棄岗並に阙葉剧の生材時含水技の比絞に就言是を論究せしむの融からざる 

も平均値を求むる爲使用せし試险木は樹種に依り又•同一樹稀さ雖も生げせる位洗’環境に菠 

りて異なろは本成績の示す處なるを以て唯兩者の比較のみに依るは却って誤誇を生ずる掛合 

多mを以て須く各樹那の(!脚に就き比彼對照するに出む.。水分測定供試:材ミして使川せし回 

盤は又同時に乾燥に伴ふ干割の程度並に形狀を謝控し以て後述せんさする牲宦比較湛楷1% 
考に資せんさす。

抑々資材に生ずる干’割は主さして乾燥に件ふ容気の收縮に起因するものにして著苗は昭和 

二年以降ニケ秘に亘り木竹御料地産ヒノキ及びサハラに就邑剝皮造材に生じたる干削を調査 

せしに伐烈・剛の如何に拘らず資材は生材時に對し20%以上の水分を诚少する時は賈村ワ‘： 

面に干’割を生じ断次乾燥の程度の進むに從ひ掀大・増長するを認められ干削の生ずる位払’は 

資材に對し陽光の仇•射ガ向ミ密接なる關係を有する挙明かなるも必らずしもI陽光心射而「の 
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刀生するるのに井すして資材を欄成す6組織も那)做!な6關的•4子たるを踞め村り。即ち— 

般に繊縫の通优にして邱;桃を包・栽せざる資材は繊锥の迎向さ•致し,造材の全足に貧徹する 

大削を生ずるもの多』に反し節共他の股遅を有す6ド甘に於ては金長に及ばざる小割の資材 

全表侮に散在する現象を示し共深さは幅LIに封し1〇:1の闢隔を仃し,大割の罗合は其關係 

約10：3に及べり。而して干削は協糅の走向さ一致するも共生じ湯き位置は原木の生育せし 

常诗の方位,林況,地況に封して蹄然たる關保を溜むるは困雄なり§。兹に於て其例縦を全 

鴨し木謝査に供せしK恥!?に就さ干削の狀況を涸査せしに备樹種に依り其數底及ぴ形狀に相遠 

あるを※めらる。

偏歩 れ仙に生CT:る于割の位担は立木のカ位な示f C北)印な弘點ミせる方位な以て示す。•丁•割の 

伍短は忸宜上a威日'B邸の二種に|縞別I, a理ピは財心な迪rmiffiの横踏面の外用迄到達 

せる于X>l4-Ifiし•h去hは前心!i外川ミの巾問に生cuる場合な示し,•印は刖敍二枚洪に 

同位的:生じたる堤合,。印は于割の位Kが樹心I:对し<正反封に逆向する場合4•示すへの 

ミすM第试圖樓照)

步にturnは输送中に干’削を生じたるものなく乂北海道産材中初しく氷結せしもの•存在せし

&何押異狀を海めずして,何れも原形の俄到 

开せしは干;加剥査・上同一あ準に據るを得べ 

■ ・又浦次居内乾煙力法に依り水分の發収 

減少に仲ふ干;圳の狀況を比較翻査するに便 

亢を得たり。 •

第・位に干削を生じたるはトドマツ,モ 

ミにしてシラベ.ブナ・ナラ之に並ぎ,他 

の樹種は玷ミ同時に干浏を史じ,何れも經 

曲II阪!00 H以內にして唯カツラ,ホ、ノ 

-V(ミヅメ等は猶干割を生ずる事なく原形 

を保紹しあ季を過ぎ翌春に至りT初めて之 

を生ぜしも其林度著しからす。

次に生材昨より約1,040目を經過し全く氣乾狀慫に列達せしHimに就デ于削の位置並に種 

類を示せば,共成績必十一表に示すが如し。

r Iノ,く2) < ；!〇er. Die HolzirtCn un<l ilno VerwcndunR in <lcr Technik. 3 Auftoge. 1928. Seitc ：13.
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II

第十一衣 回盤に生じたる干割の数並に形狀

II

樹

稲

1

TT

in

IV

V

-VI

2

ヒノキ

サノ・)

アスナロ

せ ミ

パラモミ

ッ 力•

JI

供 扶 木 缶 或
考

干割ル生じたる方 位胞に御

•1 5 G 7 8 9 10 11

1 
NI&A.1

NRA.1

8
SE°A.l

NW^A.l

13 

N\V?A.l 
NU^A.l

17

NW.A.l

SHB.l

21 
NI&.l 

S^B.l 

Nは%・】

NW.B.l

23

SW.A.l

2

SE.A.I

NI 族•1

9

SI;混.1

N、我1

SHB.1

13

NW.A.1

SW.A.1 
■

IS 

NI?A.l 

钦】

EJJ.1 
NI°A.l

S®\.1

22

NI1A.1

S、株.】 

SWfA.l

21 

S\\°A.l

3

SWC.A.I

NW.B.l

S\V?A.l

10
| SE.A.l

NE.A.1

14

S\\\A.l

ni£a.i

19
N^A.l

SXV.A.l

Xo 
NE.A.1

S麻2

25

SE.A.l

4

NW.A.l

NW： A. 1

11

SE.A.1

NW.B.l

NE.A.l

15 

戒A.l

NiXA.l

I< \ 1

20

N.A.l

MAV.A.l 

SI’殊・】

N.A.l

N\V；A.l 

S戲.1

a;

SW.A.l

5
SE^X.l

S1-1A.1

16

NE.A.1

SE.A.1

37

NE.A.1

SEJM

6

npl'a.i

NE.A.l

28

SE.A.l

SW.B.1

NW.B.l

7

NlI.A.l

NKA.l

NO.15L If 
林に目割 
あり

No.18.19 
は二つに當 
方
No. 20 IXH 
っに倒る

No. 22 は二 
つ1:割ろ

No. 27.!或 
に冃•おり
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佻 試 木 侨 獸
« « «| 干制匚言・:るガ位4K ー一

1 2 3 4 5 6 7 s 9 10 11

II SW.A.l NE°\.l NE.A.1 -— SE.B.1

VIIダウじ 29 30 31 32

1 NW.A.l
SlflVl

N、武A・】

NE.B.1

W^A.l SE.A.1 Xo. 30 J 就 
に目割あり

SIlil.1

)r NWJJ.1 SliBJ W：X.l —

SW.B.l

VIIIシ 7 乂 33 34 35 36 37

1 SE.A.1 NI1A.1 NW.A.l NE.A.l N\v!a.1 No.34 は二

Wa.i No. 33哙】.

II SW.A.l ni£a.i SW.A.l NW.A.l N\V：A.l
II•號共に 
日割あり

NE.B.2 熒A.l

ix r ナ 38 39 40 41 42

I NE.A.1 NW.A.l；B.l sM.l E.A.1 Ma.i
S蹄•1 NEJM SI 混.1 "1U

SRB.2

II N^A.l nW；a.i NHA.L Z：A.l NKA.l
Xo

SW.B.l SXVlkl W.A.l

X ナ 7 43 44

Xo 
SEB.1 
N・ B.l 

45 46 47

T — N 政 A.l NV?A,1

N 讨 A.l

NE.B.3
Sl^B.l

II M,\.】 SW.A.l SE.B.1
SE.5.1 SKB.l

N\\\B.l

xrハリe

I

48 49 50 51 52

TI 一 一 — — 一



1

XIT.

XIII.

XIV.

XV.

XVI.

:

甥

種

2

ミッメ

レホダ

小・ノキ 

カッラ

Mヅマッ

トドマッ

： '・・ ・

3

I.

TT.

1.
II.

I.

H.

I.

II.

I.

II.

1.

― , 

干

•1

53

53

N.A.1

63

NE.A.1

NW.A1

68

73

-

78

NE.A.1
M.1

&A.1

供

5

M

59

*

04 

SW.A.1 

NK.A.1

09 

nnFb.i 
sidj.1

74 

swCa.i

NHA.l

79 

NI'£a.1 
戒心

駅

Cた

6

55

N-E.B.1

SE.B.1

W.B.1

60

05

N.A.1
N如

SW.B.1

70 -

75

SE.A.1

NW.A.1

sWki

NRA.1
S忒A.1

80
N跌•1

SE.A.1

NW.A.1

木

・力

7

56

G1

SW.A.1

6G

NILA.1

71

SE.A.1

NW.B.1

Ni^n.i

70 

ne'a.i

NHA.l

81
N必,1

W.A.l

SW.A.l 1

存

化・'■.

8

57

62

NKB.l

NAV.B.1

S\V.A.l
67

NW.A.1

72 

nwLa.i 
seA.i
SEXI 

N\V：B.l

77

NE.A.1

SE.A.1

82 

W.A.l

st

i： a
9 10

ffi考

11

No. 76 BUffi 
は二つに割 
ち

No. 78 B! 銀 
は二つに割

No.80(U 54 
は三つに11 
技は二cに 
かろ
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winプ

IT. N'、:A.l

83

I. sWa.i

H. SW.A.l

SW：B.l

NIX. )■ •) 88

f-:
ハ')ヾ、｝[ リ3"二XX】•Vチ"・疋 98

| I. NE.A.1

'n'l -

XX1L ホ・ ノキ !03

供 就 木 乔 跋
__________ ' • '___ 仁考

割ん•生じたるカ位並I•住 W
5

NKA.I

S4

6

oX 
NE.A.1

SW\A.l 1
85

7

NILA.l

SW.A.l

86

8

SW.A.l

S7

9
’・・ ‘ ‘

10 11

的.81は冠 
は三つにI】 
號は二つに

Na 78皿餘 
I Ki：H割 
&>•め岬域】 

咬に目剤あ

NI^A.l 

S威3 

S'希9

NNV.B1

SB.A.1

N.1U

S\Vat.l

89 

心・1

N.B.I

VI

V9 
SliSvi 

Mb.i 
seS\.i

oX 
NE.B.l

EJ?2

S\V：B.2

NW：B.l

Ni-LA.l
点.1

S!晶.3

S\V：B.3

\V箱

NW.B.l

00

V5

N.A.l
X 

KB.l

S.B.1

100

NEA.l

NE.B.l

S.AJ

NE.B.l
811

N\V：B.l

sX.i

N、茶】

91

N\、以.1

eX.i
NX み.1

威1

9U

101

NE.A.1

SW.B.l

NE.A.1

W®\.1

E.A.1

SW.B.1

NW.B.l

92 

、、除 

SE.ii.i 

N料1 

S舷.1

97

102

1
—

1 -

り
Nv. 85 は 55 
にm囲の大 
なるものあ 
义。•86は裡 

心材なリ

No. SU囲盤 
狂へリ 
№.91は皿 
好狂へるし 
のなり

Eb.i
104 105

SAV.B-l

106 W7
I____



46
&

極
畚

SS
一
 1

樹 皿
整
希

W 試 术

る方

将

tt >&

號

l:楠 類

fli砂

_____ 制な生 c r：

2 3 4 5 G 7 s 9 10 
_______

1!

J 

ir.

SW.A.1

NW.A.1

E.A.1

E.A.1

E_\.l

S.A.1

E.A.1

N.A.1

NW\\.1

NWuV.l

E.A.1

1
对108は囲 
悠三つに割 
も

51

カッツ

I.

Ir-

108

N、、?.A.1 

fAVB.l

Nl-fA.l

SfcLA.l 

swIa.i

109 

n£\.i

SI•次.]

W人1

119
SW^K.l

NW.B.l

SE.B.1
sM.】i

111

NW-A.l

112

S E.A.1

NW.B..1

No.108 on 
號はBins三 
っに割る 
Nu.109 の】• 
1【賊は二つ 
に割る

即ち一般に剑•葉樹は羯葉樹に比較し于削の形・、型に楹するもの多くして!,&しさは•、型の按 

績せるがは自然に割従しトドマツ,モミ,パラモミ,の如mは会分・せら3こるもの 

を生ぜり。猛エゾマッ,トドマツ,モミ‘パラモミ・シラべ??は试個の・、型割裂の連績に因 

り朮分・せられたるもの多さは共の特徹を示すものにして何れも局部的に生ずる年輸方向の收 

縮??しきに起因するものにして,乂是等の于割は必ず目削を伴ふ特性を有すc然るにヒノキ・ 

サハラ,アスナロ,ツガ等は卜型に岡する于削を生ずるも回盤の述分せられたものなし。

潤菓樹に於ては,型,]’型の兩者の于割を混出するもの多くして特にブナに威し湧は又共 

待微ざ的ふを得べし。然れミも干削に依OTIWSSの分割せられ<なるもの極めて少く唯北海范 

産木、ノキ,カツラにのみ之を見る。

四盤に生じたる干割の位!aは第十一表に示す如く剧锥,福臟・せる觀あるも足を樹用別に混: 

在する畤は後述せんさする供就材の性質ミー致するもの多く共位故は二枚の阈聲に就m全く 

一致するもの(・印を以て標示す),樹心を通じて方向至く正反するもの(〇印を以て標示す), 

目割を作ふもの及ぴ兩者全く關係なきもの(無印を以て標示す)等に大別するを得たり。斯 

くの如き種類に類別し得たるは各樹桢に就う間艇中材質優良にして醐eを有せざる部分に於 

て干割を生じ而も歸务!に迫從するは共通に戴る現糸にして回盤中に節,槍,入此 或は生布 

不粮調なる耦造を有する埸合は足節の存在する位置を回避しつ、、型成はb型の干割を生 
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ずる性質を仃するに依る(»のなり。

兹に例維を以て共關係全述ぶればヒノキは繊維通直にして生育の狀況整調にして毗を有 

せざる求多冷を以て十削の位!aは兩回銓共に一致す。エソ〜ッ,トドマツ‘モミも亦比較的 

液姙を包栽すろもの少sを以て干加の位置兩者一致せるものj匕校的多しさ盜も其程度習しく 

大なるは切誕力・向の收播宰他の方向に比して多大なるに県因す。濶葉樹に在りてはブナ壜も 

枯しく干削を生じ特にH型を包钱する埸。:チは特微さなし得べ<.之は生育の狀況不弦調 

にして材質不均等;なる】$め共位置混亂するに依るものにして・、 ノ +,カツラは材質稍均専 

「して生育の狀況座凋なろも,交鉗イ刨及び波狀木理を包載する揚合多き爲位旣 形狀變調 

なる干削を生するも巳型を生ずる華なし。ハリトリ,ナラは蜘姝巣狀木理を冇し後述せんミ 

する「狂ひ」に對しては常接なる關係を仃するものなるも横斷面上に現はる、干割に就きては 

»し9阴係を"せず從って干割を見ざるもの多し。

足季の例潦を金照すれば供試木生育中の方化 地況,林況さ干削の生ずる位的並に數此 

柄領母は攪括的に血接關條あるを湖められずして樹仙别の特性に依るミ共に各個睑の保有す 

る用部的性質と密接なる岡係を有す。因に各供試材に就ぎ干割の長さに對する帽LIの關係を 

樹酸に揭示すれば共成沁第十二我に示す如くにして创•葉樹中エゾマッ・トドマツ,アスナ 

口等は比較的大にしてヒノキはM小を示す。濶蕖图に於てはブナ,ナラ比较的人にしてハリ 

V 9,ミヅノM小を刀;す。

第十二表 F割の如さ長さミの關係

Hi 
M 
借

j

朔
15
名

干利の長さに對 
する齒の京分率

______  (針一果_E り
XV i エ ゾマッ«北) 10.'.'
V,パ ラeミ 0.5

VJ! 必 ウ u 7.4
XVII 卜 ド-•火北) 20.5

IV P ミ 12.0
VIII シ ラY 11.9

1 U ノ キ 4.3
n サ 5.5
111 T スナU 10.0
V! ッ が 4.0

ぐ润 槊 ! め
XVIII | プ ナC北:) 12.0

圻 材
禦 郷

就 名

干割の長さに?1 
い"百分率

4 J. - . A ! 〇
IX 

NTX
X

XX
XI

XXI
XIII 
XXII 
XIV 

XXIII 
XV
XII

ブ ナ

ナ ラG1E)
〃

ハ')m北>
ft

ャナダモ(北・)
シ親ザ

ポ、ノキ<北:)

カッリGib> 
〃

ミ ヅメ

11.5
3.2

10.2
5.6

7.5
2.4
7.4
7.8
S.4
7.8
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111.供試材の外觀的性質調査

木调査に供せし供試材の外敏的性圈は後述せんさする「赤ひ」强度並に共他の性質の比皎 

調査上敞も肝要なる要素・にるミ共に各樹郁の包藏する特後ある性質を詳査し以てん材。)エが 

的印用並に將來胸架の至有に資する爲共槪安を記述す。

個&著者の使用せる用語の解戒。

樹心の位殴,樹心中央!;は供試木横晰而の中央に树心な.有するしのな用ひ,横晰面の中心よ 

リ共半徑の技さの參分・之一以上筋心の緝す〇歩合な陌心材S /£し,其牛迩の長さの応分之ー 

以上值するしのな甚(U心ミ蒂す。

绰拾の懲調,樹心中央にしてn・つ楞心な•中心!!する環状年檢は正观にしく绊紿の成狼終始均 

等なるな謂ひ年险の戏狹均等ならざる｛<のな不族調ごなす。<あ伝圓金照ノ

^ 第 三 圖

年椅の整調

1 1 )1 T
始险の不魅圖

)))；/〇7/)))
坪倫の亂調,供笊木横晰而に於て各年I:構戒ぜgる、邮倚は局部的に炫狹な行cnし < 波狀 

ななすしのな博す。

供吭木横新而外間の形状,横斯面外川の形狀は正叽 棉皿,波狀(波狀の用曲標ななすしの) 

；;夫々鳳別し,特に皺伏せに波狀域曲场の魚»しのあ•稱し,用妹果状ミは外用の形狀蜘蛛堆 

状な,¥するものな針Iふc

邮偷密攬,年榆密度は一梶岡の邱榆败な以て水す。

本週倦に供せし供试材中針菓樹種を濶菓樹耗に比餃財照すれば一般に纖維通成なろ『個材 

多く從って樹心中央に位匿し年翰紫湖なる氏材を蒐集する李を符たるものにして特に•匸ゾ、・ 

ッ(樹種番號XVI)は横顔mの外周正四にして年極整調なるもの多く平均年輪密度6•〇・唯容 

杭收縮は比核的大なる爲供試材に干削を生ぜしもの多当も扳れを有するものなく,又交錯本 

理等を有せざる骂何れも直線的干割を生ず。足に爵しタウヒ(樹短番號'’ロ)及びバラモミ 

(樹税番號V)は生育狀況法正にして前者に對葬すべきもクウヒは年輪亂訓を示す傾向多m 
爲「洗ひ」の程度稍々大なる嫌あり,併し何れも棋を右せず年輸密度タウヒは6.2,バラモ・ 

は3.9を示す,トドやッ(樹種番眺:xvn)は何れも樹心中央にしてi奪幹材・なるも年枪の亂渦 

•1!)
なるは特微さも副ひ符べく,生冇良好にして年做密度2.7を示し,振れを有する事なく推は 

局部的に放在し樹心既に腐朽するものあり,之に比校すべきモ£ (樹｛晩m】ヾ)及ぴシラベ 

(樹種器號、’山)は樹心中・央にして,直幹材なるも年輸の亂詞せるもの多き・は前者さ類似の 

傾向を布し入反,及び柚は特に雄大する侦向あり,年岫度はモミ4.6,シラべ5.7にして披 

れを冇する爭な占!3干割は优通しJI:程度比較的大なるS削心旣に腐朽すろはトド、•ッに於け 

る場合さ類似す。

」ノキ(樹種番觥1),サハラ(樹Wi番號I】)は共に抵往の渕査に依れば「狂ひ」の程度俺 

少なるは材質の優氏なるに起因するは衆知の事實なるも生育せし位道,項墮に依りては又自 

ら性質を異にするもの無法に非ざるを考慮し著者は特に木竹御料地内各地より材質中廊なる 

供試材を鬼策す〇に勞め包蔵すoraeが材質に及ぼす影卵訓爽に資せんさせり。

從ってヒノキは試驗地奈氏井に於て採環せし供试材は樹齡69年の比較的幼齢木たるもの 

ミ“よ驗地変純より採集せし供試材は年輪不整訓にして楮を有するものEを混ずるも,ー斂に 

樹心中典,平均年輸宿度5.2を示しIh幹材にして席朽せるもの無し,サハラはヒノキに準じ 

て何れも材睇中庸なるも。)を苑集するに努めたる關保上試驗地温舟澤より採集せる供試材は 

年輸の亂凋なしく柚を有し攏斷而の外康は波狀をなし收縮に及ぼす影・'&比枝的大なるを博め 

たり。(第四罔な照)然れ枠も全般に於て樹心中央,繊維通直なるものにして平均年輪密度 

5.4にして披れを有するものなし。

アスナロ(樹・槌崙琥m)は横斷而の外周波狀をなすを特徴ミし從って年輪は亂歯を示し筮 

線の走向扇狀に阳き干割は之さ一致し,多くは偏心材なり。年輪密度は平均&?にして繊維 

通1“にして回材をなすものあるも,是に反して振れ甚しくして梢を有するものありて材質上 

兩者の懸隔著し当ものを混ず。(第五阔瑟照)

ツガ(樹種帯暁V)は全般に於て偏心材にして换れはを有するもの多く横湖面の外周は何 

れも波狀をなす關係上年輪は亂調を呈し突出部は脇線の走向扇狀に開乱タト周の波狀は多く 

」()年以降に於て著しく时大せるもの多m爲樹心附近は年輸曲々・測を呈するは特徴さ削ひ 

将べく.年輪陷度は平均9.7を示せり。(笫六岡冬照)

澗葉樹に於て匝弹材を蒐集するび敢へて困難ならざるも供試材横新而の外周正何狀をなす 

もの極めて少くして足を造材表面に就济て跋察すれば何れも波狀起伏を示すものにして其原 

IUは生育中環境的因子に依って•生ずる揚合多く特に枝條の右無さ年輪辟成に兩僚する處大な 

るを彩めらる。
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ブナ(樹種番號木怜材IN,北海道材 E1】)は樹皮風滑にして、裂をfj・するもの無く ・樹心 

偏心にして横斷而の外周は波狀をなすん一般に’I沛恩好にして平均年枱密度3.0を示し人・% 

的に年辎の亂剧を(Jし貝間に何等關係な?項柴な示すは业竟戒為血に對する外円の波狀形以 

生育さ共に其位置を绶動する防向あf»'CJUIUl:交結・!田!を包载する點は共に轴微さ湘"徂ベ 

くして特に北海道材に於て决し。幻,&し・成れを行するもの少’も干削/しく性に腐朽せし 

ものあり。(第七圖会照)

ナラ(樹種希號木台・材、北海道材、は)は生な艮好なろし仙心材多く,描麻而のク出m液 

狀をなし樹反は割目を有し・足3一致する蜘蛛桀狀本理は資材・の横,加汀・.に现はれ年倍の整 

剧を亂す原因をなすさ共に造ザ表面に殺る起伏中突出せる部分は長年月を妾し成せM 

百年以上を經過せるものありて其局部は抵線房狀に㈱言住々年輸の粮銅を混亂せしむ’る烟国 

をなす。年輸密度は木會材’平均6・6にして北海道材は9.?を示し披れ木あるも祥しからず、, 

(笫ハ圖金照)

ハリギリ(枝掘播號木曾材皿北海道材混)は一般に生山艮好にして年徳密度平均・を 

示すも偏心材多く H猪し合ものあり。樹I戈には苫しむ牖型を生じ足さ暖聯して横断而外用に 

完全なる蜘蛛桀狀を現はし年倫の榊成是ミ全くー一致するは苫し£特徴なるさ共に前者さ相僕 

って年輸の除謝を亂す唯一の泉因たるものなり。從って資材の撲渐面には著し‘波狀木理を 

構成し材質の均零を坎汛 振れを有する埸合少く又干削を離ざるは特微ざ潔めらる。(冷九 

圖,第卜圖金照)

シネヂ(樹種»NIH)は生お比絞的良好にして平均年僚密度丄2を示し,横斷状の外用 

皺狀を兄し何れら侷心材・なり〇樹度には組後をイjする!3年輪の堺成之ざー致して蜘蛛熙伏木 

理をなし共程度ハリ嬉リに及ばざるも偏心材たろさ相俟って年輪の繋調を亂す原因をなす場 

含多し〇
之に對するヤチグモ(樹種番強N7)は生育貝好にして平均年愉密度4.4を示し樹心中电 

にして年輪の牌成稍々格詞なるも避皮に鶉裂を生ずるはシ共チ‘に類似し足ざ期麟して蜘蛛巣 

狀木理を構成す。披れ少なく又横斷而にヤ削を生ぜるは业特微渲觀らる。(笫十一•岡冬照)

ホ、ノキ(樹桁番號"材XIV,北海道材NXIT)は生育•好にして年蹌密度平均相をが 

し樹心中典に位投するもの多9も,描陽而の外周は秋!関狀をなす。樹度は昭裂をけする叫員 

身を以て擲蛛無狀木理を包敍するものを紐ざるも年峪亂尚にして用部的に交錯木理を伴ふ" 

共:缺好ペ謂ひ得べし。(第十二蚓窪照)

H盤皿

勘地 番ttW <4

湯舟浑

"綸の不泣湖なろ狀態を示す

C三虹撤RD

圖笫
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風

rスナ、I

サハラ

II

即鸵外周の廷伏に炳浬L甲恰 

波状な早ヾる狀賜4«舟ヾ

CH好描
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カッラ(樹稀番號木竹材Xヽ・,北海道M-XXHI)は生育艮好にして年恰密擾は木曾材平均 

6.6,北海道材平均43を示し樹心中夬に位從するもの多し。横帯谊の外周1印形をなし樹皮は 

ャヂダモに須似せる飽•裂を冇するも是にI洲聯する蜘蛛巢狀木理全柵成せざるは牯徴ミ湖ふを 

得べし。然れきも一般に披れ多く局部的に年輪不整調を呈し交錯木理を包栽するは苫しく材 

質の均等を缺く心;心をなすものなり。(第I-三罔•第十四樹瑟照)

ミッ‘,(樹御番號ヾDは生育の狀況稍々氏好にして年輪密度平均6.0を示し樹心中央に 

位放し横斷而外周は波狀を呈するもの多し。樹此に堡裂を生ずる事無め三蜘蛛巢狀木理を構 

成せざるも,年備は扃部的亂调を呈しカツラに類似する波狀交借木理を包栽するは著しく材 

質の不均專をあ起ゼむる主原因をなす。

I月に俗岗碰に就M川盤の外用より俄拾年間半侬生型址(柝)平均値を示せば笫十三公に示 

すが如し。

笫十三表 樹種別間盤外周より毎拾年間半側生長械平均値

ー ー _]

樹 Hi
Bl] ft?外W Xリ拾年疝に泌定ぜし半揑生艮・ほ(.!»：>

10 20 1 :〇 40 跡 60 SO 90 100

瓠 2 •1 I 5 ° LZ 8 9 ・〇 11 12

XVII トドマッ (北) 3.0 4.0 3.9 3.2 3.1 2.2 * 1.7 1.6 1.9 1-7

0-9

IV :U £ 1.6 1.7 2.2 2.2 2.5 2.4 2.5 * 2.7 1.1 1.0

VII! シラ Y

0.9

1.6

0.8

2.0

0.0

1.8

0.9

1.6

1.0

1.6

0.9

1.8

1.6

2.0

い 1.7

18 2.4

0.6 0.6 0.8 1.0 1.1 1.1 1.4 1.0 1.0
XVI エソマッ (北) 1.2 1.4 1.4 1.7 1.3 1.4 1.5 日 1.3 1.1

13 … 1.6 1.8 1.8 1.5 1.8 1.4 1.0 0.4

0.4 0.8 1.0 1.2 l.fi

V パラモミ 2.2 1.6 1.8 1.9 2.1 2.S 2.0 * 2.2 3.3 1.1
VII "ウじ 1.2 待 1.7 1.7 17 1.7 * 1.7 1-1 0.7 0.9

0.0 °.6 0.5<4Ar*>l 0.4 0.4 0.5 0.7 1,0 J.2 1.8
2.2 1.3

XVIII ブ ナ (北・ 1.0 0.9 1.0 1.5 L4 1.4 1.5 1.4 1.1 1.4
* 1.4 土 1-7 2.3 2.7 2.5 2.2 1.5

・ 一!
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UO $2外Wより拾処每に浏定べし伞徑生只7it aめ

:1 _ 10 20 30 !如 60 G<) 而 80 00 100

1 2 1 3 4 〇 6 7 8 9 1 10 1 11 ■ 12

IX r ナ LG 1.7 1.8 1.7 】•q L9 i.i ES l.fl •1・C

1.2 1.2 1.2 1.1 i.a 0.1 0.8 1.4 o.a

XIX ナ ラ(北ノ 0.7 0.7 0.S 0.7 <).7 0.¢ 0.8 0.8 O.fi 0.7

0.8 0.7 0.8 0.8 0.8 0.11 LI l.a * i.i i.a

1.0 1.1 1.0 O.f > 0.8 0.7 o.s 1.1 1.3 i.a

1.0 1.2 1.6 O.ti O.U ・！.2 1.3 o.« 0.5

X ナ •) 0.6 0.G 0-7 〇・*I 0.8 0.7 0.7 O.V J.o

1.1 1.3 1.3 * 1.2 1.4 1.5 1.6 I 2.0 2.0 1.0

1.0 0.G

XX ハ 9芋 、)(北) 1.4 1.4 2.0 1.7 1.8 2- 2.5 2.2 2.6 2.2

* 2.2 1.8 1.9 0.5

XI ハ ラ归<) 1.6 1.8 い 1.9 2.7 2.5 W】G 山 1.& L8

J.& 1.5 1.4 1.4 1.3 1.4 1.5 1.3 L0

1.0 0.3

XXI ャチダ毛(北) 1.4 待 1.7 i.y 2.2 1.8 w 2.1 1.5 2.1

* 1.7, 1.8 1.7 1.0 0.7 0.4 0.8 0.9 0.5

XIII レ 水ケ 1.6 1.8 2.1 1.7 】.S 1.(} 1.7 15 1-S

1.3 1.5 待 * 1.7 >« 1.7 0.7
!•

XXII ホ 、ノキ(北) 0.9! 0.9
1.0；

1.0 1-1 1.5 1.4 1.6 L6 l.s

1.9 * J.V 1.4 0.0 O.w LI 1.3 1.5 1.(1 1・5

0.0

XIV ホ ・ ノキ 1.4 1.3 1.6； 1.7 1.6• 1.7 2.01 2.1 2.01 ♦1.8

0.9
0.8：

0.8 1.1 ロ J.l 1.6 1.4： 1.2： 0.7

0.9 1.2 1.1 0.9

XX1H 力 ッI)(北) 1.6 1.5: 1.4 1.3 】.6 1.8 2.5' 2.3 2.5 2.4
2.1 * 2.2 2.2 〇.]

XV 力 ッ=) 1.5 1.5 1.6 1.6 1.5 1.1 0.8 0.9
0.9 1.0 1.1 1.2 岬 1.3 I・G 2.0 1-9 2.1
2.2 1.9 0.3

I U ノキ 1.3 1.3 1.4 1.& 1.7 1.7 * 1.6- 1.9 2.0 1.11
1.G 1.1 1.1 1.3 1.4 1.3； 1.2： i.n 1.5 i.n
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財僅祚筑 樹
U口遂外wより拾邮作に制定ぜL牛控生長林

10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

1 2 ZT 3 4 3 什 7 8 9 10 11 12

II サハリ 1.3 1.1 1.3： 1.4 J .3 i.a 1.1 1.8 1.9

* 2.8, 0.G 0.8 i.i 1-4-- 1.4 1.6 2.3 2.4 3.4

1,1 y ス)• u 0.7 0.7 0.7 0.8 0.9 1.0 1.0 1.1 1.1 1.3

1.1 1.2 1.0 1.2 1.3 •1.1 1.2 0.7 1.0 】・・1

1.4 1.3 1.5 1.1 0.7： 0.4 〇•5 0.8 0.3 0.2

0.3 0.3 0.2 0.4 0.5 O.<v

VI ッ 扩 0.8 o.y L0 1= 0.9 叫

0.8

0.7 0.0 0.8 0.9

<).0 O.s 0.8 * 1.0 0.8 1.0 1.2 >.： 1.4

1.6 l.fi l.G二?•「1 1.7 1.4

XII ミヅメ 0.W l.C 1.0 1.(1 1.2 1.0 1.1 1.1 0.9 1.2

1.2 * 1.2 ；；1.4 1.1 1.6 l.fi 1-8 1.2 1.3 1.6

1.G l.E , 1.4

时 考UU53O外利よ、〕拾华錄に测定ぜし半徑生長泣く总〇は谷樹種に就»各供,流木より探集せし皿 

儲成松中共第】號に依り方位栗四南北方向に戰^湖定ぜし成績か平均L•更に各桝播に找 

・採集ぜしinift?枚數に到する平均Mほ,以て示す。

依犠中・印な附せI・以降は住皿锥に關する阴齢の關係上供試戏盤枚整な泌じたろ平均依 

たるこピな示す。肉測定悶間百邮以上に及ぶ成績は使底上次行に列紀す。

依足裁之,本週査に供せし供試材の外觀的組織,構造並に他藏する瑕洗の種類は樹種別に 

共特性あるを※めらる、も,同一樹机!に於ても生育中の環境に依る內外の因子に影遂せられ 

各個躍に就子包萩する哄の程度も亦冲しm差英あるは疑はれさ‘る虑なり。

抑4林木各個野をして最も適應する立地に生有せしめHつ又法正なる生長を保績せしむベ 

く敞も合理的森林經營方法を實施せば古人の要求する優艮なる資材を收機し得べ»は旣往の 

用見に微し电なる理想的空論に非ざるべし。而して技に收獲せんさする優良なる資材ミは姑 

を換甘すれば繊維通I任にして可及的瑕洗を包蔵せざる透材を指示・するものにして,就中木材 

のI潦的WillI:最も忌嫌せらる、「狂ひ•Iに封し是を誘起する原因を除外するに在るは最も 

肝要なる牌點なり。

故に本剥企は共目的の一助さして供试樹毬に就き其性賞中特に「狂ひ」の程擾に及ぼす影髀 

を詳査し以て同一樹種の比校謝査に資せんさするは既に叙上せし處なるも,此の要項の綸據
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に就き後め討&の見解を明示すろは後述せんミするM•騎成緒の批判に際し宗«川要なる’I湖 

さ留む。警者は玆に林木を構成する組織鹿造を整凋冷並に不格討楠.に大別し 格祯授さは横 

物の先天的性質ミして如何なる環境に生育するさ雄も,其樹铮は汹血に發存し枝條は四面均 

等に繁茂する開形を我現するものミ為し.従って樹祥を梅戍する紺協 稱造は樹心中央にし 

て繊椎血通年龄整凋なる妾項を几備するものさす。然れミも是師弗,問將組縮を保仃する林相 

より採堡せし資・オミ雖も含有水分の・诚に依る容欲の膨脂收捣並に比れ强度に及ぼす影 

切の告心は資材の先天的特性ざして避け得べからざろ缺點にして•站等の现篆は各樹種七 

通じ自變的因子さして考究すべ湧もの芝す。著者は之を彩剥體現象さ冊す。

不整调眾さは林木牛育中內外の因子•に影野せられ後天的に俗個院に跡與せられたる不や 

調なる組緬 帶泌を包級するものにして槽’波狀木理,年輪の旅狹・其他所,が貫施さ稱せら 

る、缺點を伴ふ揚合にして,是等の原因に成って生ずる「究ひ」並に比席,强•度に及ぼす彫 

響は即ち被變的因子ざして前智さ明飮に區別すべ岂性質を打するものミなす。样苔は之を不 

協廠現象ミ稱し兩者を綜合・して「亦ひ」さ浏ふ。

兩者の厕係は即ち木材の稱造を根據ざなし共性質項象を自變的内子さ被髪的因了•さに立脚 

して压を備別したるものなるも,木材先天的性我さして製剥ftS現象は”樹種・を通じ必然的に 

會有する因子な6を以て結局資材中に潜布する不整澗脸現菓の程度の光呢に依()材•貿の腐在 

を判定し得べ岂ものに歸着するさ同時に义各個缺の材質比校謝査に對しては％绑險:現象に關 

する試琅成紗を以て相互對照するに非ざれば其我相を明示し得ざるものな。さす。故に叙上 

せし外觀的性質を全照し以て後述せんさする調査成績に於ては習者の見解に基§批判せノM 
す。
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IV「狂ひ」調査試驗成績

!個齊試驗ガ法

木剧命は咨樹種に期し不蚊部臘收縮の程度並に其蝦因に就き詳査するを主眼さなすを以て 

低往の詞査方法に準じ供,組•オさして板材を使川するは不充分さ認めたるカJ3角材に跳湧之を 

剥査する回uせり。故に大正拾三年三月各,式驗地に於て採集せし供試材合計汀拾広本は大 

正拾陸年七月中短(!判1を以てー•舟に製材木県作染を終了し「芍Eひ」供試材ミして朝長仰村を 

採集す。Q>・出 供試材木取法整照)

供試材片の大さ・形狀は瑟梅角材,北視角材,拾梅角材の変種さなし.全長は各供試材の 

眨さ平均2(!〇軸こー•定せしは…つは不弊的辨收縮の程度が供試材片の大さに依り差異あるを 

,忍め得べ潰を段想せしミ他は乂同資材を强弱试駿供試材片さして使用せんさせし将なり。

各供ば材・片の數・は供試林の大さに依り相違を生ぜしも木)【义ガ法は是を一定し会粗角材は 

必らず供試材の樹心を逝ずる方h［南北線に平行し瑕戒の有無に拘らず邊材に到達する迄出來 

得ろ限り採集すろものさなし,五柝角材は供試村原木の方位に射し其四側に淌する大割村よ 

〇前・ミ同條に樹心を池ずる南北總に件五版!角材の一邊が平行するものさなし出來得る限り 

製材せり。

斯くの如くして木!仅せし供試材片は表而に鲍削を施さず樹種名並に供試材番號を記入の上 

直ちに當揚会旅内剛上に横積し淅次氣乾狀態に韓けわ。不整調35收锦の謝査方法は苦者の考 

案に依りK岫U屋内貯载を倉し全 < 氣乾状態に達せし繊袱通血なる本件師料地産祁柚材・を正 

四寸角材艮さ拾如尺に木取り一而を出來得る眼〇平面に飽削し是を麝上に水平に固定し以て 

供忒材片の雙形,反張测定の席準而さなす。猶共慕準而には長邊に平行する基颗を引§是に 

ぶ點を設け饰您拾掘に標示點を正険に書9反弧測定僞所さ定め,水平而の反張測定に資する 

捋には測定壁準而0) ー邊に平行・し髙さ五椀に八潘鐵線を緊米しT型標準尺を以て測定するも 

のさす。供詞渤•片の炫嫌に因りて生ぜし不狭却寵收縮の現象に期しては試材の乾燥の經過狀 

況を照査すべまを以て,本謝荏に於ては供試材片末取り作業を終了せし期日I!卩ち大正拾三年 

七月を以て生材時羊％做し適當なる期日を抿ぴて供試材片の含水;止を洒定し以て完全に氣乾 

狀態に到達せし财涮を定め氣乾材時に於ける!艾扶の程度を測定せり。叫ニ本,閲査に供せし供 

試材片の樹种别木數を摩:ぐれば次表の如し〇



5G
第十四K 供試木材片の称類並に木數

甜 稀 名
角 材

樹 I« 名
角 せ

I 10M3 M | 5料 !〇« 3 « 5_W

1 2 すP" 5 7 « 9

£1- 葉 財 溜 菜 楓

NVI エヅ・ A <北)
布

G5
* 1

32 ,
お
3 XVIII r ナ (北リ

專 
54

牢
38 3

V パクW 4 11 — 2 IX r C3 32 3
VH 夕9 U 49 28 3 XIX ナ う <北) 7-1 52 3

XVH トドマ ツ (北) 70 52 3 X 37 29 •1

IV =0 ミ ») 33 4 XX ハリVリ (北ノ 74 41 3

vin シラ ぺ 65 29 :: XT 〃 G5 3G 3

I 匕ノ キ 79 41 3 XXI ャラ•夕¥ (北) 66 36 3

n サハ ラ 53 27 3 XIII シJ!； V G3 32 3

in ア7,ナ U 64 35 2 XXII ホ、ノ、 CMt) 67 31 3

V[ ツ ザ 59 25 3 XIV f/ G1 41 8

叶 555 | 305 | 29
XNI1I カッラ C北) 58 31 »

XV 63 37 3

XII ミダメ 63 31 3

村 828 467 ' 40

合 叶 1483 I 772 69

2.悬椀的材の「狂ひ］調査試啜成結

大正拾绘年七月ー齊に造材・木取せし供試材片は約カ:抬會箇月の長期間屋内乾燥/X法に依り 

氣乾狀感に導9昭和瑟年十一月「枉ひ」に關する最後の測定を施行せり。其期1111中數度に直・ 

り供試材片の金水把を測定し全く氣乾狀態に到達せしを諜めたるを以て「狂ひ」も亦固定せ 

しものさ兄做せり〇玆に絕對花嫌峙に對する氛佗材時含水址の樹種別平均値を瑕ぐれば:典成 

紡次表の如し。
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疳十れ表 絕野乾燥昉に對する・(乾材の含・水砒樹僅別平均値

猴針,洲桀樹林に就さ氣臨材時合水玳勰平均値を求むれば15.0%を示す。

射毬希SS 割 楠 名 中 均
苫水& CfO 朔傾擀殺 耕 名 平 均

含水6K%)

1 〇 3 4 5 G

針 集 湖 某 樹
XVI Hゾ"ッ <北) 14.8 XVIII V ナ (北> 15,0

V パワマミ 15.4 IX 10.2

VII タウヒ 1-1.9 XIX ナ 7 <北) 14.1

XVII トドマッ (・北) 14.7 X // 15.5
1 \» 15.6 XX <北) 14.11ヽ P 4 リ«V Y

VIII シラペ 13.7 XI 〃 15.4

1 ヒノキ 15.2 •XXI -Vチダや (北) 15.2

11 サノ、7 16.4 N111 シ ホ r 15.9

II! アスナロ 16.2 XXTI ホホノ キ (*) 14.1

VT ッ ・* 15.5
1

XIV 14.2

1 XXIII 方 ツ り (*) 13,8
平 均 152

XV ff 14.8
XH ミ ブ メ 13.9

叩 均 148

會水ほ測定力•法は供试材片の元口より先つ長さ拾梅材を取り除分たる倫所より更に長さ五 

栃の供,沐材片を採策し其比迎を測定し诙ちに全乾状態に用m含水底を算出す。

玆に針・濶葉樹種に就m産地別命有水分平均値を求むれば斜葉樹中木件壷材に於ては15.3 
%なる水分含有率を示せるに對し;化海道産材は14.8%を示し,濶葉樹種に於ても亦本件產材 

は15.1%たるに對し北海道衆材は14.4%の水分含有率を示し,叙上せし圓盤に關する水分澳 

定試驗成結〇,. 4〇,套照)に齣し同一なる傾向を示せり。但し平均値に於て前者さ卷異ある 

を忍めGるゝは供试材・の形您に起因するものさ離む。

「狂ひ」諷査に際しては棚上に配列せる樹種別供試材片を希眺加序に取出し元口斷面を基準 

ミして「’狂ひ」测定用固定板上に常に樹心の位迎を下方に向けて置冬供試材片の全艮の哙］•に 

拘らず届準點たる元口斷面を(〇)ミ定め以下長さ•全拾槌伍に高さ及ひ,幅を(昭位・£)測定し, 

族れに對しては角材元口の一邊が垂直線さ為す角度を以て示す。各供試材片に就?節其他の
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第十五圖 反張の測定方法

暇貌の有無並に待に流ひに及ぼす影舞纟大なる繊維の走向に關しては是を同峙に詳査する。 

のミす。(第十五掬冬照)

斯くして姓葉«材に就き衣目五.拾布本,捌葉㈱材"に将しては八百述拾八本の供試材片を使 

用し槪计千四百八拾三本の多數に及ぴた6が龙短時日を以て全般にしf,る綱査を代ffす6 Kill 
難にして昭和城年拾宜月に全供試材・片に關する第一回測定訓査を行ひ,第二冋測定を昭和全 

年拾な月に施行せしも何れも所要日吸述拾五日に及ぴたるも其間に於ける氣象的因子の方呢 

懸隔に封しては止むを得ず技に考慮せざるものざす。

玆に第一回並に第二冋測定澗査試驗成紡は兩者に鈿箸なる差異を認めさ‘りしを以て便宜上 

第二冋測定成績に就9記述す。其成績第十六表の如し。
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笫十六表 「狂ひ」调我成雄

阴 樹 供在

木就

供条 全反米率«％> 探れK劉

種

名

試

材數
}:X 100)

_« さ パ f oM大 
倾耕内

(度>

節の數
參 
執 最大鏡

限試材用 
の最大備 破大依細

?つ

1 〇 3 •1 5 7 S 9 10 11 12

r ピノキ & /« 2 J2 40.2 0.79 0.21 0.63 0.19 1 3

水漩 3 13 40.9 0.37 0.14 0.17 0.13 〇 10

上松 ・1 12 42.6 0.47 0.18 0.35 0.07 〇 12
FF 1)1 5 10 40.2 1.25 0.13 0.42 0.07 ・1 14
溟时 6 12 44.3 0.42 0.27 0.42 0.09 2 42

普舟澤 7 14 45.5 0.33 0.13 0.37 0.10 3 22

平 均! 42.3 0.18 0.11 〇03)

11 サハラ 王滥 S 13 37.5 0.58 ' 0.21 0.29 0.04 0 , 10

?f尻 9 14 30.1 0.29 0.16 0.21 0.06 〇 26

嬰SS 10 13 .,37.5 0.37 0.08 0.42 0.08 〇 14

男舟澤 11 13 29.9 0.33 0.09 0.54 0.04 1 21

平 均 3) | 35.2 | 0.14 0.05 1 <7〇

nr ァスナn 王涎
12 1 14 : 47.2 0.54 0.1-1 0.37 0.04 3 23

上松 13 1-1 44.5 0.31 0.09 0.20 0.03 1 〇

野兄 14 12 51.6 1.08 0.22 0.37 0.06 1U 11

豪・徹 15 12 51.4 0.71 0.16 0.00 0.00 1 1

毋舟滓 16 12 46.1 1.17 0.50 0.79 0.27 1 7

乎 均 (64) 48.2 0.22 0.08 eめ

IV 吋 ミ は訪 17 9 41.6 0.39 0.16 0.47 0.12 6 19
〃 18 12 44.7 0.35 0.17 0.47 0.10 20 18

蔽ffi 19 12 43.1 0.79 0:11 0.25 0.03 20 41

閥a 20 17 41.5 0.42 0.20 0.13 0.08 4 11

平 均 <5〇) 43.5 0.16 0.08 «89)

ヽ’ パラモ・ 奈艮并 21 11 47.0 0.79 0.12 〇 0.00 16 86

VI ッ ザ 譲勧 23 12 51.6 0.47 0.22 0.35 0.08 13 18

賊原 24 10 55.4 0.21 0.11 〇 0.00 11 1

福R 部 12 5G.8 0.58 0.41 0.71 0.14 20 〇

〃 27 13 55.2 0.42 0.28 0.4G 0.15 7 〇

変做 28 12 51.4 0.33 0.15 0J9 0.02 6 28

平 均 顷) 54.1 0.23 0.08 (47)
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樹 fit if? 供本 熟
全髭に對マ 〇反張奉S 祝"刪

名

試

木耽

仗

材數

Vi. 一" 5 丄 _ マる最大
筍の欧

*** 
____

A M大飲
供次材片
の址最大筑
平母------

8 9

1供試材片冋射忡J 
萨售:g

1 2 3 •1 5 <5 7 1 10 11 is

VII タクピ・« 0i 2〇 )1 49.1 2.11 0.04 0.58 0.08 30 48
〃 30 12 44.8 0.21 0.11 0.29 0.04 8 49

蔵心[31 J2 37.7 0.33 0.18 0.33 0.07 3 37

福S!)32 14 42.8 0.9G 0.30 0.50 0.1-1 in 35

平 功 ! く4め 43,& 1 _ 0.24 0.08 : (164)

\Tn レラペ X訪 33 !1 43.5 0.29 0.11 0.54 0.15 10 3

〃 34 y 42.5 1.40 0.26 ().63 0.0» 25 GO

〃 35 n 41.0 0.27 0.07 0.24 0.03 11 14

福£> 3G 10 37.3 0.21 0.09 0.25 0.02 6 SO
〃 37 14 41.4 0.33 0.05 ° 0.00 10 17

平 均 35> 41.1
—

0.12 . [__ 0.0(} 1________

IX ナ ナ 王瀕 38 13 02.1 0.M 0.29 0.33 0.08 15 0

上松 39 14 56.6 0.55 0.24 0.39 0.10 1« 〇

野bi 4() 12 59.9 3.92 1.02 1.38 0.48 10 〇

晏83 41 13 68.9 2.38 0.85 4.38 0.89 s 〇

湯舟滓 42 11 67.4 0.88 0.32 0.63 0.16 8 1

备
31 顶" 63.0 0.54 0.34

X ナ う 王澀 •13
叫

77.0 1.88 0.03 1.21 0.30 11 〇

上松 44 12 83.3 0.27 0.10 0.71 0.16 3 〇

昔W 45 13 74.4 7.04 1.31 5.09 1.00 10 〇

変範 46 10 84.4 0.70 0.48 3.13 0.67 5 3

昜舟澤 47 11 76.4 0.92 0.45 0.91J 0.39 G 〇

平 均 37) 79.2 1
0.59 j 0.52

XT ハリV 9 王瀧 48 15 60.2 9.21 1.53 1.46 <).70 8 〇

上松 49 14 49.4 2.75 1.13 4.53 0.81 10 〇

雖脱 50 12 53.8 4.72 1.37 8.00 1.19 10 〇

〃 51 70 57.6 2.83 1.02 2.21 J.62 5 〇

泌舟滓 52 14 03.1 3.63 1.9G 4.29 1.42 10 〇

平 均 (05, 54.8 1.52 1.15 く〇)
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節の數

很大笛 m)

11 13

〇

CD

xin

8ff
0.33(63> 03.1 0.27

15 2

XVI

0.07

0.18
0.15
0.35
0.33

S
3

0.33
0.37
0.50
0.75

0.50

3 
3

63
64
65

66

67

13
14

11
12

11

59.3

03.4

06.1

65.1
61.8

51.6
55.3
51.4
42.6
50.1

1.3S
2.27
0.75
2.08

0.29

0.19
0.40
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丑
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樹
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全艮に對する反米率UV) 
希 するせ火

松

顽利・旳角 
聲 ・

10

平 均

ンホザ湯舟湖

〃

XIV

Nil

61
價

名

•: A
碧

供•芥 

小 

木瞬

供木

試

材數

景 
史

JH
Cx 103}

2 3 4 5 G

上ヅメ 王湖 S3 13 65.9

上松 54 13 03.2

野K 55 12 74.8

変籠 50 13 72.0

湯舟滞 57 12 69.0

平 崎 03) 69.0

0.46 0.24
1.53 0.42
1.25 0.61
1.25 0.61
1.0S 0.52

0.48 〇,26

0,70 0.28 1.92 0.50

0.37 0.10 0.58 0.17

0.92 0.37 1.13 1 0.34
0.48 0.18 〇.瞻 0.22

0.58 0.31 0.79 0.42

エソ・マッ

平 均1 <61) 50.2 0.22 0.17 ¢2)

王耳 6S 12 50,8 : 1.5S 0.97 1.54 0.04 30 〇
上松1 69 13 5.25 1.29 0.77 1.38 0.46 12 〇

甘脱 70 13 48.3 1.25 0.68 1.25 0.62 8 0

斐舗 71 11 47.2 4.25 0.64 . 1.75 0.67 8 〇

湯舟湯 72 15 50.4 0.96 0.44 1.08 0.34 32 2

平 均 0め 4,«8 0.70 0.65 ¢2)

北海道 73 12 39.9 0.25 0.14 0.21 0.03 1 10

If 74 14 42.0 0.28 0.17 0.18 0.01 10 21

〃 75 14 47.0 0.25 0.12 0.18 0.03 20 41

ff 70 1：： 45.1 0.21 0.02 0.31 0.02 10 21

77 12 49.0 0.14 0.10 〇 0.00 10 24

平 均 05) 42.9 0.11 0.02 〇17>



全Jiに到する反强率<％)

節の數試

os*
均

2 5 8 10 11 13

16
11

0.03 20 35

0.02 3

3)38.1

XVII! ア

以れにst 
臨 する最火 
布前亦傾斜角

角 さ
從R材片 ....

最大借也姫人侦i处大伍|累;

平 均| く70>

鋭
乾
比
7R

(x 100)

0.03
().03

0 00

供帝供衣

試

木技材數

0.11

XVII トドマツ北泪讶 78 16 41.3 0.25 0.09 0.18
t! 79 13 :WO 0.32 0.23 0.11

80 14 40.0 0.35 0.09 , 〇

〃 81 16 34.6 0.21 0.09 0.21

〃 82 11 38.1 0.14 0.03 1 0.25

0.02

北诲遊 83 1-1 以;.5 9.86 2.51 3.51 1.00 10 〇

〃 •84 13 60.1 4.53 1.18 0.77 0.30 5 〇

〃 86 14 55.1 1.94 0.51 3.23 0.51 10 〇

〃 87 】3 63.1 1.73 0.71 1.94 0.49 11 〇

XX

XXI

XIX

平 均 3り 61.2 1.23 0.58 1 く〇)

ナ ラ北海道 88 15 68.2 1.72 0.78 1.40 0.38 10 〇

89 16 05.3 1.72 0.57 3.06 0.63 8 〇

〃 90 16 60.3 1.33 0.52 1.76 0.39 10 〇

〃 91 15 66.5 1.20 0.4G 1.97 0.71 10 〇

92 13 71.8 2.22 0.53 1.23 0.33 5 〇

平 均! W 06.4 0.57 く〇・>

ハリAM北沸道 93 16 51.6 5.05 1.65 5.52 1.14 21 〇

〃 94 16 58.8 1 1.54 I 0.92 3.27 0,89 20 | 1

95 14 52.4 2.56 0.87 2.36 0.80 7 1

96 13 56.3 3.72 •1.48 8.18 1.39 10 3

07 冶! 50.0 3.90 L51 3.69 1.31 10 〇

个 均 g 33.4 , 1.29 ~n 1.12

ャチダモ北海道! 08 11 65.2 49.8 0.72 1.76 0.35 ]] 〇

99 14 58.8 10.2 0.34 0.74 0.22 3 1 〇

〃 100 13 03.3 0.42 0.15 0.49 0.1：： 7 〇 I

〃 101 14 74.6 1.58 0.47 i.oy 0.45 10 〇

102 14 G1.0 0.V1
1

0.40 1.01 0.43 S 〇

平 均 顷) 64.6 ■| 0.42 1 0.33 (〇)

伏
敬
他
名 

樹

怵

名
 

樹
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節の數

12

3

co

CD

全長對する反沮小(％)

一 J .

H大''• 二公大纹
い 均

«ni：« 
する及大 

]•倾斜角 
於大女纟最大億 く度>

幅
W 樹 述 0tお 供本

番 r« 塊 状 ・決

K 名 名 木?ft UM

XXII 血・ノ ・ 化海道 103 14 0.57 0.12 (>.25 0.06 25

n 1U4 14 52.1 0.46 0.17 1.23 0.15 31

105 14 •16.0 0.53 0.36 0.81 0.18 11

10¢ 13 50.1 0.40 1 0.24 0.57 0.14 10

〃 107 12 49.4 0.46 ' 0.3(! 0.60 0.38 10

平 均 (め •19.1 0.23 0.18

XXIII カワリ 北诲道 108 13 46.3 0.95 0.56 1.37 0.39 12

ff 109 17 47.2 1.97 0.70 1.76 0.42 12

110 14 50.5 3.27 1.01 3.20 0.V4 11

か 
_____

111 14 58.5 5.40 1.57 1.65 0.67 31

平 均 ゝ5S) 50.6 0.97 0.61

R貯革I•六月中供R材片の公大平均你は各試:脸地別供・次木平均歓な•以て示す。

格胡龈收播に關しては猶後述せんさする!母にして笫十六表は不蛤棚G收縮に就き反張最大 

値を到擧せしものなく)。如何 < なれぱ整調なる椭造を只備すろ供試材片は乾燥に因り反張現 

象を生ずるMなさを以て従って測定せし絕對値は常に(())を示し又不縱函臘收縮に因る供 

以材・の反張は瑕姬を包藏する程度に依り著し9漆異を生ずるを以て供试材片の全長に釦す6 

高さ,幅の反眼辛は各供就材片相互に就さ是を比較卽照し以て其原因を探究するは肝麥なる 

T;項なるも共平均値を以て各供试材の性質を摘示せんミするは困難な如 故に樹種別に各供 

双材片に就き測定せし麻さ又は幅何れかの方向に於ける反弧密(全長に對する毎供試材片是 

大反張や)に序当J功很1.0 %內に包含せらる、個數の樹毬別供试材片綃數に對する分配頓度 

书を求むれば共成弑笫十七表に示すが如し。
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第十七会 樹神別總供試材片數に對する反眼率分剛哝座比鮫友

1

XVII 
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XVIII 
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NIX |
X

XX
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XXI
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名

2
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モ ミ
"ラベ

Hソマツく北> 

パラセミ 

タウヒ

M ノキ

サハラ 

アスナロ 

ッ が

y ナ C4t>
ft

ナ ラく北・)

n
ハV V 9 <北)

ャチダぜ<北) 

レホr

ホ・ノキ く北)

〃 

カッラ(北)：

ミジメ し

長

彎ー雷 

:; 4

100.0
100.0

98.2 1.H

さに黔マZ

'% %ケ％ %え 
つ.1-3.0 3.1-4.0 4.1ー第

5 6 7

5.5 7.4 3.8

反

;% %
)5.J 〇.<
.1 一 一

8

1.8

弦率

'% %
»•).] 7.C

9

1.8

の

'% ?<
3.1-8.(

10

1.6

務ifi
・〃 c,岡ハ
)s.i-v.c

11

UJ

:& %
Wー 】0.0

12

L8

100.0
100.0
98.0 2.0

100.0
100.0
95.3 •1.7

100.0；

04.8 14.8
92.0 3.2 3.2 LG

1.8

2.8

71.0 24.4； 2.6 1.4
84.3 10.3)

12.3

1.8,

52.1 19.2 12.3
4-742.2 29.6 15.7； 6.3 匸'•

1.7

92.4 6.1

1.7 5.1

___1£
96.8 3.2|

1.7

98,5

100.0

09.1

1.5

20.7i
79.8 19.1

竺

1.G

88.7 8.0

其成績に依れば針葉樹は濶葉樹に比絞して不整,闕號收縮現象を生ずるもの比校的依少にし 

て就中ヒノキ,サハラ‘エハツ,トドマツ,モミ‘ツガは全長に對すろ反戒率】•〇んを凌 

爐せしものを見さ’るは他の樹初二比皎し資材の隔造整調なるもの多号を證し得べし。然るに 

濶葉樹に於てはホ、ノキを除く他の樹極は分配須度比較的质汎に亘り全長に對する反味率!*; 

しきもの多し。然るに同一樹種に就ぎ兩試驗地別に共成紐を比校踏照すれば極めて類似せる 

傾向を示せるは一覧して是を認め得べし。吏に第十六表の示す成結に依り樹種別平均値を列 

舉すれば第十八表の如し。
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部f•八表 全•角材「狂ひ」試的耕袱別反弘率比校表

肉開査成績に疑5各供試材片の外戴的性質が不彪調境收縮に及ぽせし影骞に就さ共概要を 

W 
H 
香

甜 供本

柩 段

名 対吸

AV
全長に药する反聚率％) 節

の
油 
數

*4 
Jt 
•1'

■

& ______ «____ 1 ________ ___________
史大雜| 供試村片の1 

燃大响平均! 最大宜I 供:t材Kの 
貝習しW

1 〇 3 •1 5 ? 7 K D

XVI ェy マ戸北» 65 43.9 0.2S 0.11 1 0.21 0.02 ' 117
V パつP 3 11 47.0 0.79 0.12

0.00 1
0.00 36

VH ダウ1 49 43.5 2.11 0.24 0.58 | 0.08 164

XVII 1 トドマツ(北) 70 38.1 0.35 0.11 0.25 1 0.02 68
IV 七 4 50 * 43,5 0.79 0.16 0.47 o.os S9

VIII レ・? Y
55 ' 41.1 1.40 0.12 0.63 0.06 124

I ヒノキ 79 ' 42.3 0.79 0.18 0.63 0.11 10S

II サハラ 53 | 35.2 0.58 0.14 0.54 0.05 71
III アン・ナU 64 i 48.2 1.17 0.22 0.79 0.08 42
VI ソ ・• W) 54.1 0.58 0.23 0.71 0.08 47

XVIII プ ±C4t) M 61.2 9.86 1.23 3.51 0.58 〇

IX <>3 63.0 3.92 0.54 4.38 0.34 1

XIX ナ ラ(北・) 74 66.4 2.22 0.57 3.00 0.49 〇

X ft 57 79.2 7.04 0.59 5.09 0.52 3

XX ハリギ"北) 74 63.4 5.05 1.29 8.18 1.12 5
XI む 65 54.8 9.21 1.52 8.00 1.15 〇

XXI キナダ噴く」匕) 66 64.6 4.98 0.42 1.76 0.32 0
XIII シ市尸 03 63.1 0.92 0.87 1.92 0.33 »

XXII ホ、ノキ1:化) 67 49.1 0.57 0.23 L23 0.18 4
XIV 61 50.2 0.75 0.22 0.78 0.17 2

NN111 1カッラく北ノ 58 50.6 5.40 0.07 3.20 0.61 4

XV 〃 63 49.8 4.26 0.70 1.75 0.55 2

xn ミヅメ 63 69.0 1.53 0.48 2.27 0.26 1

師础リに記述すれば次の如ン。

記述中著者の您川ぜし川誹に關し特に解映な要するCの次の如I。

反股ミは佚試材片の水平尚に勤する貯曲な訓ひ全長に舛すS最火反裁並な仃分申な以て示し 

姑ん•反眼率ミなす。

和・引〇はは原木の前心を通ずる直線に平行しく木血りれる决個の供試材片の反殻炉項接す 

る欢就村片の反强の位罷方向ミ無Bfl係なる毋合な稽し隣接する供徵材ハ・が位置,方向共 

に枷互I間保小右する场合なHI関反扱:!術す。
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相反反强げは反報する位技招互炳绦な•有するい其方向归反するLのな«ぶ.レ

節に關しくに供試材片中I:包蔵すろ節の位既に依リ三Wi：W別マ即ら供次材片中に完釦:

第十六圖

<三jtK咯圖)

節见包含する狀馋ん°型,供試材丹・の木取りに際し節炉バ分せられ共一部が供狀材片中に存 

在マろ翊合なト型之なし°型式は節侦倉ぜざろし供・材片に近接して節の存在ぜ【•爲摭推 

波状>はす您合布稱す。(姑上六囲參照>

笫十九H
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佻・对片の反扱の狀asが塚提波状ガ向ミ反戒の方向i一致する毋合な.、聲ミ让し是に反すち 

場合事廟ピ帝すC<第十七測余眼)

冬・に各供試材片に就き典反張狀態を詳佢せんが僞加寸の元口を基點ミなしな拾饨傩に測定 

"水平面に封する反眼の絶對値を以!,是を竹樹祁に诚ヨ供,諦材木取番號戚位に從ひ原型の 

状恩にz列すれば其成せ自第:十二ism郷四示す例縦の如くにして不整調躍收縮に 

依る反强状態を明に狩照し得べし。

僧貯nmaixNiA上芥供火牯片心・い共反穀料對敏く耶位衽)な•長さじ到•"ニ拾依の縮尺な以て 

网» 供ス材片に包藏する節(_m安〇,蛊穴(白井>,を以て標示し,朔心の位!Rは供伏材片?& 

湘:〇印5牝リ。尙本芻也:供せし供・代材百拾二本に找％共成仙な捣示ずペ§も帯合上漁 

富なる例誰な•記機するに止む。

エゾー,・ツ,、、」•(北)供試材は何れも生育•良好にして昨幹片多く繊准通直なるも局部的 

に年恰の整剧を缺くはモミさ断めて類似の做向を示すものにして從って供試材片の反張率は 

僅少なりしも及張は全般に叵るゆ向を有し單痢反張を特徴さなし其方向・'型に醐し節の影響 

は「型に於てのみ治はる。

パラモミ、 供試材は生育狀況氏好にして年輸帯整濾な6が爲供試材片は何れも繊維

辿れにして反張僅少なり。節は供試1•オ片中樹心に近接するものに包藏するも反張に影響なし。

タウヒ,V"・供試材"は生宵食好にして年輪整調な〇を以て各供試材片は何れも繊維通也 

にして’唯桝心附近より採集せし供試材片は椚波狀木理を形成し反張を生ず。又樹心附近に 

&しく小節を有せしもの多号骂供试材片中一木に對し述拾四個を験するものを生じ節の狀態 

中。型に屬するものは反張に影双を及ぼせるを祁められ共狀況A型に圈す。

トドや 、ソ,X\H.(北)供就材はエハ・ツに比較す心氏材にして供試材・横斷而は何れも 

關にして樹心中央なるも就材中局部的年輪の波狀を呈するはモミに類似する特微を示す。 

後って供試材片の反狼狀態は主さして相關反張の狀態を現はすも單獨反張を共間に配在する 

しの多きは特微さ器め得べし。樹心附近に冃割を有せしもの比較的多ぎ倉供試材片中折損せ 

しものを生じたり〇節は樹心近く故在す〇も供航:材片の反張に影督する規合供少なり。

モ< -E 供试材は樹心中夬に位卷し生育良好なるも届部的に句・の不嗯調を呈する特 

欲を右し供試材片に波狀木理を形成し反张の垃因をなすも其程度牌しからず。又節中。型 

に物するものは波狀木理を生じ反」張の原因をなすもの多し〇されnも各供岡:材片の反張は相 

互•密接なる關係を有し何れも反張方向はA型を示す。

ラベ,VHT•供試:材は何れも|f斌村にして生育艮好なるを以て供試材片も亦波狀木理を呈
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する場合少く從って反張の程度僅少なり。唯囲心附近に小節の多9は彳・就だな,も反張に彫 

審する％僅少にして又入也’檔等は俱部的に包蔵するものある6片しj陶係な,忍められず

ヒノキ,『. 供试材・は何れも繊锥通i心二して又供試木は6がた舟樹沖衣而の起伏 

に起因する波状木理依少なりしも,局部的に年餘不整.曲二因る波狀杞里を任蔵せしため供試 

材片中に目切を生じ反飛の城因をなす。故に反张.狀應をい・れば共附"・包转する供試材 

片は同一箇所にて屈曲す〇を特微ミなし何れも樹心を油ずる丘〔線を判然た〇I从副ミして一方 

に限るは樹幹内に麻成せられたる扃部的不常調剧二因るものない 夂一般に协心に近按すろ 

資材の反張は主5して波狀木理に依り,節は全般に樹心附近に多く散在し年确の湘間を缺< 

康因さ考慮せらるるも共影響僅少なり。但し節中。型に册けるものは影燃を仃し•邊村の存 

在は著しヨ影艘を刹めずして供試材片の反張の方向は何れも、型に梱す。

サハラ,H・供試材片は繊維通昨なるも樹心に近接すろ航材は局部的に波狀木理を七し6 

整凋旋を構成するため反張を生ぜしはヒノキに類似する傾向を示せり。曷部的に包蔵せらろ 

る不些器牖は何れも供試材.片に相關反張を形成し試珈也王祝业に宵・尻材.には比蚊的題冲なる 

を見る。されn節の影囊は嵌めて少なく,供試材反張の方向は何れも ゝ型に’'！fjナ。

アスナ",in• 供试材片中著し會反張を呈せしもの僅少なりしも,披れを仃するもの比 

較的多ヨため局部的に波狀木理を形成し,ふ型相岡反張状您を现は・せり。節は•著しう勿"" 

及ぼさざりしも,棍は影皆比較的大なり。

ッ*•, Vi, 供試材楹斷而は波狀を皇し從って原木の表而には之に關嚇する起伏を生ず 

るがため年倫の蛤润を亂し供誌材・片は何れも波状木理を形成する傾向あるる片しからず。さ 

れミ供,沆材中權及ぴ握れを伴ふ揚合•比胶的多mため是普の因子は錯俄なる關係を*•しつ、’「 

輸の構成を亂調ならしめ供就材片全般に豆りて相岡反版を呈せしむるさ共に又革甥反張をづ 

すを特微ざなす。節の影稗は稍忽め得べ§ものあるも著しからず。反・張方向・、型に周す。

ブナ,IX, XVIII.(北) 供誌材はI山幹材にして偏心材多く横斷而の外因波狀をなし此 

の現象さ關瑯して原木の表面に善し寺起伏を生ずるがため供試材片は波狀木理を・し住必 

の走向も亦波脚二屈曲する傾向を有す。加ふるに節の"在.は皆しく波状未理を雄大せしむる 

幼向を示し,猶局都的に交錯木理を包蔵するを以て,足等の瑕姬は出作ひて錯維なかm 
•糸を誘起すc故に之等の瑕疵を包栽する供試材片は著し当反張率を示じ,何れも用開反歯こ 

單獨反張さの兩者を伴ふミ雖も供試材片中验浦なる構造を有すもcのは何・の反張を’•»< ■ 

ざるは反眼の原因が不整縄滞!現象に起因するものなるを隴證すろしのを徂べし。而し
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て反强の形狀は何れも 、吧に楓し・特に飾の形狀«•.-型に將するものは影聘M・し。

>・ラ’X寸、(北) 快就材は常し9振れをめ・せざるも•樹此の俎裂ミー致せる蜘蛛巣 

狀木理を生ずる三共に生育中樹幹の表面に鳥部的に突出する變調なる肥大生長を呈する平多 

く・僞に供試付横斷而外周は波狀を呈し之に作ひて臨編は帰狀に聞く。故に供試材片中には 

繊Ki血任せざる回)を生じ何れも.、型反,張を現はし11.共程度比较的大にして相關反米乡くし 

5熠队張を形成すろ廟合仰i少なり。節の影衆は著しからざろも樹心に近接する資材は反狼 

比較的大なるし之等の暇形を包蔵せざる資材は至く反狼を羌ざるものあり。

ハリドリバI・が.(.心 木M在に供せし樹神中反張破も顯将なる成罰を示せしは主さして 

伊皮の絶地に仆ふ蜘蛛巣状木理に影脅せら〇、乎多大にして,個心材・の多Sも亦韻母すべさ 

愛點にして是等の聞了•は相關聯して伟輸の整渦を亂し供壬材片中全く反張せざりしものな9 
现象を見せ〇 〇反張の狀況は何れも相陶反張にして•、型に解し 瑕戒の影響比絞的廣汎に亘 

るを湖めらる。桃心に近接して採集ぜし供試材片は反決大にして節の影椎は「型に於て药 

じ。

シホ尸,N111.供詛:材の朋皮はハリ¥リに類似する跳裂を有し供試材横斷面の外用は坡状 

を,dし年帳の稱成も亦之に闔係:して蜘蛛巣狀を現す。而して共の狀況はハリギリに於け〇 

程顯帝ならざるも供试材丿;•の繊維走向に波狀を誘起する主!);泅をなし,A型反张比枝的大な 

るものを生ず。

■Vヂク・モ,ヽXi.(北) シホがに類似の傾向を有し供試材表而の起伏は樹辰の龜裂位匿ミー 

致するものにして,之に關聯する蜘蛛巢狀木理を包栽し供試材片に生ずるA型反强さ密接な 

る腸孫を甘し何れも相關反張烈を呈す。節を包栽せしもの比較的少な9も,型に屬するも 

のは共影無比倒勺大なり。

* 、 ノキ,や、,N3.(北) 供試材は生育の狀況良好にして樹心中夬に位遂するもの多ヨ 

も局部的に年輸の整御を缺チ交錯木理を包栽するは其特微ミ謂ひ得べく,之がために供試材 

片中潼雄ijm也ならざるものを生じ,之等の瑕貌の影響に起因する'型相關反張現象を吧せ 

しも著しからず。節を包我するもの僅少なるも,”,〇型に臍するものは繊維走向に緩曲波 

狀を生ずる影婢村し舎ため反張に及ぼす影響比較的大な〇を認、めらる。樹心に近接して採集 

せし供試材片中旣に席朽せるものを生じ除外せしものありC

カツラ・xヾ,xxm.(：i匕) 供試材は樹心中央に位快し生育良好なる心斧材多合も原木の表

而起伏し樹j戈の他裂ミー致する狀況はヤチダモに類似す。然れnも樹皮の飽裂さ相關聯して
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年輪の士向蜘蛛巣狀を里する場合を見ざる疽•結微ミ闭ひ得べくして•供試汁女而の遅伏は唯 

波狀本理ミして現はれ年恰の諮调を亂す主惊闵を將成す。隹に加ふるに交錯水理は殆ミ供試 

材全おに存する性質あるを以て供試・材片は何れも蓍しく不常調脸枚縮を現はし、型相関反 

張を呈し,交錯木理の缕剥位倒に該當すQ箇応に於ては爪曲反版を伴ふ現彼をホせり〇

ミヅメ,XH• 供試材は樹心中央に位置し横斷血の外用は回形を,dし.生谷盛好にして樹

皮に他缓を生ずる事なく從って蜘蛛巣狀木理を・漫せさる卯技4:材剁WにE：>波狀交结木理 

潜住し年掐の総問を亂せる狀況は梅めてカツラに類似する所なるも.披れを幷ふせ合多し 

反張の程度は比较的大にして旦用部的に微細なる罪圖反版を拌ふは供M村片に用は〇る涔狀

第四十六圖 波狀木理の秫顛

く三好咯岡)
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倒の波比比攸的Wかくして亂しド整題服收縮皆しく發達せるに起INせるもの多し。 

捌心附近より杞取れる供試目片は術を仃するこさ僅少なるも.「預に於ては共影標舊し。

技に本誠狂成Hiに依〇供試材片に生じたる狂ひに關し共京因を考究すれば反張攻糸は資材 

中に含有する繊維の走向が波狀を兄する以合に生じ繊維通直にして年輸整黒｝なる貪オに生ず 

h邪梅めて仲少な〇を,®めらる。反强項蒙を起す位道,方向は席十七圖に示す如く波狀本理 

の變曲せる部分 5)に於て沾しく.州IIIの程度緩なるに從ひ反米の程度も亦減少し供試材 

片に於ける木理の,郞j平行する埸合 W 及ぴ斜行する封合(C)は反張現象も亦惹起する事 

題めて休少な〇〇而して反强の方向は木理技もf'抓せる位!aを中心さなし常に測h線の中心 

に向って反張する(A型)を京刖ミし其程度は波狀木理のなす例1111の牛徑小なる程反張大な 

るを忽めらる。

尙佛試材片に就き反版現象を㈱起せしめたる木材耦造に就き例證を以て解說すれば第四十 

六圖に示す如く角材の和汩而上に波狀木理な仃する揚合(II)即が験樹種に多9曲幹材より 

挡心を含み曲沖方向さ平行する板而より採集せし資材は其反强框目而上にA型を呈し,(III) 
の如く枉目面上は年谿炒謝にして洒祉:なるも板目而上に波狀木理を有する投合・即ち直捽材な 

せるも交錯木理を包栽するカッラの扪會供試材より枉角材を採集せしものは其反張枉目而に 

勞し血角なる方向にA型反张を形成し 足等の现題に交錯木埋を伴ふ埃合は極めて複雜る 

反張をヱするものなり。

斯くの如く丿必張を起す位此 程度並に方向に就邑是を類別し得るも各樹林の包载する瑕成 

中卷ひに影婢を及ぼすN子の種類,程度葬は自ら卷異懸隔を・有し同一樹林三雖も供試材片各 

的体に就9異なる揚命多才侣竹供试材•片の個々に就き输究す6を至當三なすも此處には其煩 

を避け例證を以て各椅廊中の特微さ見做さるゝ坳合に就き其の摘妥を記述すれば次C如し, 

供湘中針菓樹は直幹材•多mis反張の程度休少なれミも的辞材なる埸合は供試材片に波狀 

木理を呈し 、型反張を示すは叙上・せし例焼により明かなるも一般に波狀緩にして交錯木理 

を包蔵する揚合俺少なるを以て反張の狀態はT孑すれば闾軍にして.ゝ用相關反張多し。01 
しモミ,タ"ヒ阍は不蛟澗なる年槍の橘成を局部的に包蔵する辑合多き特性を有するを以て 

單觸反張を仆ふ。乂剑•葉樹中供試材に振れを有するもの少ぎもアスナロに於て稲・し。され 

ミも披れは1“1方向に旋冋すろ場合多きため供試材片には玳に斜行木理を形成し反張の程度 

には著し9影練を認、めざ!れミも曲牌材にして披れを伴ふ場合は反强備しぎもの多し<»

節は樹心に近接して多く故在するも到・棄樹に於ては之が爲に波狀木理を修起する場合少く
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特にヒノキ,サハラに於て影幣少し。槌,入皮,傷等は用部的に包核する少合多占骂何れん 

飛觸反版を伴ふ主原因をなしモミ阍に多し。

供试材•中我J葉曲は比皎的反弦大なるもミヅメ・ホ、 ノキ熬僅少なり〇ミヅ‘の交措・浬Hを 

包裁すろは特微ミ謂ひ得べくス多く披れを作ふを以て叙上せし例證より考究すれば反’張に及 

ぼす影舞肝だ大なるべSは推察し得ペさも共成績に於て之に反するは交錯本理の波長極めて 

頰mさ挨れが不連欲的に分布する期係上角材の如§比較的大材の揚合は反出ミして&理せず 

して供武材の金面に(!りて比絞的細微なる波長をNするに起因す。

水、ノキは局部的に生ずる不谿Mなる年輸の構成を仃するを特徴ミなすを以て環園反張を 

呈し共程度浒しからざるもの多し。然るに刀ツラ,アナに生ずる交錯木理は其波長比蛟的長 

大なる關係:上供就材片には著しデ波狀木理を形成し,A型反张を生ずる主県因をなし相岡反 

張を呈する揚合多し。紺ブナは多く山附材なるミ共に披れを伴ふ場合•多チ爲反張の狀悠は極 

めて錯再する傾向火なり。

ハリギリ,ヤチダモは樹辰の箝裂に一致する蜘蛛桀狀木理を包蔵するを牯徵ミ,祖ひ得べく 

供試材の表而は足さ關聯する起伏を有す。蜘蛛巢狀木理が反强に影榔する程擾はハリ年リに 

於て死しく尙曲替材にして披れを伴ふ場合は極めて復紙なる現象を化す。

ハリギリの例浚を金照し供試材片に波狀年输走向を生ずる京肉を見れば第四十七岡に示す 

如】く一條の起伏部(人)は樹斧に平仃して・生ずるも其兩揣に進むに圖ひ轍次に其高さを減尖 

し是に隣接平行する(B), (<-)起伏の显高點に到達すれば却って沸を形成し所闹釦蛛巢狀木 

理は起伏部の移動に依り其位!aを變動し爲に供試材片の枉目,板目の兩而に爵し波狀年輪走 

向を皇せしめA型反張の威因をなす。故に曲咨讨に掀れを侔ふハリVリ材に於ては他の掴 

種に比すべからさる極度の反狼を生ずろものにしてヤチグモは共起伏比校的苫しからさるが 

爲反張の程度も亦ハリギリより小なるも兩者は極めて類似する特性を有するものなり。

是を要するに木調査成紐に依れば反張は不整週!raなる樹造の潜在せるがび生ずる現象にし 

て供試材・にして足等の瑕饨を包蔵せざる揚合は全く反狼現象を見さ’るは明かにして乂相端反 

張ミ爪獨反張は瑕说の種類,程度に依り相遂するを忽めらる。

3五楓角材の「狂ひ」調査試驗成紡

大正拾冬年七月供,汰材を大割し共四側より木取りたる供誌材片は冬番角材三共に同一方法 

に幕9て氣乾狀態に席滲乾燥に作ふ不昭凋跋收縮の狀況並に程度を比胶調死し以て瑟粗的杜

第叫十七圖
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謨

i:wし供試材の六さに依る差與を比校せんさす。

U1VIIIIJ (約劉合六ヶ月)何,K內に施設せし伽上・に櫛紙せし供試材片は觥に垒析角材航験成 

带中に記述せし測定方法5同•方法に.原さて大正拾冗年し月笫ー冋の反販澗査並に含水底の 

詞定を實けし,史に昭和I逮年六月第二冋の謝住を終「せり。尙供試材片は反强率並に含水底 

に於て兩冋共に苦しさ差災をI忍めざりしを以て柴(博狀態に剂達せしものミ以做し•本項は節 

二冋試版成箱に就き記述するものさせり。

以考 パソセミ及びじノキ村中伙波材片の採集国雄なもLのな生じたちな以て除外せるしのあ»Jo

斯くして斜葉樹材％石冗本・沏赖對村网百六拾七本の供試材片を使川し共合計七百七拾忒 

本に及びたちを以て全般にJ4o»に拾六IIを愛し,共間に於ける氣象的因子中相當考慮を 

姿すべ9もの無きに非ざりしし 木綱径に於てはI..1-SW«做せり。玆に供試材片に就き測定 

せし全長に將・すろ反引［率,掀れ並に節の有無を芥樹種雑に試验地別に共成綃を示せば第十九 

表の如し。

備5草十九・に示す平均値は耐牺別に供•3:木乎均依4•示す。

第I-九表 佇樹秫に關する反張や比絞試騎成績表

拼 
?« 名

就
臉

供番

段

木號

供本 条
全長に费する反米率(労) 报れに剩

Zザ冬 節の數ー虹ー ^L__：
地
名 材斂 m

C x'100)
最大値
翩

平 均
最大ifi

供韻:材片用帝ル 
の最大獻<度・)
平 埼

1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

I 匕ノ甲 2 G 43.1 0.22 0.1')! 0.11 0.05 S 1
3 〇 39.7 0.25 0.14 1 0.21 0.08 〇 11
4 〇 39.6 0.26 0.22 0.00 0.00 3 〇

5 9 38.8 0.42 0.32 0.33 0.15 5 3

〇 〇 41.8 0.21 0.16 0.00 〇.<K) 5 18

湯舟滓 7 8 41.8 0.43 0.24 0.00 0.00 〇 10

平 均 や 4.16 〇・20 005 m

II サ>、ラ 泥Mi \ 8 G 33.9 0.42 0.20 0.21 0.06 3 4

野))i；9 ,7 34.7 0.25 0.14 ().00 ,0.00 3 2

、広紙 i 10 G 34.7 0.21 0.18 0.17 0.03 ：1 1
湯舟潤；11 8 30.3 ().50 O.M 0.25 0.07 4 6

平 均 ! くめ 33.4 0.20 004 竺



訪 义

仝長一?iづる反思中g

11 12

供秋 

試

d航

試

木就材段

高____ T
験"片
の最大|ii kVkUi
乎 均

8

Wituyi
%べ材片备溶"冲 

の慕大依(度) 
乎 均

10

ni ’王漩 12 7 43.9 0.21 0.21 0.13 0.07

上松 13 9 44.1 0.30 0.10 0.00 0.00

け尻 14 G 5LI <).25 0.18 0.1：： 0.04

旌籠 J5 a •18.1 0.21 0.14 0.13 0.02

湯舟滓 16 7 49.0 0.10 0.22 0.21 0.07

平 均 3 ノ 472 017 004

10

〇
に

VI!夕

VII! シ

平 均 <25) 5J2 020 010 (19 ノ

魚助 29 G
1 _

46.4 0.30 0.14 0,22 0.13 4 8

30 5 44.8 0.30 0.18 0.11 0.02 3 20

K原 31 8 37.3 0.25 0.18 0.17 0.013 :{ 1 25

福a 32 9 38.7 0.50 0.34 0.37 0.14 _____ 6 7

平 均 (28) 41-8 _1 〇・21 009 (6°)

羔SJi 33 5 4().1 0.42 0.22 0.21 0.10 4 9

〃 34 4 40.7 0.33 0.29 0.00 0.00 n 23

:; G 42.8 025 0.25 0.00 0.01) K 11

妙a :"; G 3.8 0.1：! 0.07 0.00 0.00 2 1 15

37 8 40.4 0.17 0.13 0.00 0.00 4 21

い 苛 兩 40.2 1 019 002 而

74 75

樹 樹 試 供お 供票 魅
全長に対する反段率<.%) 握れに别

U lr 味 仔 高 3 報 てる最大
箭の數« 

■'
何置

米 名
よ
木號

X
Ittt

比
•R 愚大81

供読材存 
の建大価

供試材片 
最大泓の映大供

倾斜而 
g

:X UM»>, _______中 均 _ 1 び 均

1 _ 2 3 | 4 A
〇 | 7 1 8 y 10 11 12

IX ア ナ王說 3S 7 62.1 0.79 0.38 0.00 0.03 12 〇

h松 39 4 62.9 0.59 0.27 〇•41 O.0S 】3 3

W况 40 8 61.1 0.67 0.30 0.33 0.09 8 〇

應机 41 4 65.9 1.00 0.63 1.04 0.45 9 0

羽舟滞 42 〇 58.3 1.38 1.04 0.92 0.30 8 〇

个 均 や> 62.1 | 0.54 018 <3)

X ナ ワ王澈 43 4 74.0 0.37 0.25 0 .洲 0.14 8 2

上松 44 <1 77.5 ' 0.26 0.20 〇・% 0.00 7 ' 〇

骅W Ifi 7 72.1 1.21 0.39 | 0.58 0.14 7 〇

奖沌 46 〇 81.5 0.58 0.40 0.46 0.18 7 Q

湯舟浑 47 G 74.4 0.58 0.42 0.29 0.19 5 〇

平 均 (鋤) 761 I" 1 034 014 GD

XI ハホリ王洗 い 10 47.8 0.92 0.41 0.83
0.10 ' 3 〇

1:松 49 6 46.2 0.33 0.17 0.19 0.07 4 1

?F hi 50 3 52.8 3.83 1.83 1.5S 0.72 5 〇

51 S 57.1 0.54 0.27 0.29 0.13 2 1

湯舟沛 9 59.5 2.21 1.11 1.42 0.58 6 2

平 ・均 |(3〇> 52.7 L 一 076 032 「亙

XII 5ソメ王谁
| 33

6S.0 0.25 0.10 0.17 0.09 5 0

E松 54 59.2 0.33 0.20 0.30 0.21 2 〇

野配 65 7 84.0 1.04 0.04 0.76 0.30 3 2

獎節

湯舟泽

償
|j_

71,3
77.3

0.96
1.00

().54
0.61

0.33

0.54

0.18

0.30
14

10

()

3

XIII
平 均 <-31) 720 0-42 023 くめ

ンホ-r
湯舟海 58 8 57.9 1.08 0.38 ().50 ().21 3 5

ff 59 4 49.8 0.21 0.18 0.17 0.09 4 1

〃 GO fi 58.7 0.33 (),22 0.17 0.08 3 2

G1 7 02.3 0.67 0.20 0.08 0.02 3 〇

此 8 62.0 0.29 0.16 0.33 0.18 1 8

平 均 (32) 581 ^25 012 (16)

S1
33n
 

〇 

〇 
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.00
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測

.21
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00
17
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-2S
.1K
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25
24S
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24

.52
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血
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17
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25 

0

0
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0
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心
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岛

19

20 1

G
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魚
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樹

極

供谷
<«>

供代 

伏

0. 金長に對する反米率g

花 S Jー帼 ■'る姫火 節の數
比 ぬ祈: 心材片间的刊

名 木號 材數 狙 
,:〇<_100；

匠最大VL最大依 ’の最人侷 i g1 F 足 n_ ,平 均

1 2 3 4 6 6 7
1 «

9 い, 11 12

XIV 刑 '/*E 滥 G.：； 8 &3.0 0.42 0.24 0.33 0.15 14 ()

上松 •M 10 M.9 0.48 0.23 0.22 0.08 5 〇

野尻 65 » 50.3 0.37 0.23 0.25 0.17 a 〇

斐範 (W 8 41.4 0.42 0.211 0.13 0.02 〇 2

湯舟滝 67 6 53.1 0.46 0.23 0.25 0-14 3 1

平 均 <4り 507 025 011 <3)

XV 力 ツラ王・混C8 7 47.1 1.17 0.66 0.58 0.32 II 1

上松 60 9 48.2 1.37 0.73 0.33 0.15 〇 2

野尻 70 8 43.6 1.33 〇,4 2 1.17 0.38 3 4

妻籠 71 6 45 9 0.54 0.39 0.33 0.13 12 4

湯舟洋 72 *• / 46.8 0.50 0.22 0.25 0.11

平 均 @7) 465 0.47 022 ! 6)

XVI ェ ゾマン北海道 73 U 41.0 0.23 0.18 0.27 0,16 •1 3
〃 71 8 40.7 0.33 0.24 0.13 0.03 — * 11
〃 75 7 46.3 0.23 0.17 0.27 0 08 3 20

70 5 44.0 0.27 0.20 0.13 0.03 G 1
n 77 6 42.1 0.20 0.17 0.13 0.00 7 35

平 均 (32) 428 可
ff?

007 @

XVTF 卜 ドマッ北iO 78 11 39.5 0.27 0.22 0.17 0.03 A 9
79 10 36.4 0.20 0.12 0.30 0.09 9 13
80 11 39.3 0.30 0.15 | 0.20 0.07 4 6

〃 81 12 38.6 0.17 0.11 0.23 0.06 :; 15
82 8 39.4 0.33 0.25 1 0.17 0.09 4 17

平 均\ 32) | 38-6 | 一・」 017 0-08 饱

xvm r ナ 化海道 83 9 60.1 3.40 0.92 1.50 0.47 5 5

〃 84 9 68.5 1.00 0.43 0.60 0.16 6 b
〃 85 4 64.2 0.57 0.42 0.40 0.27 17 〇

〃 8G 9 01.7 0.67 0.83 0.57 0.2-1 1() 1

〃 87 7 04.0 0.30 0.21 0.27 0.19 13 3

平 均 ¢88) 618 046 1竺1 <4?
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离 節の數

员大梳
100s

11 12

XIX 3北泪道SS

(.52) 6

XX 北海道

8

3)

XXI ヤチ州北诲道

101
102

<3B) 634 0-21 0-10 Q7)

103 47.5 0.27 0.20 0.20 0.07

104 49.2 0.23 0.11 0.33 0.17 3

105 48.3 0.50 0.31 0.53 0.23

10U 40.9 〇<47 0.31 0.40 0.15 5 3
48.86 0.470.70 0.83 0.39

0.20 C3)

020 S 11
0.28 11 8

<133

0.18 25

0-25 38)

xnhホ、ノキ;北海道

i

平 均

散母大伍
W ——

平 均j <41)

平 均

挨れK刑 
マる鼓大 
傾斜角 
g

耕

名

S9

90

VI
92

9S

99
100

12

12
tl

10

93

94
95

90
97

6
10

6

全批に?iする反我・S

10

70.9
<>3.0

60.0

66.0
76.5

0.53
0.83

0.40

o.yo
0.47

0.37
0.35
0.28 
0.42 

0.2*1

063
0.70
0.57
0.53
0.33

0.22

0.26
0.22
0.17
0.23

1 673 I 034 022

50.1
58.8

53.6
53.9

48.1

0.90
1.07

0.03
2.80
1.97

0.60
0.51
0.51

0.83
1.02

0.37
0.73
0.33

0.57
1.67

0.24
0.29
0.15
0,20

0.53

51.7 L _ 069 し 一 029

61.8
58.8

68.0
70.5
57.5

0.43

0.13
0.27
0.23
0.57

0.23

0.16
0.16

0.16
0.33

0.23

0.17

0.20
0.23

0.27

0.08
0.10
().12

0.11

0.09

107

平 埼」 ¢30 487
'・ ・]

029

XXIIIカッラ北海道 108 8 •14.7 0.40 0.25 0.33

109 t» 45.7 O.(i3 0.39 0.53

110 S 45.4 0.83 0.(10 0.73

〃 111 rt
I «>r

54.1 2.00 ().90 0.37
―.—

平 均 邱 | 47.5 0.54 1

t 供於 供本

J 沃 試

材數
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髙さ,佛に鶏する成由は何れも全長に封する反張率を以て示し城大値ミは各樹枷二就う日 

験地別に測定に供せし供試材片中显も大なる反成泮を示すものを摘錄し・供试材片のだ大値 

平均さは各樹種に就言試驗地別に各供せ材片の示すM大反版村の平均を以て示し•何れも此 

校対・照上の便’宜:に資するを主眼ミなせしも各供試材・片の反眼率の大小ばイ;斜觸讪06を誘起 

する因子ミ密接なる闊從を冇するものなるを以て假％の種類业に之を包技す6程度に技む比 

假封照するを肝麥さす。故に玆に各樹種別に各供M材片の高さ又は幅のガ向に於ける威大反 

張率測定成績に基ヨが〇.5%內に包含せらるる僧I敬の杪痼別供は材片絃教に對する分配馈旌 

率を求むれば第二十表に示すが如し。

第二十表 供試材片に對す〇反张率分配殖度表

其成做に依れば針葉樹材は濶葉樹材に比俊すれば不竖澗眾收縮に因る反張率俚少にし-C.
• -♦

何れも〇・〇ー〇•5%の範周內に包含せられ,共材•質の優良なるを示すものにし-C,渕葉樹Mに於 

1

桝

名

心云

liさに對すろ 

危あ,顼

反我4

% %
2.1—2.5

【の階級

% % % % 
26-3.0 3.1 — 3.5

S 10

2.8

_______2 _ 3 上 5 6 7

XVII 
IV
VIII
xvr 

ヽ・
VII

J 
11 
III
VI

XVIII 
IX

XIX 
X 

XX 
XI
XXI 
XIII

XXII 
XIV

NXIH 
XV
N11

トドマス北) 
宅 1

100.0
100.0

18.4 , 2.5

2.8
2.4

毬:

シラY 

エヅマス北> 
パラセミ 
クウと 

ヒノ キ 
サハラ 
アスナ" 
ッ "

ア ナ<北)
〃

ナ ウ<北>

ハV V M北>

100.0
100.0

100.0
100.0
100.0
100.0
100.。 ,

74.2
68.9 21.9 0.2 3-1
93.0 i 7.0

3.5 ,
2.4

89.6 ' (19
44.0 41.5 9.7
63.9 22.2 6.6 2.8

ャナダモ(北) 97.2 2.8 '
3.1

3.2

レ水 ザ

ホ、ノキ(北)

カッラ(北ノ

3 ヅ メ

93.8 1 3.1

残.K 
100.0

3.2

I0.H
(54.5 32.：；
64.9 24、3

01.2 38.8
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てはハリ¥リ・ブナ3;は比絞的頻度廣汎に及べるに封しホ、ノ+は之に反する成嵌を呈せし 

は盆悔的材に於ける綱杏成植ミ野照すれば梅めて類似の結果を示せり。

い舟十九力の試儉成Riに4W此絞膊照上の便底に資するため各岗彿平均値を以て共成裁を 

列罪すれば卸二十一片の如し。

菊二十』 各樹極別平均値比校投

樹 M 咤 魚 全J!Kめで.i R »凯ゆ

J£ 材
K i 角 S

«
號 名

比!
爪

心の・
最大!ift 伙•牧村片の 

员大伉平kJ 飛大威 供試材片の 
最大攻平均

1 •>H 1 3 •1
ロ 6 8 >

XVI エゾマッ〔北) 32 42.8 0.33 0.19 0.27 0.07 69

V パクぜミ —' — 一 —
・・I

—

VJ! タリ以 23 41.8 0.50 0.21 0.37 0.09 60

XVI! トドマツ(北) 52 38.6 0.33 0.17 0.23 0.08 60

IV •Q 4 33 41.6 0.62 0.25 0.30 • 0.0つ 61

VIII レラペ 29 10.2 〇,42 0.19 0.31 0.02 79

I しノキ 44 •11.6 0.-12 0.20 0.33 0.05 •13

11 サハワ 27 33.4 0.50 0.20 0.25 1 0.04 12

III アスナ“ 35 I 47.2 0.46 0.17 0.21 0.04 26

VI ツ »• 25 1 51.2 0.60 0.20 0.46 0.10 19

XV11I ア ナ(北) 38 61.8 3.-16 0.46 1.50 0.27 14

IX 32 021 1.38 0.54 1.04 0.18 3

XIX ナ バ此) 52 67.3 0.90 0.34 0 70 0.23 6

X ff 29 70.1 1.21 0.34 0.68 0.14 2

XX ハ、)V ') く 北) 41 61.7 2.80 0.69 1.67 0.29 3

XI ff 36 52.7 3.83 0.76 1.58 0.32 4

XXI ャチダ七G!匕) 30 03.4 0.57 0.21 0.27 0.10 17

N111 シ山ゲ 32 58.1 以)8 0.25 0.50 0.12 16

XXII ホ•ノ M北> 31 48.7 0.70 0.29 0.83 0.20 3

MV 〃 41 50.7 ().48 0.35 0.33 0.11 3

XXIII カツラ«北) 31 47.5 2.00 0.54 0.73 0.25■ 2S

XV 〃 37 48・$ 1.37 0.47 1.17 0.22 J3

XII Wヅメ 31 72.0 1.01 0.42 0.75 0.29 5
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其成績に依れば反張やは比亟さは密接なる關係を彳jす6事な冷を溜められ全く各個娘の包 

栽する増從特に年格の不彩調に起因する不推ぶ臓收縮にP4る卜は知二記述せし金街的您に於 

てら忽めらる、事實なり。然れきも反張の程度が垒杭的材に對し片しから;るは各供,好J片 

に就さ不顆綢覆收縮を誘起する瑕洗中共存在する範期廣汎ならずして軍に曷部的因子ミして 

包栽せらろろ甥合・は足に接する燈渕&5材・ 部に依り相址緊張相毅せらろ、關係:上單に潜在す〇 

狀悠に洗かる、ものなり。

反張の狀感・' 型に尚し比較的縁にして程度も亦样しからずして供,试材・の橫斷血年轮走向 

さは密接なる關係を有せず。

4 •拾柝的材の「添ひ一・側査試驗成相

大正拾五年七月大割材の束部に腕する供試材を製材・し樹心に接して拾椒的材安本宛採集寸 

るものミせしも,供試材中干割,腐朽共他の缺點備しきため採集困雄なるものを生じたり。 

故に針葉樹材に於ては逮拾九本,濶葉樹材•は四拾本合計六拾九本を木电り得たるに過きざ 

ぎ。又採集位洗は供の形狀により不同を生じたるは已むを得ざろ応なり。

供袱材片の粉柴方法並に反俄剥査測定方法は冬椀角材に於て施行せし別淮方法に依りてEI 

行し 供試材片木取以後約会拾述ヶ月を經過し全く氣轮狀悠に利達せし卩.网］を選ぴ昭和四年 

悪月之を測定す。共成結に依れば反張の程度五柝角材より制・少なる傾向を示し•不格よ撇 

收縮を誘起する因子中扁部的に包・钱せらる,ものは益々消殺せらる、を認めらる。然れミ・も 

状駿地野尻技ヒノキ材の如く樹心に著し0槍を有せしものは会析的材より反弧大なる結果を 

生じたる例縦な言に非らざるも一般に倒・棄樹は濶乘樹に比校して反張率小にして,濶菜樹中 

ハリギリは共最羸を示す。

玆に捨梅伯材の反張率最大値を樹莉別に列舉:すれば第二十二表に示すが如し。

8L

爲:十二表 拾棉的村の樹種別反狼幸址大値

濫 さ 蝠 髙 さ 皿

赐
全Kusi -r s 
ft 分 岑

全長にJiす§ 
if 分牟

14 
名

全長1二到す§
IT 分华

全艮に到す季
W ケ率

2 :; ・1 5 G

エソマッ］北> 0.15 <).13 ア ナ<北) 0.30 (>.12

バナS 0.21) 013 0.58 0.33

・勺し 0.20 0.00 ナ ・北> 0.33 0.12

1.00 0.5!

ハ、)V ')く北> 0.24 0.45
トド-。(北) 0.09 0.00

rr 0.67 13M
•■S' 4 <>.37

0.25

0.18
•'•チダ匕二 0.24 0.12

ひラベ 0.14
シホザ 0.30 0.15

w 〜 ノ ・C4t> 0.21 0.33

0.41 0.15 0.19 0.33

V "リ 〇•46 0.13 カッg匕> 0.79 〇・73

アスナロ <).37 <).21 0.27 0.33

V V 0.25 0.13 ミヅメ 0.46 0.13

5 角材に關する「狂ひ」の比帔成績

片在の試魚成結中木材・の「狂ひ」に關し大さを異にする角材を供試材さして使川し,快张の 

御須種煩职に京因淬に就・調:性研究せられ・なる成黝睛だ少な <,特に資材中に包戒せられた 

ん不整Mt解収戏が地方・的知穢因子に因り角材・の「狂ひ」に及ぼす影焼に就さTは尙詳夜すべ 

湛要素多々あるを識るに及ぴては唯本綱作に關する成績を以て克ちに一般木材の「狙:ひ」を推 

的する事困難なるは明かな〇地實にして,是に加ふるに叙上せし成績の示す如く「狂ひ」は貪 

£4片各個懶の包栽する不弊,楠K旅瑜的)仃無,程!號に因り相異あるを以て同一資材さ雖も均® 

たるを得さるものな膈 從って「源ひ|に再する根木京内たる不嘘詢將紐織の生因を岡明なら 

しめ,以て各蜿相巨IIIJの性質を比較對照するは最も砌なる华項な〇ミす。故に若者は鉄 

に,木綱査に供せし供試材の純附內に於て得たる試股成績を以て同一樹郁相互間の性也を論 

咒するも。)ミ為し,尙調任を茨すべ言要素に對・しては他II别項さして滿せせんミす。内に各拗 

掘に就营大さを異にする角材に關する全長に對・する反眼率を比帔對照すれば成績次彼の如し
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S3
其成紹に依れば反張の程度は樹はに依って異な〇,供,剧蜥中針葉剧母は濶葉樹材に此段 

して僅少なる傾向を皇するも渕葉樹中ホ、ノキ•シホヂ,ヤチダモの如mは針菜樹に亞く’成 

ぶを示せり。足を供试持の神類及ぴ大さに就击て考察すれば一般に供試材片の大さ暗大す〇 

に伴ひ反扱の程岐は之に区して減少する知向あるを贸あらる、も其間には一定の比率的關係 

を指示せざるはイ累M冷收縮の括徴ざも湘ひ得べく•特に反張率の虽大値に於て更に其差呢 

懸おの坦僧なるは林木の生育中内外のN子に影無せられ後天的に缺気せられたる不蛟渦なる 

想造の供部材中に潜促する位胡业に程度に起因するがを础雜するものなりさ,忍む。又反强の 

い顷即ち相四反泌 軍囲反帳寿は.It•結果に於て差異あるが如き裁な亍に非ざるも其根本的原 

因を探求すればM竟6整調撤收縮に起因するものにして包栽せし术摊の神知に依り共程度を 

具にす。

斯くの如く本用を隔成す6組織の不段綱は不眺・臓收锚に對し最も密接なる期係を有すQ 
は附二記述せし剥住成谴に依oinjiiceな〇も各樹神に就立林杞I沛中に如何なる環境特に気飮 

的彫密に固りが•整凋般を牌成せし山來又は供試樹际中特有なる不蜷脚sが如何な〇根本的慷 

叫”3て發達,消毅せらる、やは猶林本生均州係に伴ふ柳物生理學的研究を要するを以て 

他］1に詼り,玆に反取現象に封し密接なる關係を有すろ因子に就き摘’妥を示せば次の如し。•

1. 供泊材・の能心に近接して採堡せし供湛材片は反張率大なる頑向を示すは波狀木理を將成 

する機會多mに因るものにして針葉樹材は比较的影響せらろ、腸の少なし。

2. 術は之を包む材部に環狀木理を形成せしめ年榆の整調を陶す主蛻I用に屬し特に濶葉囲材 

に於てJ«；w 比彼的大なるは環狀木¢1!の材部に横汎なる範閥に亘りて波及する傾向多言 

に成る。故に供试材片中C型に爾する大節を包载する歩合は著しぎA型反强を惹起す 

るものにしてブナ材に之を鈍る.が多し〇之に反し”型に脳すろ節は反狼に及ほす影瀏骡 

少にして特にヒノキ,サハラ材に於ては影朴あるを認められず。

;・供,优材中曲幹材,偏心材並に妾而波狀をなす起伏を冇する資材等は供試材片に綏漫なる 

波狀木理を生じ,反張に犯して撮も影響を及ぼす因子にして不紫部臘の典型さも翻］ふを 

得ペくして,足に加ふるに交鉗木理,側蛛桀狀本理に枫れを作ふ揚合は年輪の整謝を缺 

上反張に反張を•氐ね金く混亂錯雜を里し,何れを以て主原因さなすや判定に苦しむが 

如3結果を生ず。斯くの如$は濶葉樹に多く何れも“型に脯する相阅反荥狀態の相映せ 

るを器む。
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4.入皮,槍,傷善の瑕斑は父林木/1沛中年赣の不铭詞を話起すろ県囚をZ. L・聞こ供“印 

片に反張を生ぜしむる場合多古いピミして軍演反强状態を卩し反れお荐しからず

&・忍材を含じ供乱材片の反張を生ずる揚玲多湧は倂阙桀闵共通に:哉る現依なるも恭渦め我 

縮に因るもの融からず。

6.供試材片の比亚は反張率に對し苦しき阕係を仃せざ乙は節,「・您奔の如i>は比,"剛 

大せしむる烦向あるE共に反張の間接的好洲をなすも,反張は［:述せしが如く上さして 

不・奮的なる紐板構造を包藏するために生ずろ現象なろに依る。

玆に例,澄を以て示せば第四卜八S3の如く供試材樹神.中ハリギリの反炒し9は其特Rミし 

制ひ得べき蜘蛛棄狀木理を包彩するに起因するものにして比成ざの姻係芥しからず。ヒノ i 
に於ても亦鎮似せる成績を示すし,供試材片中腦,節尊を包蔵せしため年憶の噂紬jを缺さ反 

張を伴ふちのを生じ比无も亦大なるも,之に反して比亚大なれミ・も反,歩全件は:・るもの比伦 

的多当は其間に老しき關係を有せざるを認め得べし。(笫四十九闔冬照)
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第四I・九圖
「狂ひ」ざ比重:どの關係
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收縮試驗成績

澗査株險方法

R5

供試はの不遂的扱收縮にI:切して胜に記述せし綢査成就を以て反張現象を谦勺得たるも股调 

的收縮は年輪炮問にして瑕班を包栽せざる排板に就せ之を調査するに非ざればお樹極固有の 

孙性を完彳:に發抑せしめ得ざるものミ毅む。故に本制査に於ては大正拾三年七月供試材木取 

”に際し(第•間相収圈金照)大:切材の西部に厨する部分より採集せし抵目板四枚より適常 

なる資材を選ぷものさす。

格關眨收廟即ち容積の收綿!に關しては一般に木材利用上生材•爲時よ <)漸次含有水分を減失 

し終にU乾狀態に判達せし期間中に生ずる收縮现象を,V技す〇は拍も肝要なる要素なるも本 

綱査に於ては供試材の紿數簌しき枚數に及ぴ之をー评に短呻！Iを以て木!"伟業を施行す6 

事困锥なりし爲供試片片の選定,採集並に加工に對しては试拾H以上の日数を經過し,比較 

的乾牴し易§針葉樹Mは旌に作業中氣惓狀態に達せんさするものを生じたり。斯くの如く止 

む•を粽:• oUWiにより供M材片の生材叶含む水分の墓率を缺きたる!S供就材片は生材ミ見做 

し得べから:,るを以て玆に生材IIぶよく)泉乾材咕に至る期間中の收縮率の浏定は足を除くもの 

こせり。されミ板村に生ずる反,版は乾燥に作ひ徐々に去現するを以て吸材時を基準さなすも 

卜;し,差異なチものら电めらる、が故に供試材・片木取りに際し採集せし四枚の枉板は內述枚 

を!"匆段仃ちに介瓯內捌上に横段ビなし乾燥に伴ふ不整,醐很收縮現鱼を謝査すお資料にあ 

て他の遠牧の征板より広さ(繊維方向)逢拾幅編(牛径方向)忒拾椒,及ぴ&さ(切線方向) 

•7.五桁の板材を各供試・材に就詩合・枚宛採集しi任ちに鲍削し前者ピ同樣倉姓內に貯藏し板材 

にじ:けろ反張現条の綢査に資レ更に共板材中より可及的瑕说を包蔵せざる」旅の桩板を採 

化し」郷間用內乾煙法に依り氣乾狀態に邳臼氣臨材咯の收縮率側定供試材片ミ爲し艳對危燥 

町・に件ナる蛤剛側攵縮率を測定するものさす。

怎乾材娘「眾並に大さを测定せる收縮率測定供試材"片は自助調節器付加熱乾燥帰中に於て 

潮次陽温度に上卯し掛氏?Y展に達せしめ爪底の愛化を認めざるに至。て再ぴ禾址並に大さを 

測定し經’寸乾嫌峙に對・する收縮率及び水分含有书を算出す。供就村片の大さの測定には遊尺 

付细跋製临尺を使JIJし五拾分・之一極單位ミ為し,旭さは「ミクロメーター」に依〇百分之ー 

彻單位を以て測定す。正;止は瓦蹤位ミ爲す。

2 試験成糾

⑴整調院收縮試圾成績
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各供試材より採集せし忒枚の供制E板材に就当昭和四年二月副住せし成沽全供地 

別に平均値を以て示せば菊二I・叫&の如し。

第二十四衣 供試材試驗地別成沛女

树 供あ 絶半乾鶴時t第 岫

爲 F
、剛ft方向)

四

違

1

«« 
名

2 1—3～

試
木鉄

4

松
上

5 |
くな>

［ぶ〇;

t
パ臨)

1厂

PZ ナ

～厂

材

--- —

I U ノ キ 駁 原 2 6.0 15.7 37.3 1.5 4.0 0.2 10

王 湖 3 6.5 15.5 38.0 1.S か 0.3 〇

上 松 4 8.0 15.6 37.0 2.1 3.6 0.2 10

野 尻 5 4.0 15.G 35.3 LG 3.1 0.2 10

妻 6 5.0 15.8 38.7 L5 2.9 0.2 〇
1 湯舟滞 7 4.0 15.5 39.2 1.5 3.8 0.2： 10

平 均 56 15.6 377 17 36 02 7

JI サハ う 王 溫 8 7.0 14.9 31/1 L5 3.8 0.1 J0

野 尻 9 4.0 151 32.5 1.0 4.2 0.2 10

斐 籠 10 4.5 15.1 32.8 1.7 4.0 0.1 10

湯舟滓 11 4.0 15.4 26.2 0.8 1.3 0.5 10

平 均 4.9 151 307 14 33 02 10

III アスナ 〇 王 流 12 9.0 15.5 41.5 2.4 •1.4 0.1 10

上 松 13 9.0 15.1 38.3 2.1 4.2 0.2 〇

野 冗 14 6.0 16.0 49.7 2.S 4.9 0.2 〇

妻 爺 15 6.0 10.0 43.9 2.2 4.0 0.2 10

湯舟滓 16 6.0 15.9 45.4 2.0 4.3 0.1 〇

平 均 72 157 438 2.4 45 02 4

IV ミ 皿 明 17 6.0 15.3 38.0 2.1 4.2 0.1
f - . .1

18 3.0 17.0 47.2 2.2 3.6 0.4

藪 原 19 4.0 16.2 38.0 2.3 4.7 0.1

裾 化 20 5.0 14.6 38.1 3.7 4.4 0.2

平 均 4.5, 15.8 40.5 24 42 02

ヾ パワ毛 ミ 奈良井 21 5.0 15.0 40.1 2.3 2.9 0.3

VI ツ 力・ 改 訪 23 10.0 15.5 42.8 2.4 4.3 ! 0.2 50

滅 25 11.0 15.7 47.0 2.7 4.6 '、 0.2 〇

招 .a 26 9.0 15.4 65.0 2.1 2.6 1 0.4 20
27 9.0 1G.1 48.5 2,7 •1.0 0.1 10

歩 笊 28 9.0 15.7 43.2 2.4 4.2 0.2 〇

平 均 9.6 157 47.3 25 41 02 16
1 ------------ ---------------- :—

S7

絹别乾段時=

15.7 42.1 3.31 4.3 0.1
16.4 38.6 2.8 1 4.2 0.2 一

16.1 33.0 2.8 -1.6 0.2 —
14.7 40.3 1.2 2.2 0.4 —

157 38 6 2-4 3-8 02 —

13.1 39.3 2.7 6.0 0.1 —

15.7 39.0 2.2 4.7 0.3 —

14.5 40.5 2.8 5.0 0.1 —
14.9 40.9 2.6 4.9 0.2 —

15.0 85.3 2.9 5.2 0.2 —
150 390 26 52 02 —

16.6 52.8 2.6 4.9 0.3
10.8 5-L4 3.5 5.0 0.3 —
10.3 56.2 3.3 3.7 0.2 —
16.3 ' 59.2 2.6 4.9 0.4 ----
15.7 01.9 2.3 4.9 0.4 —

16.3 569 27 47 03 —

15.8 65.1 2.7 4.8 0.3 30
14.9 77.0 3.2 6.4 0.2 〇
15.0 70.5 2.4 4.8 0.3 10
15.6 77.1 3.3 C.2 0.1 10
14.9 70.8 3.4 6., 0.1 10
152 721 30 5-4 02 12

15.5 46.4 2.G 4.3 0.2 20
15.9 42.1 2.3 4.2 0.3 10
15.6 50.1 2.8 4.4 0.2 20
15.1 47.7 2.5 4.。 0.2 〇
15.5 57.2 3.7 4.6 0.3 〇

15.5 487 28 43 02 10
16.1 64.3 3.3•二 3.9 0.2 50
15.1 63.3 2.6 3.2 0.2 〇
15.8 75.1 4.4 4.2 0.3 20
10.6 08.3 4.1 4.4 0.2 GO
1GJ 73.8 4.1 5.1 0.3 40
159 668 39 4.2 〇・2 34

8.0

9.0
3.0
5.0

63

5.0
3.0

8.0
5.0
3.0

48

7.0
5.0
5.0

6.0
4.0

54

1.0
エ。

11
5.0
5.0
76

5.0
5.0
3.0 j
3.0 ；

3-0
38
6.0
0.0
7.0
7-0；

7.0

含
水

___,ぐ％)
3 I 〇

佻番
代
E

\

29 I

31
32

33

34 I
35

36
37

38
39
40
41
42

43

•11
45
4B
47

48
49

50
51
52

53

54
55
50
57 !

上松

野W

財 割 24
均

名 名

1 3 1

VII »ウ 匕 01 的

蔽 原
蹈

平 均

VIII ”リ 訪
〃
ft

福 烏
n

平 均

IX ナ 王 溫
上 松
野 丿尤
丞 瓶
湯廊澤
平 均

X ナ 王
上 松
野 时

嬰 謂
湯舟湯
平 均

XI ハ、) V 9 王 雜

〃 

湯舟沖
平均

XII日ジメ王術 
上松 
野)>L 
湛a 
湯舟澤 
平均 6.4

*
.

!!
烏3

経
比
禾
平
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明 割 決 侏あ 邮 絶對花％收縮率
邊ー

滎 種

S3 名

版 
地 
名

,試
木:

岭
■/;
&

水

(.?〇) *100 J (.<£11
Yfサ 
(・校 11):

く％)］ 
為 ナ!
(樸抽カ向,

M 
楸 
興?—

~f~ ~~S~ 1 3 厂 6 h 1 7 8 ? 10 '11

xn! シ,h r 湯舟澤 S3 0.0 10.9 65.3 2.7 8.0 0.3 —

59 6.0 16.7 60.1 3.1 0.3 0.1 —■

〇〇 5.0 15.3 60.0 2.7 •1.7 0.2 —

ff 61 5.0 15.4 51.8 2.3 4.5 0.1 —

〃 02 <；.〇 15.1* 49.3 1.9 4.1 0,3 —

平均 56 160 553 25 4 8 02 —*

XIヾホ・ノ刀 王漢 63 4.0 16.5 51.6 3.1 fi.2 0.3 40

上松 M 5.0 15.0 51.0 3.2 4.5 0.1 〇

野BL 65 0.0 15.5 52.3 3.2 •1.5 0.1 10

養箫 60 4.0 16.2 38.0 2.3 4.1 0.3 20

湯舟滞 67 3.0 15.2 47.9 2.0 4.0 0.3 3U

車均 44 159 482 29 4-7 02 20

XVカッラ 王袍 68 3.0 15.0 -14.7 2.5 3.5 0.4 no

上松 69 7,0 15.2 14.1 2.4 3.2 0.4 20

野尻 70 8.0 15.4 -U.S 2.2 3.2 0.4 30

斐籠 71 3.0 10.3 41.5 2.5 ：t.7 0.3 50

湯舟澤 72 8.0 15.9 42.4 24 3.0 0.2 :M)

平均 58 15.6 428 2.4 3.4 03 42

XVIエゾー・ッ 北海溢 73 4.0 10.4 34.6 1.9 3.V 0.1 —

ff 74 9.0 10.9 37.2 2.7 5.2 ().1 —

75 7.0 10.7 36.0 2.7 5.1 仇1 —

70 8.0 】G・G 44.0 3.2 ル8 0.1 —

〃 77 6.0 16.0 44.4 3.5 (i.5 0.1 —

平均 6-8 165 394 28 53 01 —

xvirトドー、・ッ 北海滥 78 3.0 15.1 32.9 • 2.4 4・1 0.1 —

〃 79 3.0 15.6 34.0 L8 5.4 0.1 --

〃 80 2.5 15.5 37.4 2.4 5.4 0.1 一

〃 81 2.0 16.0 38.4 2.7 5.7 0.1 —

82 3.0 1G.4 35.4 2.3 5.3 0.1

平均 2.7 157 356 23 52 ai

xvrn r ナ 北海道 83 7.0 10.0 52.2 2.5 3.7 0.2 50
85 7.0 10.G 45.1 20 4.5 0.3 50
8G 4.0 17.6 57.0 2.8 6.8 0.2 〇

〃 87 5.0 10.9 60-7 2.9 7.9 0.2 〇

平均 5-8 168 54.0 26 57 02 25

89

BI »| 段
1

好 合 紹”あ煙的=貯ス・收棉率 饌
皿
於
M |

14
名

地
名

就

ィ皿

检
胃

ホ
規

C%D CxlOOl
ぐ凱［

3

Mサ嘉 サ
(坂11)ド繊罐方向)

材
奉

1 2 3 ■ 4' ■ 1 ft G 7 S V 10 11
XIX '

*
d

北诲道 88 11.0
16.2 ' I

48.6 2.1 4.2 0.2 〇
89 13.0 16.8 65.3 3.1 5.3 0.1 〇

々 1U> 11.0 16.7 60.S 2.9 0.3 0.2 〇
VI 5.0 16.4 08.9 2.5 5.2 0.2 〇
92 12.0 17.1 57.S 5.0 0.2 10

平均 102 166 603 26 52 02 2

XX ハ V V V 北海道 93 5.0 15.1 49.8 2.6 4.4 0.3 —
94 4.0 1-L8 43.5 2.4 3.3 0.3 —

V5 4.0 15.0 44.8 以。! 6.1 0.4 —
96 5.0 15.6 52.2 2.6 1 4.8 0.2 一
97 4.0 15.6 40.8 2.4 5.1 0.3 一

平均 4.4 15 2 4M 2-4 47 03 —
XXI ヤヂkp 北海诋 9S 7.0 1G.7 50.4 3.8 3.2 0.4 10

〃 99 4.0 10.6 65.6 3.2 5.S 0.2 20
100 4.8 16.7 57.5 3.2 5.3 0.2 10
101 •5.0 16.0 阳G 3.3 砧 0.2 10
102 4.5 lfi.9 51.0 2.5 9.S 0.3 20

平均 53 166 582 30 59 03 14
XXII ホ ' ノキ 北海道 103 G・(l lfi.2 46.5 2.2 4.G 0.1 20

〃 104 5.0 l-l.-l 42.6 2.2 3¢ 0.3 30
// 105 <>.<) M.S 42.1 2.2 3.G 0.2 30

ion 8.0 14.1 g 2.3 5.7 0.2 〇
107 <>.8 】G・0 14.7 2.7 4.7 0.2 20

平均 64 149 44.6 23 44 02 20
XXIII 力 ツ9 北尚道 1OS 4・() 14.4 40.7 2.1 3.0 0,2 40

〃 109 ：<« 1-1.8 50.9 2.1 5.1 0.3 4()

110 7.0 15.2 •11.2 2.4 3.7 0.2 50
〃 111 5.0 14.9 44.5 2.1 4.8 0.2 40

平均 50 148 44-3 23 4-3 02 42

共成緒に依れば各樹種就験地別に年輪密度:站に含水依の差異苫しきを阕めざるは本調査供 

はH・片さして均冷;なる因子を通有する資材を苑集し得たりさ闹ふを得べく,從って板材の各 

測定方向に於ける收縮率は岖郦5に伽する各樹稀個仃の成、績を示すものさ認む。

断くして氣乾狀態より絕到絃燥叶に到達する期I川中に生じたる收縮率を比較對照すわば高 

さの敗縮は何れも小にして特にエゾマッ,トドマツは供試樹種中,址低即ち〇.］%を示せ
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〇〇幅の收縮率之に蔬く‘を見るい件樹神に就凯ズ驗地別成紡は何れも汚しき逐夷を忌められ 

ず。夂"さの收縮率は比枝的大にして各試场地別に稍兑髡あるを,忍む・るし沖しからず。挡 

各方向に對する收縮率を絶乾比如ニ比枝すれば竹樹種に就寺試驗地別に弥しさ的係を打する 

を;®めず。

玆に同一樹種に就ヨ其成紋を比岐する便宜上共平均値を以て示せば第二十万・.表の如し。

第二十五表 収縮率樹翅別平均値

甜

冲
名

毋
犢
密
度

二 

g 803)

絕野乾燥時に労する敝緇率(:淆

ぐ征ID
\'f- 5
3 in

爲 s
攘雄ガ向

1 s — 3 ___ 4 g ~7~ 8

XVI エヅマッ3) (1.8 16.5 39.4 2.8 5.3 0.1

V パラでミ 5.0 15.0 40.1 2.3 2.9 0.3

VII タ ク 匕 G3 15.7 38.6 2.4 3.8 0.2

XVII トドマツ«北) 2.7 15.7 35.6 2.3 5.2 0.1

IV や 5 4.5 15.8 40.3 2.4 4.2 0.3

VITT シつペ 4.8 15.0 39.0 2.0 5.2 0.2

J ヒノ キ 5.6 15.6 37.7 1.7 3.6 0.2

II サバラ 4.9 15.1 30.7 1.4 3.3 0.2

III アスナロ 7.2 15.7 43.8 S.4 4.5 o.a

VI ツ V 9.6 15.7 47.3 2.5 -1.1 0.2

XVIII ブ ナ(北:) 5.8 16.8 54.0 2.6 5.7 0.2

IX 〃 5.4 16.3 50.9 2.7 4.7 0.3

XIX ナ 9 (:北') 10.2 10.6 <50.3 2・G 5.2 0.2

X 7.6 15.2 72.1 3.0 5.4 0.2

XX ハ«)¥リ(:北) 4.4 15.2 47.4 2.4 4.7 0.3

XI 3.8 15.5 48.7 2.8 4.3 (1.2

XXI Vチグモ(,北") 5.3 16.0 58.2 3.0 5.9 0.3

XII シホ r 5.6 16.0 55.3 2.5 4.8 0.3

XXII ホ、ノキ(北) 6.4 14.9 44.0 2.3 4.4 0.2

XIV f/ 4.4 15.9 43.2 2.9 4.7 0.2

XXIII わッ・)«北:) 5.0 14.8 44.3 2.3 4.8 0.2

XV 〃 5.8 15.0 42.8 2.4 3.4 0.8

XII W ヅ メ 6.4 15.9 06.8 3.9 4.2 0.2
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供忒桝附I响・乘崩材は调菓樹材に比較すれば各測定方向に於ける收觀率傾少なろは上陀の 

成祥Iに依〇觀察し待ペ占し尚樹稀に就9共成秘を油覧すればエゾマッ,トド・、・ッ,シラべに 

於て厚さの收締比較的大なるは他に兄ざる傾向にして從って叙上せし如く回卷上に薯し喜于 

周を生じた6は(I W冬照)又之ミ密接なる期保を有するものにして渕菊樹中ブナ,ナラに於 

て類似の傾向を,尺)•。ヒノキ・リハラは全般を汕じて繋渦伽煽!比較的僅少なるは其個右性 

ミ‘"られ・尙同-樹種相互間さ雖も撤めて近似の成紡を呈す。

斯くして本剧由に於ては樹術間の性找化校上の便宜に資する13長州間倉庫內に於て同 

一條件に用きて供試材片を貯哀し水分含有率の均等如汁りたる！$め成績衣に示すが如く各樹 

械は共總平均価のI5Xに極めて近似の結果を示せり。從って木成茹の示す收縮率は水分の 

时15.8%より絶針乾燥状慫に至る剛內に於ける成誠を示すものなり。然るに一般木材は 

貢材の大さ,測定の期節,也に共他の因子を均yならしむるさ靴も氣乾材畤含水低は樹種に依 

"次あるは本邛に於ける旣往の成結く’>に微し明かなり。故に實際上共成箱を金照せんさ 

する埸合は本成紂iに對し条1乾材吟水分含有率の明減を考慮すべきものなり:,

(2) 不临I攝收縮灘控成綃

各樹種に就9前述せし蜘嫩收縮供試材片さ共に探集せし枉板材に网し長期冊の乾爍に伴 

ひて生じたる不灼财牖收縮並に各樹極の表現せし特徴ある性斑を摘錄すれば概耍次の如し〇 

(第五十圖套照)

q轮の康狹に係らず秋材部は春材部に比帔すれば切線方向の收縮率大なるは創莱樹並に潤 

葉じ［を通じて一般的性質なるを留めらる。故に艮明問を要して乾燥せし框板材の表而は各年 

輸の秋片部,存材部に依り波狀起伏を呈し共現象段も頑し寺はトド"・ツにしてヒノキ,サハラ 

は应も休少なり。而して濶葉樹林中に於ては環孔材・は散孔材より波狀,起伏を生ずる状将し 

くして共現象は更に絕郷乾爍狀您に・韻する程明瞭に表現する性質を有す。故に年輪密度の 

大小はJE影并を罢る場合眇からずして針菓樹材は年輪密度大な6部分は小なる部分に比較す 

れば切線方向の收縮率大な6傾向を有し裝も冲しきはエゾマッ,トドマツにしてヒノキ,サハ 

ラは之に反す。然るに恰を冇す〇場合は切線方向の收縮率は小にして髙さの方向(繼維方向) 

の收縮率は样しく大なる傾向を示す。(第五十一岡,第无十二岡な照)

斯くの如く枉板のAim・に現はるゝ不.整調饌现象を皇する關係上供試材片中年愉不整調にし

I) 薛岡光艮氏:ー木材の嵐乾含水军に・帆し 林學會缩踌 第十一卷 革四N
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て而も曷部知二推を包含する供試材は扃部的に收縮率を相違する｛3共子湎波狀をXす〇は理 

の當燃にして就中年愉の走向亂關せる製合は內部應カの不均等を生じ必Gす心帳を伯:、 も餌 

菓樹材は其程度比校的僅少なり。乂供は材片の崩斷血・上に現はる»赫探の走向は板甘の反張 

さ密接なる關係を有するものにして顷脇向する"拾はJ倒h方向さ 致する反版を仰ひ問 

接に年輛の亂制に關係するものにして濶葉瑚種中ブナ,ナラ・ハリ4-リ・ホ、 ノキ莎は比絞 

的其程度著しくしてカツラ,ミヅメに於て僅少なるは交錯木理な包蘇する投合乡9必他の形 

您を以て表以せら〇 «故なり。即ちミヅノ・カッラ粕の如く交錯本理(あ71十三岡參照,を 

有する那多岩揚合は框板の横斷ゆは瓦狀を呈するを待微ざし供試材表而に生じたる波狀版米 

さー萩すろものにして特に£ヅメは交錯木理に握れを件ふ場合多き!3縦斷而I」二依瓶狀反米 

を呈するも共波畏は小なり。尙異狀收缩の僞表面に蓍し号皺狀を兄せしは唯ハリギリに於て 

のみ敵らる・現象にして是等は何れも不繫澗制攵縮に依る現象なり三雖も又各樹稀獨特の& 

徴さ謂ふを得べし。(密五十四圖,笫五・十五岡冬照)

猶鼓に大正拾三年供試材片製作木取りに際し援集せし枉板材(嶼形の価長期間斜州I•二 

枚の粗材)に就9不整綱體收縮現製を詳査すれば乂各樹種凝特の特微を竖するを阍めらる 

即ち常剥なる隔造を有する供試材片は鈔葉樹稀に多くして湖葉剧種.には極めて休少なるは以 

て兩者の性質の良否を判定する根本的妾素にして從って反張の程度も亦濶葉樹秫に於て比俊 

的大なり。されミ特にミヅメはエズマッ,トドマツ,ヒノキに比俊し符べ,極めて僅少なる 

反张程度を示せしは波長短か岂振れを件ふ交錯木理を包戟する關係上共影轉は長轶狀の龙您 

を以てのみ現はる、場合多mに依ろ〇

概即は全般に亘り多少※めらる、も颂样ならずして顔:ろ虹狀の程度拝し < 共剛［*4は樹心.迎 

の波狀に作ふ波狀木理の出税に因るもの多くして針葉樹に於て样しからざるも澗藜樹中’ 

ナ,ナラ,ハリギリ,ホ、ノキ等に斷習なるもの多し。

波狀を呈せし場合はアスナロは比俊的样し <.振れを伴ふ交錯木理に依り誘起せられたる 

傾向を潔められ又潤葉樹中ブナ,ナラ,ハリギ<リ,ミヅメに生せ‘し場合あるも・しからす。 

以旗狀は針葉樹毬中之を觀る場合は極めて僅少にして濶葉樹種就中ハリ・ハミヅメに‘し 

きは主さして波狀木理に起因し特にハリ・リに生ずる場合は共波長紐なり。

皺狀现象はハリドリに限らる、袂ありて瓦狀を呈するはカッラ・ミッ‘メに多く忍めf"ろ・ 

は前述せし板材の場合さ極めて類似の成卻を呈するものにして,披れはハリギリにのカ兄’

〇〇

第不十四圖

收縮試臉供試材

初穂 船戏 香魏

ハ')¥!, 泌舟浑 5 2

仕日权・而」」:我はれたS邮恰印不整明耿必i .
不没岡俅牧爐の木口に現はれ於る狀!£を示す

く三好撮tn

第五十五圓

收縮試驗供試材

刷僅 京地 存號

ハリ¥ ') 湯舟澤 5 2

極板杖の火而じ現はれれる脾険な示す

く三好搆«•<



第五十四圖

第五十五圖
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是等外初的現兼を通诋すれば各樹耗に就9共通的戒は固仃的に生ずる場合眇がらさ’るも共 

依って決る螟因を考究すれば何れも不整凋なる構造を包錢すびに生ずる現象にして佐樹毬 

に就9的付を使坦せし防張・邑成績ミ極めて頊似する傾向を示し就中曲幹材の賜合に趣る樹 

心棵の门仙・之に件ふ波狀木叩,髓翎の愛仙,節の有無,植等は最も影酔を及ぼす部子にし 

て俄れ,攵錯本叩•蜘妹巣状本理證は扃部的に又は樹種個有の因子芝して是等;不编撇收縮 

を生ぜしむる城困を捣成するものなり。

參 考 文 献

晨林?淋架試驗泓告

農林谷林業試貌衆祖

北海道职林菜試驗報鲁 

林學會應此

Ticiimnn U.D, Kiln <lrying of Lumber, 1917.

Rcooni J・, ICeonomic woods of the United States. 191〇•

Gayer ド” Die IIolzHtlen und ihre Vvrwcnd ing in <Ier Tcchnik. 1928.

l/jrcy T., Hniiil 1> h?!i der FondwMenschnft. 1V25.
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VI. 强弱試驗成績

1試驗方法
本講Mは林業試験場協講會に於て協定せられたる试疏方法に拂・之を施行せしもの「して 

供試材は大正拾三年三月同一時期に伐倒せし供就木の樹梆部より(地1:四尺以上)採集し, 

製材木故せし供試材片は長期間时<内に貯栽し可及的同一なる心扱方法に依°気乾狀態に 

誘躁したるを以て各供試材片は均辛なる格準要素をJI•備するものなり。されミ佻往の牌先现 

驗に依り明瞭なるが如く一般に木材の强度は含行水分の多少;瑕砒就中節の停撫に依り・し 

9爰異あろを圈カらるゝが故に供;•湖片は共缺點を考慮し可及的に試稀;渺の含有•水分を均 

等ならしむる:s共に蛤詞むに就デ調皆比較するものgせり。

本訓査は當揚据付「アムるラーー僧祉製强弱試験機械を使用し抗叩强•負推描,抗味强に就 

当試驗せるものにして,該試魚機械のお容秤地よ二僞延,处小秤;代拾庖"機械荷也點の速度 

は伍秒0.167梅(毎分拾梅)なり。

供試材片の大さは抗隈强供試材片を五粧立方眾さなし繊維方向に荷・氓を加ふろものさな 

し,負推强供就材・片は漸由诙杭平方,Rさ•匕拾万.楓さし抗弧就供M材人・は長さ-’部m粮,前 

会析,厚さ迎・五/を有する角材にして共中央は斷而炊五根平ガ,長さ五厶さなし何れも糸 

乾狀態に就§試殴?・るものミなし抗狄强は絕聲乾燥材に關する試騎5ふるものミせり。

年倫密度は佐供試材片の斷而に於て年愉の半强に於ける平均ー柝間に仔する年榆敬を以て 

之を示し,含水址は抗爬强及ぴ抗强强供試材片に就ぎては供試後之を絶對乾燃狀態に尋凯 

貧推强供試材片に就mては供試後破壊部に近溝部分に於て以さ約沉街の材片を取り之を絶對 

臨燥狀,感に頌湧何れも絶封•乾姻肆の如:址に對する百分率を以て示す。

比巫は各供試材片の雑戒ざ币:址に基きて算出し實傲の・百倍を以て示す。

CD 宸林省林業試験築報第七號
0ノ姦播久治氏:ー北淋道産及伸太布木材の强討做我,農林省林業,我臉辄告第十谈

田中甥古氏:ー右用木材の性質及用途,】’•174.
G. Janka : — Unterauahungen ubvr die Elaslicitat ui»l Fcsdgkcit der OstcrreichiHohcn BaiihoJz.-

<1900)
¢3) Goss: —Aleahnnicxd properties of Western larch. (U・ S. Dep. of Agr. F. S.>

Betid : — ProjJCrticB nn<l Ufiefi of the southern Pines く〃 〃 )

Jtmka : — St idicn uber <1cr Qualilnt n：eh erwacIitciiCn Ejchtenholzes.
(.Cenir. f. il. g. FoMwes^n 1902).
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2試驗成紹

】抗患强

供』材・片(れ柝’Z方將)は大正拾齐•年七月各樹種:に就ぎ供試材の東部に质する大割材・より 

洪材・木取り(舟-•閨 木取岡会照)せし各石梅角材•より採集し血ちに加工饱削を施し供試材 

希強記入の!-.frJ.|<內棚I:にな列し氣乾狀態に導け〇〇怔聚に作ふ水分诚少率将定川ミして同 

咛に加I:せし同型の供舐材片に依り測途せし成績に依り昭和三年二月各供ヨ材・片は全く氣臨 

狀態に到達せしを淡、めたるを以て!'I【司年二月至同年六月期間中に於て强弱が驗を施行せり。

供試材片數はな供試木に就j之を一定せしむ・る必愛上廉め各供メ木より採集せし五拾個中 

より试欢に際し吏に瑕祝を包栽せさる四拾胸を選ぴ之を気乾材呻調茂用ミして诫拾個宛,絕 

岩乾燃材畤ふm用さして逮拾個宛を使川し次式に依I)て强度を求め共平均値を以て示せり〇

卩=¥ ド=抗歷强(心/皿")

ヽー破壊時荷诳(Kg)
n ー供试材片斷而積〇ド)

但し試驗地奈氏井東ヒノキ材は供,试木小なりし】爲供試材片は便宜上・拾個宛させり。

尙試谕に際しては"及的舍付水分の均淳を£|•りたろも供试木の總數多數に及ぴたるさ,,汰 

宸明nは立明に一"りたろ為め共間多少の差異を生じたるを以て各樹神に就0性質比較調査の 

便‘立上洽水代 强按、世に材質商は法正含水底【5dに換験せし我部iを求め之を併記す。

本題査に使iijせし換算式次の如し。

比並の揚令 &su& -C CJ -肪)係數=c =号佥・

强度の揚合 】い=】以+ーゆ 係數•c,= %三・

S«B =法正含水・底(15%)に於ける比兩

叩= " " ”抗懼强

■f -含水・底CJ %)に於ける比页

月=〃 〃 〃 抗歷强

夂木竹産ナラ,ミヅメ’シホデ及ぴ北海道晚ナラ,ヤチダモ等は絶對乾燥卩ぎ强度は将しく大 

にして當歩据付試驗機械の最大秤檢を凌繼せし爲已むを得ず述・五極立方髓を使HJし其成・j

(の 宮井健吉氏:ー北海道産木材の弾性及强度じ關する硏究<演習林研契報告第三卷衛～览P. 3め
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に基m是を五報立方制二挨算せり。容補收斜をは各供試材丿;・の無仞抑ラ澀灼乾燥材時に賞 

する容微の減少率(％)を以て示す。

斯くして各樹種に就き各供即平均値を以て忌魚地別成嚮を示せば舟:十六表の如し。

其成結に依れば各樹種别供試木は用互网に於て年倫密度平灼値に著し当老異を忌めず,乂 

含水仙並に比亚に於ても亦顒样なる睥を忍めさ‘りしは供試材片各個體は可及的瑁就を包我 

せずして整,間なる構造を有するものを鬼集するに努めたるに•泄洲するものにして從って木成 

徹に依る平均値は各囲種固有の姓質を指示するものミ看做し粽べ右なり。

然れ于も各供試木に就句匕/並に强度の除係を洋在すれば共間には密接なる關條を有する 

を識り得べくして本渦佗に供せし供就材片に辎する成績を以て俗樹期別に相関係數を算出す 

れば何れも9.0に近接する正關係を示せるは既往の調齊成績に徹し渚學备・の夙に件述すろ出 

なり。玆に例瀝を以て共關係を示せば第".十六国に示すが如し。

尙比况ミ容稹收縮率ミの關係を觀るに樹種に依りて其程座を異にするも供M樹神•は何れも 

覇微を肖し就中鶏僚の大なりしはヒノキ,アスナ“,ブナ・ナラ・ハリギリ,ヤリ・グモ, 

シ・ヂ等にして,從って强度に於ても亦同様の燃】係あるは比帀:さ强度さの個的二值りて容易 

に窺知し得べし。併し禮,入度等の瑕址を包・谖する揚合はJ郷係を消殺すろ怖向芹しく,シ 

ラベ,モミ,トド-,・ッに其例泣を觀る〇

此處に於て同一樹種別性質の比較剥死に資するため樹陸別平均値を以て共成額を示せばあ 

二十七表の如し。

供試樹秋中針葉樹に於てはエゾマッ,トドマツは之に比校する他の樹柚二對し强度に於て 

稍劣れるを如るミ同咕に容城收縮率は比较的大なる結果を示せり。

昶暖樹に在りては比巾:比较的大にして强度も亦咐大せる成結を示し就中ミヅメに於て片し 

デも同一樹林相垃間には若しき差異を湖めず。紛材質商並に容殺收縮率に於ても頰似の傾向 

を示せり〇

叙上せし成績の示すが如く可及的に整觸Sに就m各樹抓別試驗成績を求めたりざ雖も尙比 

谊さ强度並に容積收縮邵間には相關网旅あるを認めらる。之は畢竟年輸耕披並に解剖學的な 

造の売異に主因するものミ思、考せらるるが故に本綱査の•忌考・に資すろ日的を以て佐椎!神に旋 

さ年倫密度を異にす紀淅立方瞼を供試材片sして鬼集し・简收縮試驗に供せし枉板材の磴 

材を利用し各樹跡に就邑年輪密度の相異せるL5柝立方照を各供試材に就邑拾五個以I:木中 

り,年輪密度さ强度さの蘭係を求めたり。
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第二十七殳 抗獣强比岐な

树 年 糸 乾 材 絕y!乾煙村
法iE含狂他J6%) 
に換津せいオ

種 暮 2水柴 比爪 抗里强 比巾 抗歷將材賃借!」匕皿抗嚥强材TT南
名 度 匕 X100 叫“ x10)沖,に 阳 1 X100阿林

1 •..........4 5 ~s~:7 8 V 10 11 !3

XVI エゾマツ<北) 6.0 16.7 42.8 339 39.6 (；93 17.48 42.6 371 8.73 8.33

V パMミ 3.9 17.8 44.5 342 40.7 G71 16.45 •13.8 397 9.07 7J2

VII "ウじ G.2 13.G 40.8 369 38.0 587 15.48 40.3 338 8.20 6.21

xvi r トドマツぐ北) 2.7 10.5 38.6 321 35.9 5G0 15.61 38.2 344 9.01 8.02

IV « ミ 4.6 15.8 41.5 399 38.G 599 15.92 41.3 •109 9.89 7.80

vm シラY 57 14.3 40.2 361 37.5 G15 16.43 40.4 347 ' 8.59 7.08

T じノキ 5.2 15.0 41.6 388 38.1 529 14.41 11.4 397 9.00 5.72

n サノ、ラ 5.4 15.0 33.4 324 30.2 460 15.31 33.4 oon 9.00 •1.08

ni ァスナn 8.2 16.0 47.2 381 43.3 670 15.46 46.(1 409 8.76 6.80

VI 少 V 9.7 17.5 51.2 419 4G.8 676 14.39 50.4 45G 9.〇« 7.19

X\1II ブ ナ<北) 5.0 19.1 61.8 4〇4 57.4 702 1：!.：!4 60.8 •175 7.83 931

IX ff 4, 18.0 62.1 伯3 57.4 806 11.01 61.2 4W 8.0! 9,邱

XIX ナ ラ<北) 9.2 18.U G7.3 429 G1.9 719 11.59 05.4 666 1 10.17 10.36

X 6.6 18.4 76.1 518 71.5 864 12.01 74.5 771 10.14 11.02

XX ハリ年、)<北) 4.3 18.0 51.7 345 47.0 G79 1424 51-2 404 7.83 8.35

4.7 10.1 52.7 385 •18.7 597 12.00 52,5 39S 7.63 7.48

XXI ヤナダぜ(北) 4.4 20.2 03.4 398 58.3 708 13.24 61.6 597 9.(14 GM
XIII シホゲ 4.2 18.8 58.1 442 53.4 G28 11.72 57.0 G44 11.25 0.35

xxir ・、ノキ(能> 5.6 17.9 48.7 387 44.5 580 13.04 48.1 412 8.66 7.GG

XIV 〃 5.0 17.9 50.7 385 46.3 670 14.41 49.0 432 8.68 7.67

xxin カッラく北) 4.7 13.7 48.2 413 45.1 650 14.39 48.4 398 8.21 <1.09

XV f/ 6.6 15.1 40.3 3SG 42.7 687 13.73 46.3 388 8.37 6.13

XJI ミヅメ 6.0 18.3 72.0 5G1 G6.3 904 13.55 70.0 793 11.37 9.88

第茁•十六圖

比如:W抗瞧強ざの關係
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第五十七圖

年輪密度ざ抗廉强ざの關係 

針 菓 桝佚 誠 村 五/立方

年 輪 粕 典 (三・好.%圖)

第五十八圖

年輪密度ざ抗席强wの開係澗集冽 単孔材



第五十九圖

年輪密度ざ抗啤强ざの關係

爛葉鉗 散:乱材供ベ材 X W ・方

3 4 6 7 & & 1〇 IJ 12 Vi II15

牛 輪 密 度 く三好君圓)

第 六 十 圖

年松密度ざ抗曄强ざの關係

6\ 菜 拼
, 供試材•1-5 « A方



第六十一圖

年輪密度ざ抗應强ざの關係
3f萊樹 環Tし材供誠材 3-5俱立ガ
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第六十二圖 

年輪密度ざ抗歴强ざの關係 

潤葉甥 散孔材供試材 !.5秫在方
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抑々年翰密燧ざは 淅間に"任する年笛數を以て示すは峰に述Pこる處なるも,年卷密度 

の大小は供し本の生存中内外の1*4 了一に影悸せられ牝に地方的条(映狀況ミは裕接なろ圖榕を仃 

する生駐狀態に依り尚しヨ绑を生ずるは衆加の事實な〇〇

而して;甲X•の姑神に依る年輪の紫“VUは緋憤の腐狄均等なるを要項ミなすも均等なる年輪 

の旅狹即ち各年輸の表現する怖(Aは第二次的の娈硝さなすものなりし如何さなれば林木が優 

出なる性些を保仃せんがためには各樹糊固仃年輪密度をJI佃すべ浄は觥往の成績⑴並に著者 

が木竹御料地兼ヒノ斗材に就沉針査せし成诺により岛め得るを以てなり。

兹に本謝たに供せし樹種に就チ年輪裕度さ抗黙就ミの間係を示せば其成卷i自旅衣十七閹至 

第六十二岡の如し。

只:成曷に依れば釦•葉樹に於ては年輪裕度ミ强度さは關係あるも細當ならず。洲葉樹中環孔 

材は年糙密度小なる程共赣•度の堆大する關樵を冇し,之に反し散孔材に於ては•定の陶係を 

双さざるもの多し。

斯くの如く年輪辎度の强度に及ぼす影汗に就わ!:般況を加り符たるt‘尙之を詳査すれば 

共依って來たる!!;洲は秋材率さ密接なる関係を有するを認めらる。い>

佃彩’が甲ん•尚明ミしく構戒せらる、即めにはJE大生艮の糖果作材,秩材のJU横がが戒せられ,共 

隔別の明嵌なろしの多よ L,奉調理に供せし斜集胡中トドマツ,毛ミ,レワべは一 Jし判然た 

方が如さL共抵物潮進的にして,岡別不鮮明なijしため,又溜庭樹中散孔材に於てに不明嗦 

nリLt:め秋材泰の洲定4•除< 〇

抑く秋材の榊成に關しては溶說粗反し末だ歸する所を•知らざるも,林木の生長さは審接な 

る關係を冇し,斜葉樹に於ては生長の衰退に伴って構成せられ,潤葉樹に於ては尊管の形成 

以後漸次發達す6ものさ見做す。剥>

然るに木謝査成績に依れば剑•葉樹に於ける秋材の幅LIは各樹種,各供試木に就mては殆ん 

ミー定し唯年輪の幅口が極端に狹くなる呻初めて秋材の幅LIも亦年恰の幅員に仰って減少す 

る倾向を刀;す辨實,並に濶葉樹中環孔材に於ては一ー年輪內に構成せらる、や管の幅いは各樹 

称别に各供试木に就立略一定せる傾血を有すろ挙實等は木材・の性質に|倒し峻も肝要なる要項 

なり。(第二十八灿査成績雲照)

CD Tanka, <1.;-Stmlien uber .lie Qualitut nnch onvachicnen F ichten h.,lzcs
Cenir, f. <1.rcs. Fosstwcsn.1902

Exiner, AV, F,; -Die mcchaniisalicr Eigenschafteo <len Holzes. 1871
^eaniiin 1,. N.:-lielntion of rate of growth to strength in timber, hulinn Foester, Vol, 1,11.1926
<->佣岡光艮氏:ース、¥の甜院夜定及び植我邸度爆定法に网する研究•林業試除钗咅 第二十咬・
(少 俭平矣三氏;一大日本建?R姿木材の辭制學的灘別,型粉槐督府中央硏究所林業部報告1926
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第二十八表 M在成紡表の-

射 S« 鑒名 名
供焚木

邱総密按 抗歷强 秋材 Ht 秋材幅艳對At

1cm間 % U.

1 2 3 4 5 7 8

XVI ェ Xマ ツ 北 诲道 73 3 •105 13 •105
4 410 17 450

5 381 15 345

(1 471 15 300

9 424 19 225

11 47C 23 195
15 481 30 180

20 452 24 90

VII 夕 ウ 皿 2¢ 30 9 300 2fl 376

11 414 23 195

13 433 29 255

16 452 25 150

17 424 22 180

20 486 32 150

21 490 3() 120

T 匕 ノ 3 6 519 7 120

7 4G7 10 135

8 4G7 10 120

9 457 9 105

10 443 12 105

12 424 13 120

18 370 20 ion

II サ ハ ラ 王 溫 8 4 43H 14 1 300
7 434 8 i 160

8 462 13 225

9 419 15 225

11 4G2 17 225

21 481 17 75

23 3G7 17 75

29 402 20 GO

107

w舟 或
制
名

書地 y 1
nt 状 术

希
戲

"岫痍 抗re我 秋材率 狀材M紀5i値
1 CIH \1\] kg/otn2 % U.

1 2 M 5 U 7 S

III アスナロ 湯舟滓 16 3 024 23 750
•1 038 24 600
5 611 19 345
G 605 13 255
7 624 20 345

9 G14 30 300

VI ッ カ・ 福 岛 20 10 710 53 510
11 667 67 600

»2 G4S 53 375
13 5S6 50 420
14 600 39 240
17 533 33 150

第二十八表 調查成鶴波の二

耕 « 笹 
K

樹 俑 名
試 拆

就
邮椅応皮 抗際强i 秩材华 狄材幅 絶對tii

春材幅 紹對僚
Iran皿 kg/cmS % U. IU

1 21 3 4 5 6 -7 — S 9

XIX ナ・> 北海泌 S9 9 781 S0 975 225

11 son 70 720 315
12 810 64 540 300
13 702 58 4S0 345

1-1 707 47 390 435
17 043 43 225 300
19 l；3S 32 1C5 390

20 524 24 60 315

X ナ 7 上松 44 5 957 01 1500 225
G 971 78 1035 300
7 976 7S 1050 300
8 905 73 1095 420
9 870 GS 765 3G0

10 867 69 750 330
11 829 63 495 300



W8

纂
囲 
ffi 
名

忧
魚
iii!
名

供乔
次
木K

仲邮 抗塁强 伏W車 秋W漏
絕yj w

律材編 
絶対依

1顷冏 kg/ciii'» II. IU

"T •> :; •1 5 じ H 9

XX ハリ ¥リ 北海道 97 〇 548 〇(, •1350 525

3 671 89 蹄)〇 4W

4 500 77 1770 450
n 457 «2 1350 :W0
〇 303 07 900 450

7 -100 C5 825 450

XI ハリ年リ 湯舟洛 52 3 633 93 3673 315
4 393 89 3075 375

5 695 82 1755 376
<5 624 1'3 1890 150

G38 83 900 180
13 1 0H 80 G00 | 150

xn Vチダモ 北海道 102 4 700 78 2400 G75
.*• 5 1 710 75 2085 705

G 643 61 1215 790
• 7 605 54 «25 720

8 砌 38 -150 S70

11 •124 84 525 450
12 505 4S 435 405

xin ・シホヂ 湯舟滞 C1 4 1007 G2 1980 780

fl 1014 52 825 750
G 1124 G5 1200 045
7 995 39 •195 750
9 905 50 G45 (MK)

12 795 40 301) 450

今共妾項に塞凯的査成績を曇照しつ、解說すれば針葉樹に於ては各供試木に就ナ秋村の幅 

/a絕野値は殆んミ・一定なるため(祥說すれば年輸密度の堆すに從ひ少しづ、破少すろも成る 

年輪格度以上に迷すれば急激に減少す)年輪密度小なる桿秋材率诚少し,之に仰ひて强度も 

亦诚少す。而して淅次年幅洛度时大すれば從って秋材率並に强度も亦增大し 終に秋材の趙 

對値の減少せんさする限界に於て糊度は娘高を示す。尙共限界を超のれば秋材。)絕州也に况 

少を來たす。

109

而して斯くの如さ現象は・?的粉の糊造を倉す〇(Wに於て叫咬に表理せらる、ものにして 

い共他比/に影泥を及ぼす瑕洗の潜住する招合は共願條不明瞭なり。又此の現蟻は供試木各 

個威に於て【用ハ・の關係を行すろものにして,從って柏笑なる樹種:は勿翰同一剂｛«住雖も供試 

水異なれば生育中立地其他の內外のIM子•に影牲せられ,秋材の備いを變ずる侦向あるを以て 

强度に及ぼす蜩促も亦相違す。

総るに眺棄樹中環孔时の示す尋昔の配列せる部会(春材ー)の幅員(絕對値)は略一定せろ 

烦向を<!し,強度は秋材部の幅い・對値にI阳眼す〇を以て.環孔材の揚合は,緋輪中の秋材" 

部の咐大に比例して强度を推大する性質を仃するものなり。故に朝度は各供試木に就さ年輸 

緇度大なる甥合に小にして,•年輪榕度淅次減少するに仰ひ强度は之に比例して略点線的に蛤 

大す。仇し共侦向は骚调照組推を仃する各供试木に於て判然す。

偷故孔材を哉れば綽件は一年輪間に故在するも緋輪の構成:は針葉樹の場合に類似•するを以 

て,從って年輸精座ミ副度さの關係も亦的近似の性質を我現するもの。 •忍めらる。

跪て本,囲在に供せし各樹械に關し笫二十六妾に示せし成骚の各項に就浅共破大値並に琅小 

値を樹柿別に列眼すれば锵二十九表の如し。

共成減に依れば同一樹種相互冏の年輪密度に於て各最大敞小値は比較的均導なるを示し 

又其他の,閲僧］如に於ても亦相互细停なる混異を胡、めざりしは各供試材片の性質可及的に均 

・なるものを採集せしに起因するものなるを以て密二十九表に示す調査事項は各樹種に就き 

総周蹣此織の個性を表現すろものミ削ふを得べし。

II 負招混鬭験成越

試嵌材片の大さは林梁,汰験揚協定華項に塞会⑴断血五粧平カ・,長さ七拾衡さなし足を戒 

野にて支:」寺し上方中央より荷谊を加へ弾性限界に於ける挽み,荷疽及び破壊昉に於ける扌堯み, 

荷五を測定せり〇共徑IIU距離は七拾桐さなし沿に樹心を下部に理を共の强度計.気式次の如

F 2. b. h-

ド......責推强 0引皿っ

ヽ、'..... 破壊’當畤の荷血(kg)

也=舟"TUT

R ......弾性係數 (_kg/oE)

ヽ、•'......弾性限界に於ける荷币［ヘぬ

〇) 股林•吝林衆試阪衆報 笫匕拽
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奈宾井 1 5 4.8 17.0 44.8 70.048 CIO 2.29

裁m 2 10 5.5 17-2 45.0 -17.392 589 2.72

王湘 3 10 7.3 17.8 39.0 71.826 617 3.35

上松 4 10 8.5 15.7 39.7 88.751 G01 2.53

野尻 5 10 2.8 17.4 42.3 59.HG1 552 2.90

若籠 10 5.5 16.2 -11.7 69.253 601 2.38

湯舟洛 7 10 3.7 16.9 43.6 87.466 013 2.01

平 均 し65) 54 17-0 42.3 75.300 583 255

玉洗 3 10 7.4 10.9 35.1 54.240 454 2.39

野尻 9 10 ■1.4 18.7 35.8 57.334 423 1.73

妻籠 10 10 5.7 17.8 35.4 70.351 489 | 2.27

湯舟湯 11 10 5.0 17.7 31.0 38.389 岫! 2.<J0

平 均 GO)； 5-6 1&5 343 55079 431 227

王湘 12 10
7』 16.7 46.8 72.879 027 2.33

上松 13 10 10.4 1 16.9 42.8 66.364 673 2.40

野尻 14 W 0.3 17.6 52.2 94.81U 721 3.24

渡Ufi 15 10 8.4 10.7 49.5 1 77.937 GSG 2.31

鴻舟滯 16 10 7.1 37.7 47.5 73,27H 666 2.03

平 均 (50) | 7.9 1G9 47 8 77.018 655 238

捌
用
名

1 a~
I 比ノ・

n サハラ

ui アスナロ

»..... 徑間距離ぐcm) .................供試协;•の幅 3心

11.....供就材片の岸さ〇り >•..... 弭性限界・に於ける控み3吋

供試材片は大正拾左年匕月製材・本!仅せし丑耦的めこ就S繊馮斷［にして衆冼を包栽せ<6 

部分より你供試材より照削4I宛採収し体ちに飽削を施し昭和会年に至ろ長咖肝圳i内押上に 

横成ミなし可及的w ・方法に依り気乾狀您に綿けり.。试绒に際しては竹棋称に就5从乾狀您 

に到達せる供M材片忒拾側中より缺點を仃せざる捨値宛を迥びW衣に供し気乾材•の强度 比 

页並に含水质等を測定せり。北成綏節三I•よに示すが如くにしてM瞼地奈廃井のヒノ司及ぴ 

竅縱のッガ警は試駿木の部合上敬甘の供试材片を便川す。

第三卜汲 試板地別次駿成績比絞我
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胡 
極 
番 
映

樹 
<« 
彰

驗 
地 
冬

供M
試

木跋

供本

試:

材败
比
5R

さ】0?

弾 
ft 
係 
ft

kg/cm：

it 
揖 

强 
kg/cm2

遊於う
琅け 
略る 
に挑

cni.
1 2 き « ・’ r 5 G S -9～ 10 11

IV =0 占 譲S)i 廿, 10 6.0 17.0 42.4 65.791 576 2.76
18 10 3.6 17.6 42.7 72.963 555 2.02

藪W. WI 10 4.0 17.2 41.2 66.091 561 2.7S

祸応 20 10 4.7 17.5 1 40.8 j 66.705 506 2.18

平 均 <40> 4.6 173 41 8 67-888 550 丝

V パ ラ七 ミ 奈良非 21 10 •1.7 17.7 45.9 85.311 625 2.36

VI ツ V
1

譲訪 23 10 7.8 17.4 49.7 71.409 671 2.49
1
奈艮非 24 10 10.5 17.9 55.4 9S.1M 726 1.95

蔵Ki 25 5 7.2 1S.7 52.2 83.971 716 2.40

矚 & 27 10 9.2 17.7 53.9 97.795 785 2.68

應SR 28 10 6.0 17.7 49.5 66.217 691 2.81

平 均 J.45) 81 17-9 52-5 83.516 718 2.46

VII 夕 ウ U M關 29 10 9.2 17.8 48.5 80.S06 621 2.47

蔵原 31 10 2.9 16.1 38.6 03.599 463 2.34

调a 32 10 7.3 15.5 39.5 63.422 500 2.22

平 均 ¢30) 6-5 165 422 69.296 528 2-34

VIII レ 9 源訪 33 10 5.6 17.4 41.2 70.307 538 2.30

31 10 8.1 16.9 44.6 72.845 0S3 1.99

35 10 3.4 17.1 42.1 69.080 M3 2.05

福息 36 10 4.2 16.4 38.5 64.-134 404 2.32

37 10 4.9 15.7 41.9 75.306 551 1.97

平 均 ¢50) 5-2 167 41-7 70-406 542 2.14

IX プ ナ 玉流
j

38 10 5.G 19.4 62.7 97.219 838 2.18

上松 39 10 3.9 18.0 63.7 94.919 705 1.62

野VL •10 10 4.G 18.1 02.4 89.380 099 1.71

変徳 4】 10 0.3 18.0 05.4 00.351 757 1.68

湯舟澤 42 10 3.S 17.4 00.8 1
.」

89.57H : 687 1.61

平 C50) 48 184 63 0 93.491 737 176
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s

s

 

1
 
X

樹
名

弑
阪•炮名

供9?試木號
佚本 絕 弗 it 破齢み性 m 坎け係 网

VL 强 に挠試材林
瀚
度

X 100 kc/rm2 kg/ctn- cm.
2 3 4 5 6 10 11

ナ ラ 王瀝 •1:; 10 6.1 18.3 76.2 123.689 063 A4

上松 44 10 8.6 17.4 80.6 109.088 114.1 2.81

野尻 45 10 6.9 20.4 74.4 109.088 908 2.01

妻筒 46 10 5.9 17.7 83.3 M 1.675 1207 2.70

湯舟澤 47 10 7.0 18.2 72.2 122.591 888 3.07

平 均 (.50) 69 184 77 3 121.206 1022 288

ノ、リ・ ) 王温 48 10 16.6 47.4 84.976 509 2.60

上松 49 10 4.5 10.8 47.8 79.078 616 2.63

*■ 野尻 50 10 3.1 16.2 52.3 70.707 618 3.16

〃 51 10 3.0 16.4 57.6 70.987 611 3.66

湯舟滓 52 10 3.8 17.0 60.9 93.396 722 3.81

平 均 (50) 43 16-6 531 79.829 633 317

XII ミジメ 王混 53 10 .0 17.2 G9-7 115.693 991 2.14

上松 54 10 4.1 19.4 59.5 95.014 G48 i.sy

野尻 55 10 7.5 18.6 83.1 14(><〇7〇 1098 2.12

妻館 50 10 5.3 19.3 70.8 100.093 803 1.64

湯舟滓 57 10 6.9 18.8 78.7 128.251 1055 2.62

平 均 C50)
叫 187 72-4 117.150 911 1-96

XII! "ホデ: 湯舟澤 58 10 4.3 19.2 58.4 70.266 842 2.68

〃 59 10 4.5 19.6 50.7 68.51*) 687 2.10

〃 G0 10 6.2 18 J 58.0 74.183 790 2.35

61 10 3.5 18.G 63.4 109.7J0 P52

〃 62 10 3.7 18.G G1.7 113.043 1038 2.67

平 均 <50) 44 18-9, 58-4 88.464 | 862 2.44
一… 一・.
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甜 伙希 供ポ 格 条 破4仙名 よ木或 tttt
I
皮

籍比
5U

x 100 一 ～ kg/cins

擔强 
kg/c静

壊け
时る
に挽

cm.
1 2 • • • • •1 ~B~ —s~ 10 11

XIV 4!・ノ キ .E湖 63 10 ・ie 17.5 MA 77.459 715- 1 2.73

上松 64 10 6.9 18.4 50.7 91.009 794 2.83

野K G5 10 叫 17.4 53.0 89,376 737 ； 2.51

坦照 6G 10 3.9 16.6 •12.7 66.313 51S 2.25

湯舟滓 07 10 4.0； 17.5 54.1 71.801 649 2.2S

平 均 C50> 49 17-5 522 79 192 683 252

XV カッ う 王御 6S 10 3.1 15.6 46.8 66.840 596 ； 2.58

上松 69 10 9.0 16.6 48.4 63.価 732 - 2.51

»尻 70 10 9.6 16.0 48.3 55.401 565 1 3.20

)£ SK 71 10 3.5 17.2 46.8 64.2S1 606 ： 2.99

涉舟澤 72 10 7.8 14.4 45.4 68,259 617 ' 2.42

平 均 (50) 6-6 16,0 467 63.580 627 2-54

NVI エゾマッ 北海道 73 10 6.5 17.6 41.5 1*4.940 560 2.29

7-1 10 3.7 18.1 40.0 7-1.600 527 2.51

〃 75 10 •1.3 18.6 46.4 92.310 605 2.58
76 10 4.っ 17.2 43.5 95.445 631 2.82

〃 77 10 7.3 17.2 42.6
|

91.168 628 2.89

平 均 <50) 53 17-7 42-8 89.693 590 2,62

xvir トドマ ツ 北海道 78 10 2.7 16.7 303 75.819 1)51 2.51

79 10 3.1 15.8 36.7 64.484 483 2.40

80 1U 2.3 17.0 38.9 81-165 526 2.43

印 10 2.6 16.0 40.6 67.581 534 2.24

82 10 2-2 16.4 38.8 69.317 518 07

平 均 <50) 26 163 38-7 71.673 522 • 237

XVI II ナ 北海泌 83 10 3.4 18.5 60.0 73.773 542 1.92

〃 10 4.7 19.2 55.2 67.201 501 1.45

〃 85 10 6・D 20.2 60.8 76.532 577ゝ 1.77

8G 10 6.1 20.1 <>1.2 78.039 60S 1.B5

87 •10 46 19.6 63.5 89.110 80« 2ul

平 均 (50) 5-1 195 601 76931 607 1,89
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甜極 fa
r«名

供?&試木號
供案は材數

午 金1 弭 U 破险み乾 性 芯 壊け比 係 厚 嘗る
m 數 强 に挽

X 100 kg/crn*- kg/cm- cm.
1 2 3 4 ____  5 (> 7 s 9 _F IT

XIX

XX

XXI

xxn

XXIII

ナ う

ハリい 

ャナダモ 

ホ・ノキ

カック

北海道
II

〃〃

88
89

〇〇
91
92

10

10
1。
10
1。

6.2

9.9
8.3

8.9
10.4

20.1
19.2
19.7

20.6
1V.4

72.3
05.7
62.1
69.0
73.3

107,743
】0・1.W、
76541
99.862

130.220

879

740
657
784
1108

3.68
2.27
2.U8

2.45
3.06

平 均 (50) 8.7 19 8 68-5 101.864 794 287

北湯道
1/
II

II

93

94

9〇
96
97

10
10

10 :
10 '

10

3.7
•1.6
4.2

5.5
4.0

18.2
18.1

18.9
17.1
18.0

48.3
53.0

52.8
53.9
47.3

67.465
70.539

85.716
80.019
80.207

643
632

061
673
452 |

3.33
2.53
2.29
2 85 

LGO

平 均 ほ〇) 4.4 181 51-1 78.715 592 253

北海泣〃
H
〃
〃

98
99

100
101
102

10

10
10
10
10

5.4
•1.6

3.9
3.5

4.4

19.9
19.7
21.2
19.9
19.9

61.3
62.8

70.0
60.5

71.6

101.279
96.711

100.718
06.058

125.341

716
602

80t>
650
840 1

2.02
2.86
2.40
1.05
2.31

平 均 (50) 4-4 201 652 104.021 723 243

北海道
〃
II
〃
f!

103

104

105

106

107

10

10

10

10

10

4.1

5.4

6.4

5,4

9.4

18.2

19.0

18.9

18.0

10.7

48.1

50.0

49.8

61.6

49.3

60.605

09.720

65.930

08.988

72.287

651

659

697

(>30

670

2.42

3.68

2.0G

3-19

2.31

平 均 ¢50) 61 182 498 68.706 661 251

北海道
t!
〃

/I

108

109

110

111

112

10

10

10

10

10

4.8
4.5
4.2

5.1

5.5

16.1

16.2

16.0

14.7

15.n

45.4

45.8

47.8

56.8

49.7

G0.077

63.288

71.550

80.133

72.4-1 S

600

5GG

l；47

749

BHfl

20.9

2.79

讪

2.49

平 均 (50> 48 15.7 491 69.499 650 2 58
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術三十一表 0.推强比較表

ffi 耕峯 翻余
HV木 試 材數

S

水 第
1R

% X 18
5 G

强性係數坝5ヾ
ft擔囲 

kg/.nn^ _
___ 8___

破好み 建け 時る
cni. 矿

XVI
ヽ・

VII

xvn
VT

VIII

I
II
III
\l

Will
IX

XIX
X

XX
XI

XXI
XIII

xxn
XIV

XXIII
XV

Nil

エyーヾツ<北、
バワやミ
トウピ
ドドマッく北、F ミ

-
ヒノ年サ八ワアスナロツ y

ブ ナ(北)〃
ナ ソ(北?)
ハ、)¥ g匕、
ヤチダ0<北> レふV
水、ノ 比)〃
カッラ(北)
ミジメ

30> 
«10) 
Gめ
65〇) 
<4(り 
«50)

(65)
(40) (ゆ 
(15)

くゆ 
(5〇)
C50) 3の
(晩) 
(6〇)
(5〇) 
(5〇) 
(〇〇) 3〇)
(50) 
(50) 

3〇)

5.3
4.7

0.5

2.6 
•1.6
5.2

5.4
5.G
7.9
8.1

5.1
4.8

8.7
6.9

•1.4
4.3

4.4
4.4

61
4.9

4.8 
G.G

5.8

17.7
17.7
16.5

16.3
17.3
16.7

17.0
18.5
16.9
17.9

19.5
18.4

19.8
18.4

18.1
16.6

20.1
18.9

18.2
17.5

15.7
16.0

18.7

42.8
45.9
42.2

38.7
41.8
41.7

42.3
34.3
47.8
52.5

00.1
63.0

63.5
77.3

51.1
53.1

65.2
58.4

49.8
52.2

49.1
46.7

72.4

S9.693
85.311
69.296

71.673 
67.888 
70.408

75.303 
55.079 
77.04S 
83.516

76.931
93.491

101.864 
12L206

78.715
79.829

104.021 
S8.464

68.706
79.192

69.499 
63,580

117.150

590
625 j
52S ] 

522 
550 1

542

5S3
431 
655 ! 

718

607 
737

794 
1022

592 
G33
723 
862

661 
683

050 
037

919

2.62
2.36
2^4

2.37
2.44
2.14

2.55
2.27
2.38
2.46

1.89
1.76

2.87
2.88

2.53
3.17

2.43
2.4-1

2.51
2.52

2.58
2.54

1.9G

共成績に依れば各樹糊に就き年輪密度及び含水MはJ匕校的均等ならしむるを得たるな以て 

同一樹種相斤•間の性轻比較上便立を得たろものにして又供細•片は努めT®!なる柵造を右 

するものを選ぴ各樹種固仃の性nを求めたり〇故に各項の平均値に於て(よ著しm相違を認め 

rして笫三十一表に示す各樹利！别平均値を汹舰すれば同一樹郡相互間に於ても顯・なる懸隔 

を塚めざろも,本調査の成績よりすれば,同一樹初に就き 一般に木何材は北海道材に比較し 

削娜7大なる傾向あるは抗隈强さ同一な如 各調査事項に就さ樹種別最大最小値を列既すれ 

ば笫三十二表の如しC
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第M十二去 日推就依大ほ小値比較:表

酣
a
番
史.1

初
1¢

名〇
最W 大小

•f

水 量
雑
比 
JR

弭住係 毅
it

强
破扱み 壊け 眇お に撓

最
大% A

戒 小 靖火
XH1 I ■ « 1 m

Al 小 
)0

1A
板

G

最小
n2____

最大呷、
7

A1小
11? _

A
X

Cllh 
u

柴

A
XVI エゾマッ(北>

M 
12 3

*1
21.6 15.8

•z
51.2 35.8 112,25：： 6d/>2G

1
700 370

〇
3.05 〇潮

V バラ=0ミ (；3 18.9 17.0 48.5 43.1 91,466 (；6,387 722 538 2.93 1.95
VII タリ匕 17 2 18.1 146 51.5 36.1 107,800 -15,720. 655 •112 2.80

XVII トドマツ<北) 4 2 18.3 14.7 40.4 3-1.4 98,784 54,880 G05 445 4.00 1.70】v 8 2 18.8 14.1 47.3 38.0 93,296 51,86・1 655 420 3.70 1.50
VHI シラべ 12 2 18.2 14.6 •18.4 37.2 98,7frl -16,937 * 6G4 370 3.20 L20

I 匸ノキ 12 2 18.7 14.4 49.8 ：：5.5 137,200 39,200 722 -151 4.40 1.35
n ケハラ 11 3 21.5 15.7 40.0 27.5 87,808 30,870： B38 328 3.30 1.40
ni アスナロ 14 5 18.6 13.7 59.6 38.6 , 118.930 61,880 793 •187 :::;,) 1.70
VI ッ 15 4 20.3 1G.5 50.1 4G.0 125,209 51,450 865 -103 -J.59 LS8

XVIII ナ ナ<北ユ 10 3 21.5 17.0 09.1 52.8 102,900 51,450 949 344 4.00 0.61
IX 11 3 21.3 1G.4 72.8 AG.6 132,020 08,000 10112 428 2.56 0.00

XIX ナ ラ(北オ 15 5 21.9 18.0 83.3 52.G 163,333 45,733 1050 479 4.20 1.47
X // 12 3 21.0 15.(1 88.2 61.8 192,030 08,000 1352 697 4.20 1.8V

NX ハ9い(北) 7 3 20.3 15.9 58.8 39.0 108,615 叫880 756 227 4.38 0.54
XX 〃 8 2 19.2 143 67.0 42.3 137,200 53,110 832 49G ! 6.45 1.72

XXI ヤナ好毛(•北) 7 3 22.0 17.7 78.2 50-2 142,916 (50,228; 921 512 3.98 1.05
XIII シ;】:-Y 9 3 21.1 17.4 05.8 49.1 148,176 54,158 1109 529 3.05 1.00
XXII 小、ノキ<北» 15 3 20.0 15.5 64,8 46.1 98,784 54,880 773 638 3.80 1.80
XIV 〃 11 3 21.5 15.7 57.8 38.1 125,765 叫880； 805 428 4.00 1.30

XXIII カッバ北>, 8 3 19.1 11.8 60.2 40.4 104,272 -11,160 805 -170 3.20 1.80
NV 〃 1 1G 3 18.7 13.5 55.8 40.1 ¢8,784 47,040 131-1 <112 3.50 1.30
MT ミヅメ 9 3 20.0 15.8 88.2 65.2 195,999 78,4001 1309 512 3.90 1.00

JIL 抗張强試験成弑

林業試驗场協定事項中木朝齊方法に就ヨては末输定なるを以て下記の方法により員把到供 

試材の一部を利用し之を力愈行せり。

供試材片の大さは長さ客拾死椀,帽会通 掉さ厲五柝の的材を使川し其中夬部な長さ五 

粗,幅立•7L椀の角材に加工し兩側の柄を試驗機械附咼楔型金具を以て累握し以て氣乾材當 

時の破壊强度並に破壊に至る迄の小張度を測定せり。抗測虽は破壊荷禾を其断而仙にて除し 

ー狎ド方に對"する强度を集出す。而して供試材片の比/ 含水埴並に年愉密度の測定は抗廊 

强の場合に準ずるものさし供試材片個數は名供試材に就き拾個宛ミす。促しブナ•ナラ,ミ 

ヅメは供試材の郡合上M綱數を減ず。各,试驗地別成糸S示せば第三十三表の如し。

11!)

術三い三公 抗米强京地別成綃安

甜 
Ifl 名 罷地 名

供番试木或
供衣 状 材败

含水量
—

案1比
乾或 
X103

仲 穀 座
cm.

抗毁强
明5

2 す1 5 6 7 9 10

I ビノ・ 奈n井 11 10 -1.8 15.8 44.0 0,036 543

藪な 2 10 5.3 16.0 42.0 0,050 510

王禍 3 i 10 G.0 15.7 40.4 0,041 437

上松 •1 10 9.2 1G.0 39.7 0,011 498

軒J>1 5 10 4.3 16.4 40.0 0,053 478

我節 七 10 6.7 16.0 42.5 0,039 426

湯舟涕 7 | 10 •1.1 16.2 43.9 0,044 617

平 均 3〇> 56 16•〇 418 0,043 501

H サハソ’ 王湘 8 10 11.1 18.7 35.2 0,000 366

野PL 9 10 •1.7 18.4 36.3 0,026 259

お箭 10 10 5.8 18.0 36.1 0,046 440

湯舟洛 11 10 7.7 17.9 31.7 0,041 255

平 均 (.40) 7-3 183 348 0043 330

III ァスナn 玉浦 12 10 8.4 17.7 45.5 0,041 489

上松 13 10 11.0 17.8 43.2 0,039 409

野况 14 10 0.3 17.8 53.8 0,042 721

な籠 J5 10 8.7 17.7 48.4 0,026 553

湯舟滓 1G ,〇 7.2 18.1 47.6 0,049 589

平 均 <50? 83 178 475 0.039 552

IV モ ミ 譲叫 17 10 4.0 18.4 45.4 0,031 432
1S 10 5.7 17.8 42.3 0,039 •14)

藪原 19 10 3.9 17.9 41.4 0.046 604

荷恩 2() 10 4.(5 17.9 41.4 0,031 336

平 均 ¢40) 4-6 180 426 0X)37 . 453

V パラ咀芝 奈良非 21 10 •1.7 17.2 47.8 0,044 53G
VI ッ カ・ 凍訪 23 10 9.0 17.0 49.6 0,041 384

奈央井 2-1 】0 7.3 17.0 56.2 0,042 489

蔵原 25 10 12.7 18.0 53.5 〇,0M 718
福a 27 10 10.4 17.8 55.8 0,056 732

妻籠 28 10 8.1 18.4 49.8 0,048 489

平 均1 (.50) 95 176 529 0,048 562
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胡 胡 (Its 伙代 加 氣比 r!' 抗
番 仰 我 犢嚏 乾重 米度 朱强
6% 名 桝 村紙 X103 竺/*
1 2 1 3 •1 6 二 S _ 1 10

XII ザ メ 王 53 10 5.3 16.3 05.1 0,047 718

上 松 54 10 4.5 19.9 62.4 0,021 29S

野 时 55 10 10.5 18.8 84.3 0,047 827

應 箫 M 5 7.0 19.6 73.0 0,035 755

湯舟滓 57 10 9.6 19.1 77.1 〇>049 999

平 均 <45) 74 187 722 0,040 719

XIII ホ 湯舟澤 5S
10 1

4.1 1R2 60.9 0,016 712

〃 59 10 4.4 18.6 53.4 〇>028 454

60 10 7.2 18.3 60.4 0,108 631

G1 !〇 3.3 18.3 08.4 0.048 735

〃 62 10 _ 3.7 17.6 65.1 0,071 810

平 均 し50) 4S 182 61-6 0.060 668

XIV ・ノ キ 王 湿 63 10 4.0 18.0 54.1 0,041 582

上 松 64 10 7.3 19.3 57.8 0,050 791

野 况 65 10 4.3 18.4 52.2 0,037 737

籠 66 10 4.2 17.6 41.3 0,030 406

湯册滓 G7 10 4.5 17.9 54.5 0,044 562

平 均 ¢50) 49 18-2 52-0 0.042 616

XV 力 ツ う 王 溫 68 「3 — 3.0 17.3 •17.2 0,020 408

上 松 而 - 0.7 16.3 51.7 0,041 511

野 bi. 70 】0 9.2 15.8 43.6 0,026 2-14

妻 籠 10 3.2 17.5 46.6 0,046 510

湯川・滿 72
1 “

5.4 15.0 46.8 0,024 423

平 均 (50) 55 165 47.2 〇>032 419

XVI ェ ゾ、 ツ 北海道 73 10 7.2 18.2 42.3 0,041 527

〃 74 10 4.0 18.8 42.3 0,037 371

75 10 5.1 18.7 47.8 0,040 528

76 10 4.9 10.2 44.0 0,042 «3ま
〃 77 10 G.9 17.9 44.2 0,044

平 均 ¢50) 5.6 180 44.1 0,041 534
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xvi r

xvni

XIX

XX

XXI

佻布 供衣
「年

H V 氣比
1 * IS/•.

花血 强
帝t:材敬 X100 cm. に優

3 4 fl 〇 8 9 1"

北海道 78 10 2.5 17.2 39.0 0,037 424

〃 79 10 3.8 17.6 37.2 0,040 393
80 10 2.7 16.4 39.7 0,057 IW2

// 81 10 2.3 17.7 38.2 0.033 394

〃 82 10 2.0 17.3 38.5 0,036 448

平 均 <50) 由 1/2 385 1 0,042 458

4bW 83 10 3.5 19.0 63.1 0,085 340

〃 8-1 10 5.8 19.3 61.2 0,028 317
85 10 6.1 19.4 «8.2 0,023 277

ft 86 10 8.2 19.9 62.3 0,011 239
〃 87 10 4.9 19.G G7.4 0.02K 522

平 均 (50) 55 19.4 64.4 0,024 337

北海道 88 10 6.1 19.8 72.7 0,102 1166
〃 SH 10 10.1 18.5 66.9 0,041 484

〃 90 10 D.7 20.0 59.9 0,063 515
tf 91 8 11.8 20.5 67.9 0,04G 6M

〃 92 10 9.4 19.0 7G.7 0,092 1326

平 均 く 48) 9-4 196 688 0,069 809

北海道 93 10 3.6 18.9 52.4 0,081

〃［ 94 10 3.8 17.3 57.0 0,047 471

〃 95 10 3.6 19.3 55.0 0,031 485

〃 96 1() 4.7 18.2 58.5 (),052 015
° 1

97 10
1

4.3 18.7 50.3 0,031 380

平 i与 (50) 4-0 185 54.9 0 048 502

北海道 98 10 4.5 19.7 ««.9 0,045 766

ft 99 10 3.1 )9.9 60.5 0.042 538

100 10 3.7 20.0 70.5 0,058 876

101 10 4.1 39.8 73.4 0,043 92ft

ft 102 10 5.2 19.1 00.4 0,053 cm

平 均 (50) 4.1 19.7 663 0.048 7G0

樹
Hi
名
2

トドマッ

ャ千タ忙

務
種
給®
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い:

Hl
名

地
名

(ft® 供木

材歡

邮

密
1¢

寫

%

'セ
加
X100

仲
S!i
度

cm.

抗
5ft
强

*
3 •1 5 6 7 8 i

XXII m ・ノキ 北海道 ion 10 3.6 18.6 •18.5( 0.031 3S0

104 10 5.1 IS.d 51.0 I 0.028 473

tf 105 10 6.3 18.5 1 50.0 0.0-12 524

〃 lot； 10 G.0 18.5 53.3 0.035 402

tf 107 10 8.8 17.4 49.6 0.022 35S

平 均 (50) 60 183 507 0032 439

xxni カップ’ 北海道 108 ・〇 4.1 is.i 46.0 0.037 391

109 如 4.5 17.1 46.9 0.035 376

ft no - •1.9 18.0 47.5 0.036 445

HI - 4.7 IS.I 55.5 0.040 492

ns 10
1 T3XI

•1.2 16.5 53.3 0.033 460

均 C50) 45 17-6 498 0036 433

共成結に示すが如く右樹种に就台年辎密度,合水缺威に比币:は可及的均等ならしむるな得 

たるは努めて・統を包栽ぜざる良材を選定せしに依るものにして,從って其成績は各樹種固 

仃の性負を我現するものM讫めらる。偷樹称別平均値を示せば郊三十四表の如し。

共成絨を辿也すれば.化海道材は木校材に比帔し抗米强を減ずる使向を和・す6も其相違蔼し 

からず

各謝査事項に關する最大忌小値比較成結を瑁ぐれば第三十五表の如し。
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菊三十四戈 抗張强比絞表

出 
禪

* 
K

樹

<«

名

年
险
密
度

含 

水 

M 
%

41

樓
XWO

仲 抗

殻 强

5. 旳7如
1 •> eZ 3 ~T" ー广 6 ～7～ S

XVI エゾマッ(北) (_ゆ 5.6 18.0 •14.1 0.041 534

V パラモミ CIO) 4.7 17.2 47.8 〇•011 536

vn タ ク 匕 (30) 0.8 I7.fi •12.8 0.041 479

XVII トドマツ(北) (-50) 2.7 J7.2 38.5 0.012 458

JV 吃 ミ 伽) -1.6 18.0 42.6 0.037 453

VJII シラ ペ (5〇) 6.1 17.2 40.4 0.030 409

I じノキ (70) 5.G 16.0 41.8 0.043 501

II サハラ 3) 7.3 18.3 34.8 0.043 330

in アスナ“ (5〇> 8.3 17.8 47.5 0.039 553

VI ッ ザ (5〇) 9.5 17.6 52.9 0.018 5«3

xvni デ ナ<北) くゆ 5.5 19.4 64.4 0.024 337

】x <40) 4.7 19.0 03.0 0.022 859

XIX ナ ラ(北) <48 ) 9.4 19.0 08.8 0.069 809

X U <45) 7.9 17.9 79.8 0.072 1000

XX ノ、»J V リく北) (50) 4.0 18.5 54.9 0.048 502

XI び〇) 4.1 17.8 54.4 0.044 548

XXI ヤチグモ(北) くゆ 4.1 19.7 00.3 0.048 7M
XIII レ・ r (・ゆ 4.5 18.2 61.6 0.000 (168

XXII 士、ノキ(北) e〇) G.0 18.3 50.7 0.032 439

XIV W 4.9 18.2 52.0 0/)12 •J1U

xxin カッラく北> (5〇) 4.5 17.0 49.8 0.030 433

XV 〃 <5〇) 5.5 16.5 47.2 0.032 419

XU ミ ヅメ C45) 7.4 18.7 72.2 0.040 719
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芯三I・表 抗服强攻大最小値比枝大

粉

極

名

耶
滴
帘
座

眼大眼小

含
水

众 奴大,
呆小

伸

3&
度

最&最小

抗

弘

强
心 我小 最大 故小ー

r~ 〇 4 | 5 _____ 6_____ 7

XVI ェ ゾyツ <北> 12
ョ

20.6 16.6 51.9 35.7 0.0G7 0.008 S53 133

V /< 9 -C 5 6 8 18.2 15.9 53.0 44.0 0.0S2 0.018 843 274

VII 夕 ウ t 22 3 18.4 15.3 51.8 35.0 0.066 0.014 709 282

XVII 卜 ドマッ 5 1 20.7 15.5 43.7 31.0 0.084 0.006 864 S23

IV せ ミ 8 3 20.0 16.5 48.8 37.8 0.079 0.003 870 280

VIII シ つY 18 5 21.4 13.9 47.3 35.2 0.080 0.000 632 268

I ノ ・ 12 2 18.6 14.6 48.2 35.6 0.072 0.002 703 310

II ナ ハ ク 20 3 19.9 16.8 39.2 29.4 0.082 0.009 639 189

HI 7 スナn 17 4 19.8 16.7 55.0 38.9 0.066 0.000 924 280

VI ツ if 21 •1 19.2 15.8 62.1 •11.1 0.098 0.006 050 225

XVIII プ ナ <北> 13 2 21.1 18.2 77.4 49.9 0.082 0.000 840 145

IX 11 3 21.2 17.5 75.0 5.49 0.003 0.0J3 供 329

NIX ナ (北ノ 23 5 22.7 16.4 82.0 51.8 0.173 0.010 1611 214
X 15 5 20.5 lfe.4 96.4 60.4 0.107 0.024 1784 457

XX ハ 0 V V <北) 7 2 20.9 16.4 64.7 40.8 0.120 0.011 904 145

XI 〃 11 2 20.6 15.8 67.1 37.4 0.093 0.012 1202 135

XXI ヤ チダ⑩ <北) 〇 2 21.2 18.1 79.5 50.6 0.098 0.013 1201 也

xin シ * r 10 3 20.6 15.9 71.0 51.2 0.211 0.022 1301 272

xxin ホ ヽZ升 (北) 13 3 20.2 16.3 55.4 42.2 0.067 0.008 696 206

XIV 〃 11 3 19.2 17.1 60.1 39.1 0.091 0.013 1030 258

XXIII 力 ッ ラ <北) 9 3 19.8 15.1 59.4 41.8 0.070 0.013 720 208

XV 12 8 18.8 14.0 58.7 3G.2 0.061 0.007 ! 777 192

XII ミ ヅ メ 14 4 21.1 17.2 87.7 55.7 0.082 0.000 ； 1536 237
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玆に同一樹種粗互Wの各項に就さ共成鎖を摘缘すれば次の如し。(必三十六&号照)

第三"六友 强弱試験成結總括公

思 树 « Ifc « 强 負 措 强 抗 股 强称 種 !t名 JRざ1叫
番
K 氣乾材 絶到 优燥材 强度 

liK/ciii=
弭性係數 强/it 仲我度

<Hlh
J を を ・1 5 G 7 H V

XVI エソマッ(北> 42.S 339 09S 590 89.093 534 0.011

V パラ毛［ 44.5 342 C7I 625 85.311 0.044

VII クウ匕 40.8 3的 587 528 69.2W •170 0.041

XVII トドマス北> 38.6 321 5G0 522 71.673 -158 0.043

IV 七 ミ 41.5 399 591) 550 07.888 453 0.037

VIII レラペ 40.2 3G1 <115 542 70.406 •109 0.030

f ヒノキ 41.6 388 529 583 75.300 501 0.043

11 すハ) 33.4 324 4G6 431 55.079 330 0.043

III アスナ。 47.2 381 670 055 77.048 552 0.030

VI ッ ff 51.2 419 676 718 83.516 562 0.048

XVIII r ナ(北) 01.8 404 702 <>07 76.931 337 0.024

IX ff 62.1 433 800 737 93.491 359 0.022

XIX ナ ラ«北:) 67.3 423, 719 794 101.864 HOP 00.69

X 〃 7G.1 51« 864 1022 121.20(； 10VG 0.073

XX • 八リギ、丿<北)！ 51.7 345 G70 5112 78.715 502 0.048

XI 〃 52.7 385 597 C33 79.829 548 0.044

XXI ヤチダ«C (北) 63.4 398 768 723 104.021 760 0.018

XIII ”ホr 58.1 •H2 628 862 88.464 668 〇〇»>〇
XXII ホ、ノキく北) 48.7 387 580 6G1 68.7on •139 0.032

XIV 〃 50.7 3S5 670 6S3 79.192 61<» 0.042

XXI11 カッラ(北") 48.2 413 G50 G50 69.499 M3 <).030

XV 〃 48.3 380 5R7 627 63.580 •111* 0.032

XI【 ミヅメ ! 72.0 501 904 91U [ 117.150 7H» 0.040

エゾマッ,タウ！：,パラモミ

127

エゾ.•ツはクウヒに比校すれば年恰絹於に冲しき差拠な9も,比币:ffi大なるため抗噤强, 

負招就,抗米强业に材津际 弾性促數も亦比帔的大なり。而してエゾ、•ツの容積收縮率の大 

なるはトド、•ツざ共に供試创葉樹中の歩一位を占む。パラモミは供試木僅少にして比皎に資 

するにへ適當なるも全考/材さして之を比枝すれば钢責收縮率は僅少にして共他の諸性質に 

於てエゾ、・ツ及ぴクウおに優れり。

2. トドマツ,モミ,シラベ

トドー..ツはモミに比較すれば緋輸辎度小にして比巫も亦少しく小なるため抗狀强,負摧强 

网二材負商は何れも比俊的小なれミも,抗味强及ぴ弾性係數梢大にして容積收縮率の著大な 

るは前述の如し。而してシラペは兩昔の中間に位する性質を有す。

3. y ナ

•化海道!寸は木竹材.に比較すれば邮瞄度並に容積收锦率略同保なるも比亚小なるため抗獣 

强,負件那,抗狼强並に材質商,弾性係數は何れも稍劣る。之に反して負招曬試驗に於ける 

破壊峙の掩ら及ぴ抗張强試験に於ける伸狼度は稍大な〇〇

4. ナラ

：1匕海道材は木竹材に比枝すれば年輪间受大なる結果環孔材の通有性 < してJ匕/及ぴ翻ての 

强度に於て小なる傾向を示し,材質商及ぴ容積收縮率は著し9養異を認めず。

〇. ノ、リギ・リ

•化海道材さ木竹材さは各項に就な・し岂蓬異を粼めざるも,北海道材の比炬小なる結果各 

强・度に於て梢劣り,唯伸,張度のみ析大なり。

& ヤチダモ,シ水ヂ・

ャチダモはシホぎに比帔すれば年榆臨度略同探なろも比寸溯大にして抗黙强,抗販張,弭性 

係嗷及び材質商稽大なるも,責擀强及び伸张度用j小なO。

7• 水、ノキ

北海道材は木柱材に比較すれば年輪密度略同樣なるも比页少しく小なる結果・各痴愼に於て 

椚劣れり。

X・カツラ

北海•道材・は木件材に比較して年輪密度小にして比巾化校的大なるを以て各就度に於ても亦 

消大にして唯容圈收縮率は大差なし。
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本供試材中同一樹種の「狂ひ.］及ぴ强度に關しては既に各項に於て航盘成賊を記述したるを 

以て效に其の要項を棕合批判せんざす。(密三十七表金照)

1•本調佐に供せし拾八樹幅に關しては凡て同一方法に基き週査試駿を施行し諸性質 

比俊上枳本的妾素を“J及的均部ならしめたり。故に各供試材は胸高电徑54.5柝, 

樹ホ21.3米,樹齢172並に伐採临!62槌なる恕平均値に對し極めて近似せし 

資材を鬼堡し母たるミ共に伐採せし时期は大正拾三年三月に於てー齊ならしむる 

事を得たり。

2•各供試本に就dilMk宛採集せし間盤に依る生材時に對する氣乾材時垂虽诚少率は 

エハ ツ,トドマツ,モミ,"ウヒ,シラベ等は跚苫なる差異を認めざりしも測 

葉樹種に於マは木曾材,：I匕海道材共に其減少率の大小に依る順位は樹種別に一致 

しカツラを最大値さなしハリギリ,ブナ,ホ、ノキ・ナラ,ヤチダモの順位なり。 

シホがは共最小値を示せり。而して北海道材は木竹材に比し追対妙幸比較的大 

なりしは主さして地方的氣候の相違に因る木材組織の差異に起因するもの・認め 

らる»も尙生長關係に就き詳査するに非らざれば直ちに之を确する琪困難な 

り。

二 圓藍に依れば妝嵌に凶る干削は資材中弦調なる㈱任を有する材部に生じ髄線に追 

從する性質は各樹林に藏る通有性にして干削を生ずる程度は樹種に依って異な 

り,剑•葉樹中エゾやッ,トドマツ比較的大なるは年輸の切線方向の收縮が他の方 

向に到・し比校的大なるに起因するものにして澗・雄樹に於てはブナ比較的冲しきに 

反しハリギリ,ミヅメは極めて小なり。

丄供試材のタト觀的性質は供試材に生ずる「狂ひ」の程度を概定すも目的のために肝要 

なる要素にして一般に御葉樹秘は讹幹材多く)就中エゾ、・ッ,トドマツ,ヒノキ, 

サハラは其待微ミ剖ひ得べく,從って優艮材1匕較的多し。之に反し偏心;仙幹甘 

は渦葉樹に多くして供試材片に波狀木理を惹起せしむる險因を為し,剰へ材の表 

面に起伏を伴ふ樹合は其影魅を著しく雄大せしむる傾向あり〇

節の有無は波狀木理を形成する原因を僞すも餅菜樹材に於ては共影響箸しからず 

して,就中ヒノキ,サハラは共影驟の程度僅少なり。同一方向に旋回する振れは
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著し号影怦を及ぽさざうも,交錯木晋!は等閑に附し得ざる愛素にして供試材中主 

さして交錯木理を包就せし樹種はブナ,・、ノキ,カツラ・ミツ・メ等なり。

樹皮の/裂も亦考慮すべさ要項にして,「狂ひ」に對し密接なる物條を有する炭虹 

巣狀木理は此の的裂ミー致す。佻妫淋中樹皮に知裂を行するものはナラ,シ歩 

ヂ,ヤチダモ,ハリギリ,カッラ等なるも,カツラの糊皮の踮缓は蜘蛙巢狀木理 

を誘起せざるを特徴さなす。

楹,入皮,傷零は年輸の弊調を亂す原因を爲すものにして,又一般に同一樹彿に 

就き比亜の大なる.ミは駅材の材贺を低诚せしむるI月子・風めらる。

5. 不繫圈龍現象は主さして供試材片の包蔵する波狀木理に依るものにして,本調住 

に供せし冬操,五梅,拾杭俏材並に杭板材に就き状狀況を大觀すれば波狀木理は 

曲幹材・,僞心材,振れ等の外觀的因子及ぴ波状木理,蜘姝巣狀木理ごの耦造を行 

する試材に現はる•ものにして,是零の因子が局部的戒は全關に潜在する程度に 

依り咒獨反張又は相曲反張を星す。

又節,標,入皮,傷等の瑕桃は主さして扇部的不蜷鴻眼現象を耦成すoW(IMにし 

て多くは軍獨反北の形您を表はす。

足等の因子を包栽する程度顧著なるものは不蝦渕瞪税象も亦大にして針葉樹仙は 

濶葉樹種に比絞し共程度僅少なるも潤菓樹種就中ブナ,ナラ,ハリドリ・カツラ 

は其程度大なり。特にハリギリは著しm蜘蛛巢狀木理を構成すろ•ため相關反引泓 

しきもの多し。

6. 蜷調置收縮現象訶査に資するたあ股姬を包钱せさ’る框板を使川し絶對乾妙泌に府 

する收縮率を調査せし成績に依れば同•樹籾相互間に於て地舊なる差異を踞めさ 

りしは利意すべ溝現象にして特に年極整調なる泌オは收縮率ー・定せる傾向を示 

す。されミ樹種別には個性あるを認められヒノキ,サハラは比絞的休少なるに對 

しエゾマッ,トドマツは切線方向の收縮率比俊的大なる性質を有し,從って干削 

の程度著しさは叙上せし所なり。

尙春材部に野し秋材部の收縮率比校的大なるは俗樹麵の如!有性さ視られ,必I菓 

樹は年愉密獲大なる部分は小なる部分に比し切線方向。ノ收縮比鮫的大にしC.は 

材は切線方向の收縮率小にして繊維方血の收縮率大なるな示せり。

坂材に關する不整制隠現象も亦各.樹猿特有の性質を表现し1反張を伴ふ埸合歩し〇 
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常に交浩木理を包转する試材は快而に波狀起伏を生じ節を有する賜合は局部的に 

收縮大なる骂1叫みを生ずる做向あ付〇

;•强度の比殺涸査に際しては噸及的各樹神固村の性賀を求むる關風上整訶眼に就き 

試驗せり。共成和こ依れば同一樹舗胡互間に於ては比典世に抗蟹强,負措强,抗 

別强寄は何れも细著なる差異を忍めざるも多數樹称を通じ木竹材は北海道材よ<) 

椚强9傾向ありc

一般に强度は比抵に两旅を有す〇は衆丸】の事實にして尙木調査に依れば供試樹種 

は年輪密度の大小に因る影怦将し9を湖めらる。即ち供試樹種各個B5に就き針葉 

樹は年輪Mなるものは强度を減じ,年輪密なるものは强度を増大する傾向あるも 

芥しからず。而して鴻葉樹HI中環孔材は前者・に反し年愉耕なる程强度を増大する 

囲合多し。但し散孔材に於ては著しき關係を認めず。

尙是を专究すれば各年輪の含有する秋材率の大小に歸音するものにして,針葉樹 

材並に濶葉朋材中環孔材は秋材率を増大すれば强度も亦堆大する傾向を右す。而 

して供就木各個眾に就き秋材率の増減を觀れば針葉樹に於ては年輸密度小より大 

に進むに從ひ秋材率を州大す。換言すれば各年輸幅員の減少に對し秋材帽員(絕 

邪値)の減少僅少なるを示すものなり。環孔材に於ては年帽密度小より大に進む 

に從ひ秋材率を減少す。即ち各年愉幅口の減少に對し春材幅戊(絕對値)の诚少 

供少なるに起因す。祖し此の現象は曜調93組織を有する林木個體に就営てのみ明 

嚥に留めらるゝものにして生R現象さ密接なるI曲係を有するものなり。

,匕を姿するに同一樹郵に生ずる「狂ひ」は駆調眼現象並に不整,測將現象に大別し得べくし 

て本.的査に依れば供試.木の先天的個性たる褊B臟現象は北海道材,木竹材ミ雖も相互間には 

顒冷なる光晃を湖めざるを以て見れば氣候的影郷は供,试材の個性に駕係を及ぼすこさ俚少な 

るを!KZするものなり。故に銀竟「亦ひ」の多少は不戰湖なる組鹹梅造を包蔵する程度に依る 

ものにして,其主原因たる不臨間㈱は同一樹称や生育せし璟境並に生物的原因に•依り各個旋 

に賦與せらるゝものなりミ謂ふを得べし。

供,做樹仙の蜘骊?に關する弼度は木付材に比し北海道材は帯劣れる成耗を示せり。され宁 

其強度は主さして各個かを樹成する年輪の秋材・率に因り州減せしもの融からざるを惟へば林 

木各個的の米長に及ぼす氣候的因子は地方的に密接なる辎係を打するものミ阀む。
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